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富士見ファンタジア文庫




本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信したり、ホームページ上に転載することを禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。




本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。







口絵・本文イラスト　桜さくら沢ざわいづみ
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登場人物紹介




●グレン・ユーク（16）


　　元引きこもりだったが、謎のゲーム《剣精試練》に巻き込まれ、最近はわりと外に出ずっぱりな青年。『薄氷』のグレンというあだ名通り、ギリギリ敵の攻撃をかわす技術は異様に高い。


●メグ・ローズハート（15）


　　グレンと同じ孤児院出身の赤髪の少女。常に明るく、委員長タイプ。見かけによらず頭の回転が驚異的に速く、盤上競技も凄まじく強い。グレンと同じく《剣精試練》に参加している。


●オブシディアン（１）


　　とある儀式の為に地上に降り、グレンと契約をかわすことになった猫耳メイド剣精。性格は明るく、甘えん坊。そしてヤキモチ焼き。


●イレイザーレイン（１）


　　メグと契約をかわしている剣精。常に寝巻き姿で、枕を抱えているが……。


●ロザリー（？）


　　何故かグレンに執拗に恨みを抱く、絶世の銀髪美女。曰く、「グレンを倒さない限り、前に進めない」。《剣精試練》参加者。


●ツバサ・クロクワ（14）


　　ロザリーに雇われている、《かつて影の国から来た一族の末裔》、影子。影に潜るなど、不思議な技を多数使う。ロザリーを敬愛し、時にその行き過ぎた愛が暴走を生むこともある。


　　《剣精試練》参加者。


●ライエル・ヒート（20）


　　『王道』の異名をとる、国内最強の英雄的傭兵だったが、とある事件で最愛の主を失い、その後豹変。ログレスを滅ぼそうとした。その後グレンに捕えられ、現在は王立刑務所で拘束中。


●ミザリィ・ログレス（18）


　　ログレス国第三王女の称号をもつ、正真正銘のプリンセス。《剣精試練》に参加しており、そこでグレンと交流を持つようになるが、ログレス城で起きた国家転覆事件で死亡。
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　プロローグ──Ａ







　その時私は、凍こおりついたように、身をすくませて、足を止めていた。


　思いがけず耳に入った、知人二人の会話の中に、私の名前が含ふくまれていたからだ。





「グレンはさ。やっぱり将来──と結けつ婚こんするの？」


　最初に聞いたのは、楽しそうな笑みを浮うかべる赤い髪かみの女だった。





「あのなぁ。なんで俺おれが──と結婚せにゃならんのだ？　俺がアイツと、結婚なんかするわけないだろう？」


　その質問に、あっけなく答えたのは──私の想おもい人である、けだるげな瞳ひとみの、青い髪の青年。





　凍りついていた私は、さらに死人のように表情を凍りつかせ。


　泣きながら、一目散に、その場から走り去った。





　　　　†




　私が、自分はどこに行っても仲間外れにされていると気づいたのは、一二歳の時だった。





　やや遅おそい。そういう鈍どん感かんなところも、私が嫌きらわれる理由の一つだったのかもしれない。


　でも、当時の私には、気がつく事ができなかった。


　だって、クラスの女の子達と一いつ緒しよに、カフェでお茶を飲みながら好きな男子の話をしたり、服や靴くつを買いに、一緒に行ったり。私は、そういう自分にはちゃんと友達がいるって確認できる《儀ぎ式しき》を、コンスタントなペースでこなせていたから。


　でも、傭よう兵へい学校の、中等部に上がった直後……私は異変に気づいた。


　中等部には、私も含ふくめて、仲良し女子六人組で上がった筈はずだったのだが……実際、私が上がった中等部に、他の五人の姿はなかった。調べると、わざわざ私以外の五人で、他の学区の中等部に通っているという。


　私は混乱した。だから、休みの日を利用して、グループのリーダー的存在にあたる女子に、話を聞きにいった。その時その女が眉まゆをつりあげてまくし立てた言葉がこうだ。


「あんたバカじゃないの？　こんだけされてまだ気づかないわけ？　じゃあウチがはっきりいってやるよ。あんた、うざったいんだよね。クソ真ま面じ目めで、面おも白しろいことぜんぜんいわないし。しかも空気読まないじゃん？　ウチらがドーナツ食べに行く話してた時、あんた、私も行きたいとかって話に入ってくるけど。あの時、ウチら、めっちゃ微び妙みような空気出してんの気づかない？　あからさまにコンワクしてたじゃん、ウチら。買い物行くときだってそう。ウチらあんたハブにするために、わざわざウソの集合時間教えて行ってるのに、あんた、バカみたいに約束の時間の何時間も前から集合場所で待ってるから結局逃にげられなくってさ……。ほんと迷めい惑わくしてたんだよね。


　だから、みんなと相談して、あんたと違ちがう学区の傭よう学がく行ったの。あんたから解放されたくて。お願いだから、もうつきまとわないで。みんなのためにいうけど、みんなあんたのこと嫌いなんだから」


　長い言葉を聞いた後、私は、なるほど……、と思った。変な感想かもしれないが。しかし、これで、いろいろなナゾがとけた気がしたのだ。


　何な故ぜ、私も一緒に遊びに行きたいといった時、みんな「あ……うん」「来ても……いいけど」「その……ねぇ？」と、妙みように歯切れの悪い対応になるのか。


　何故、いつもいつも、私が想定していた待ち合わせより、みんな二、三時間早い時間には集合場所に来てくれるのか（私はそれより前から待っているが）。


　答えは簡単だった。


　なんと、私は、嫌われ者だったのだ。だからなるほど、と思った。それなら、みんなの対応も、理解できる。そして、私が嫌われる理由も、納なつ得とくいった。私は家いえ柄がら上、自分でも自覚してるほど真面目腐って育っているし、面白みのない人間だ。これは、嫌われても仕方がない。


　……状況を理解した私の頰に、冷たいモノが流れた。


　私は、嫌われ者だったのか。


　そして私は、きっと自分の性質を変えることが出来ない。クソ真面目でつまらないのは、私の骨の髄ずいまで刻み込まれた、もっとも根源的な性質なのだ。私は変われない。私は……死ぬまで嫌われ者のままだ。


　絶望しながら、私はその後、傭兵学校に通った。


　その絶望が活力になったのか、私は幸い、学校では好成績を収めることが出来た。でも、やはりどこか物足りなかった。いくら学校で評価されても、私の心が満たされることはなかった。


　そんな中だった。


「お前……面白いらしいな。俺、お前みたいに群れずに吼ほえてる奴やつ、嫌いじゃないぞ」


　突とつ如じよ私が一番欲しかった言葉をくれる青髪の男──グレン・ユークが、目の前に現れた。


　私は、たちまち、恋こいに落ちた。








　──そのグレンと私の運命が、今、再び、交差しようとしている。





　私の心は、千々に乱れた。




　プロローグ──Ｂ







　熱風が、乾かわいた砂を巻き上げ、俺達の身体からだを通り過ぎていく。





　……周囲に動くものはない。静かだ。人生で味わったことのない、気持ちの奥底を不安にさせるような無音状態が、この辺りでは続いている。


　頭上には、太陽──。まがいものではない、生命力に満ちた、強きよう烈れつに輝かがやく太陽。


　なにもかもが。周囲にあるものすべてが、俺達の目には、目新しく新しん鮮せんに映った。


　俺達は、本物の太陽光を浴びられることが嬉うれしくて、できるだけ日なたを歩いた。


　今までみたことのなかった朝焼けを見る為ため、一大イベントのようにわざわざ早起きし、それぞれがその光景を胸に焼き付けた。


　どこまで見み渡わたしても、見えるのは乾いた砂と岩という、故こ郷きようでは決して見ることの出来なかった光景を、写生する奴もいた。


　無理もない。


　なんせ俺達は、一○○○年以上、人間が踏ふみ入っていない場所に踏み入っているのだから……


「ねぇ……グレぇン」


　と、周囲の風景を見ながら静かに感動していると、俺とは正反対に、困った様な、暗いテンションの女の声が聞こえてきた。


　振ふり向くとそこにいたのは、赤髪のショートカットにカチューシャをはめた、小こ柄がらな少女──メグ・ローズハート。手には、乾かん燥そうパンに練りマスタードと干ほし肉を挟はさんだサンドウィッチを持っている。


「……なんだよ」


「このままでいいのかなぁ？」


　嘆息まじりに、唐とう突とつにメグはいった。


「……だから、何がだ？」


「あの二人のこと。もう一週間も一緒に過ごしてるのに、相変わらずの距きよ離り感かんだけど……これで大だい丈じよう夫ぶなの？」


　くい、と顎あごで背はい後ごを指すメグ。その後ろには──


　こっちを窺うかがうようにチラチラ見ながら、座ってもそもそとサンドウィッチをほお張る長い銀ぎん髪ぱつの麗れい人じんと、メグよりさらに小柄な、目の下のクマが特とく徴ちよう的な人形の様な黒くろ髪かみ少女の姿があった。


　二人は、俺達がメシを食っているポイントから一○メートルほど離はなれた岩場の陰かげに陣じん取どっていた。……俺達が陣取っている岩場には、まだまだ、座るスペースは余っているというのに。


「……はぁ」


　俺は、感動的だった気分を一秒で忘れ、石のように重いため息を腹の底から押し出した。


　俺は今、訳わけあって、隣となりのメグ、そして背後にいる銀髪女と黒髪少女と、長い、長い旅をしている。


　女子三人と俺一人のパーティだ。女子は三人とも、恐おそらく世間一いつ般ぱん的には整ったルックスをしているといわれるほうだろうし、見方によっては、こいつらと旅をしている俺の状じよう況きようは、羨うらやましいものと捉えられるかもしれない。


　しかし──外から見える景色と、中から見る景色は、まるで違う。


　俺は、こいつらと旅を続けている状況が、現在気き詰づまりで仕方がなかった。


　なんせこのパーティは、別に元々仲が良かった四人で組んだパーティではない。とある理由があり、仕方なく組んでいる様なものなのだ。むしろ銀髪女と黒髪少女の二人なんかは、俺を積極的に嫌きらっているので、それがパーティに妙な緊きん張ちよう感かんと居い心地ごこちの悪い空気を生み出している。


「……俺にどうしろというんだ？　俺はこないだまで引きこもりやってた人種だぞ。そんな人間に、チームの雰ふん囲い気きを良くする役割やれるわけないだろう……」


　俺は情けない愚ぐ痴ちをこぼす。


「そりゃそうだけどさ……。あの二人が尖とがってるのって、要は、過去にグレンとなんかあったからなんでしょ？　だったら、やっぱ、グレンが解決するしかないじゃん」


「それはそうだが……」


「もちろん、二人のことだけじゃないよ。いま、向こうでも、けっこう火種くすぶってるんだから」


　さらにメグは、さっきとは反対方向の背後に顎を向け、視線を投げる。その先には──


「な、なにいってんですか！　最高のご主人様は、グレン様でございます！」


「バッカじゃねぇの？　あんなオタクのどこがいいんだか。あれだったらまだウチのツバサのがマシだよ。クールだし。なぁ？」


「ワシはロザリーちゃんが一番キュートだと思うが……。レインはどう思う？」


「ＺＺＺ……メグ……おねいちゃん……むにゃ」


　四体の、全長一○センチ程度の人形が向かい合い、灼しやく熱ねつの太陽の下、余計熱くなるような舌ぜつ戦せんを繰くり広げていた。


「…………なぁ。あの人形どもの不毛な争いも、俺が仲ちゆう裁さいしなきゃならんのか？」


「その通り。それもグレンの仕事」


「ていうかお前やれよ……！　委員長キャラなんだから、そういうのはお得意だろうが」


「やーよ。ていうか、女子が女子に注意とかすると、カドがたって余計空気悪くなるって。やっぱここは、唯ゆい一いつ男のグレンが、うまくバランスとるべきでしょ。がんばってよ？」


　ぽん、と俺の肩かたに手を置き、とってつけたような理屈をいってくるメグ。


　はぁ……。この旅が始まってから、一体何百回ついたか分からないむなしいため息を俺はこぼす。


　何な故ぜ元引きこもりの俺が、チームの和を調整しなければならないんだろう……？


　これだから集団行動は好きじゃないんだ……。








　さて──


　元引きこもりの俺が、何故こんな前ぜん人じん未み踏とうの大地に足を踏み入れ、チームの和をどうこうなどという、妙にアクティブな環かん境きように身を置いてしまっているのか。


　それを説明するには、話を、三週間前まで遡さかのぼらせなければならない。





　その時、俺達は、一○○○年間闇やみに閉ざされていた国『ログレス』にいた。




　シナリオⅠ・引きこもりは旅に出る







「行きたくありません！」


　というわけで、常に四方の壁かべに圧あつ迫ぱくされているような感を受ける、糞くそ狭せまい、自室の中。


　目の前の女は、キッパリとした口調でそういい放った。


「お前なぁ……！」


　土ど壇たん場ばでそんなことをいいだすこの女に、俺おれは、つくづく辟へき易えき。辟易の余り全身から力が抜ぬけていく。


　うんざりしながら、とりあえず俺は、朝食の用意された食しよく卓たくについた。


　食卓には、目の前の女──俺より早く起きた、同居中のその女が用意した、茹ゆでたソーセージの入ったスープとシンプルな食パンが二人分置かれている。


「わたくし、行きませんからね」


　女は、自分の皿に載のっている、自分の背丈と同じ大きさのソーセージを、まるでシャベルで炭たん鉱こうを掘ほり進む炭鉱夫ふの様にスプーンで削けずり、一心不乱にほお張りながら、なお不ふ機き嫌げんな口調でそういってくる。


　ちなみに、女が食っているソーセージが特別巨きよ大だいなサイズ、というわけではない。


　女が食っているのは、俺の前に置かれている、手のひらサイズのノーマルなソーセージだ。サイズがおかしいのは、ソーセージではなく、それを喰くらっている、女の方なのである。


　身長目もく測そく一〇センチ。猫ねこ耳付きの藍あい色いろの髪かみに、屋や敷しき仕づかえのメイドが着るような、エプロンドレス。ひょんなことから、一月半ほど前にこの家に転ころがり込んできたコイツの名前は《ディア》。一応、俺専属の使用人である。


　が。


「聞いてるんですか!?　わたくし、今日はご主人様と一いつ緒しよに行かないですからね!?」


　使用人といっても、別に俺に絶対服従というわけでもない。むしろ、コイツは積極的に女子特有のヒステリーをしょっちゅう起こし、俺にガンガンに嚙かみ付いてくる。


（チッ……）


　朝っぱらからコイツのヒステリーに付き合うのはうんざりだし、大方ほざく内容も予想はついているが、まぁ、一応人間の器うつわの大きさを見せ付けてやるということで、言い分くらい聞いてやろうか？


「何な故ぜ急に行かないなどといいだす……！」


　俺はディアに尋ねる。


「だって！　話が違ちがうじゃないですか！」


　ザグンッ、とソーセージに憎にく々にくしげにスプーンを突つき立てながら、ディアは怒いかり狂くるった目つきで叫さけぶ。


「今日の《ご挨あい拶さつ》は、ご主人様とわたくしの二人っきり[image: ]で行くって前々から約束してたじゃないですか!?　それなのに土壇場になって、あの女やら、あの女やら、あの女やら……わたくし以外の女を三人も同行させるなんてぇ……！」


「……くだらん」


　やはりコイツの機き嫌げんの悪い原因はこれだったか。飽あき飽きしながら俺は吐はき捨てた。


　この女と俺は、主人と使用人であり、戦せん闘とう時には互いの利害の為に共闘する、ただ、それだけの関係である。それ以上でもそれ以下でもない。……にも拘かかわらず、この女は、俺が他の女子と接せつ触しよくしようとすると、異常なほどのヒステリーを起こす。


「……なぁディア。確認なんだが、お前は俺の彼女、じゃあないよな？」


「はい」


「で、さらにお前は、別に俺のことを好きでもなんでもないんだよな？」


「はい。わたくしは、ご主人様のことを、純じゆん粋すいに相あい棒ぼうとして、そして主として、ピュアな気持ちで尊とうとく想おもっているだけでございます」


「だったら……今日他の女が同行することになっても、別に構かまわんだろう？」


「ダメですぅ！」


　ガッシャァァ！　傍そばにあった熱々のスープの入ったカップを蹴け倒たおし、暴れながらディア。


「お……おいぃ！」


「わたくしは、ご主人様を、相棒として尊く想っているだけなんでございますぅ！」


　ガッシャァァ！　バキバキ！　食卓上の皿、カップ、あらゆるものを破は壊かいしながら、絶ぜつ叫きようするディア。


「だ、だったら暴れるな！　このガキ！」


「でも、ご主人様が他の女とイチャイチャしようとすると思うと……なんか無む性しようにムシャクシャしてくるんです！　ドス黒い衝しよう動どうが全身から溢あふれ出すんでございますぅぅぅ！」


　ブンッ！　コーヒーカップをジャイアントスイングし、俺に投げつけてくるディア。


　じゅっ。予期せぬ攻こう撃げき、煮にえたぎるような温度のコーヒーが、俺の顔面に直ちよく撃げきした。


「熱ぃぃっ！　熱っ！　こ、このアマ！　居い候そうろうの分ぶん際ざいで調子づきやがって！　泣かす！」


「上等でございます！　こうなったら全面戦争でございます！」


「もう出て行けよお前よォ！」


　ディアに摑つかみかかる俺。それをかわし、俺の顔面に取り付いてひっかき攻撃を繰くり出そうとするディア。


　……一日一回、毎朝起こっている血みどろの《全面戦争》は、この日も、この後一五分ほど繰り広げられた。
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　剣精レイダー『ディア』。


　五○○年に一度、天神に仕える四体の精せい霊れいを決めるバトルロイヤル《剣精試練レイダー・ゲーム》の為ために、地上に降りてきたというこのガキが、俺──グレン・ユークの自宅に居候し始めたのは、ちょうど一ヶ月半ほど前のことだった。


　俺はその頃ころ、極度の人間不信状態で、一年近く誰だれにもあわない、完全引きこもり生活を送っていたのだが──買い出しに行ったバザーの人形屋で、たまたま、コイツと出会ってしまった。


　その後俺は何故か、コイツの使い手──《主》に選ばれてしまい。


　わけのわからないあの謎なぞのゲーム《剣精試練レイダー・ゲーム》に巻き込まれることになってしまった。


　結果、コイツとの共同生活を、俺は一ヶ月以上も送るハメになってしまう。





　ちなみに、この共同生活は、とある理由から、まだまだ延長されることが決定している。


　しかも今度は、ディアだけではない、他のメンツも加えた、さらに厄やつ介かいな形で……。








「クソが……お前、帰ったら絶対決着つけるから、覚えとけよ」


　家を出て、ヒリつく頰ほおを右手でさすりながら、俺は忌いま々いましげに呟つぶやく。


　非常に険悪なムードのままだが、約束の時間がきてしまったので、結局俺とディアは、連れ立って件くだんの《ご挨拶》に向かうことにしていた。


「こっちのセリフです！　謝あやまってもらうまで、今日は晩ゴハンつくりませんから！」


　その俺の言葉に対し、ディアも、俺のコートの胸ポケットから顔を出し、生意気なことをいってくる。


　クソ……可愛かわい気げのない。何故こんな奴やつが俺の相棒なんだ……！


　そんな風に、口くち汚ぎたなく互いを罵ののしりあいながら、俺達は、まず《ご挨拶》に向かう前に合流する予定の人物と会う為、その人物が住む自宅へ向かった。


　向かった先は、少しくたびれた外装の、大衆食堂だ。


「なにそのカオ……」


　そして、その食堂の前で用意良く俺達が来るのを待っていた女は、俺の顔を見て呆あきれた様な表情を浮うかべた。


　利口で、全身から《しっかり者！》というオーラが滲にじみ出している、赤あか髪がみショートにカチューシャをはめた小こ柄がらな少女。


　この食堂店主の一人ひとり娘むすめにして看板娘、俺とは孤こ児じ院いんにいた頃からの付き合いである、メグ・ローズハートである。


「……また朝から喧けん嘩かしてたの？」


　メグは、俺の顔についた無数のひっかき傷から、今朝の騒そう動どうの一部始終を理解したらしい。


「あんたらパートナーなんだからさ。ちょっとは仲良くしなよ」


「あの。メグさん。大きなお世話でございます。これはわたくし達の問題なんです。無用な口出しはご遠えん慮りよしていただけますか？」


　そのメグに、胸ポケの中のディアがさっそくつっかかった。


　コイツは、俺と関わりのある女子──中でも、このメグのことを、殊こと更さらに敵視している。


　そんなディアに、メグは嘆たん息そく。


「あのさ、ディア。わたしとグレンは、幼おさな馴な染じみだけど、別に恋れん愛あい関係だったりしないわけ。そんなにつっかからなくても、あんたからグレンをとったりしないわよ」


「まったくだ。俺とメグがどうこうなるなんて、ありえんだろう」


　俺はうんざりと同意する。


「…………」


　そんな俺を。メグは目を細めて無言で睨にらみつけてきた。……え？　せっかく同意してやったのに、なんで機嫌悪くなってんだ、コイツ……？


「……とにかく。まぁ、その、わたしとグレンは、ありえない、というほどではないけど、現状、そういう恋愛関係とかにはないわけ。だからさ、つっかかんないでよ。これから長い間、わたしはディアともチーム組むことになるんだからさ」


　メグはなだめるような口調で、ディアにいう。


　ディアは、一いつ瞬しゆん考えるように沈ちん黙もくした後、


「……わかってます、そんなことは。でも……なんかメグさんは、ご主人様にとって、危険なオンナになる気がして……」
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　ボソボソと、不服そうにそう答える。


「は？」


　俺とメグは、わけがわからず顔を見合わせた。


　何いってんだコイツは？　危険なオンナなんて色っぽい称しよう号ごう、ガキっぽさの塊かたまりのようなメグの、対極にあるものじゃないか？


「でも……わかりました。確かに、メグさんとも長いお付き合いになるわけですし。できるだけ、こちらも仲良くさせていただこうと思います」


　とはいえディアは、メグの説得に一理あると思ったのか、最終的に渋しぶ々しぶメグからの友好条約の申し出を受け入れてくれた。


「ん。ま、同性同士だし、逆にやりづらい部分もあると思うけどさ。できる範はん囲いで仲良くやっていこうよ」


　そしてメグとディアは、百倍ほど大きさの違う手で、柔やわらかく握あく手しゆをかわす。


　よかった……とりあえず俺はホッとする。これから共同生活送らざるをえないのに、あのままディアとメグが突っ張ぱったままじゃ、こっちの神経がもたないからな……！


「そういえば……」


　と、俺は思い出したように呟いた。


「メグ……お前とディアが仲良くなったのはいいが。お前の剣精レイダーはどうした？　俺、冷静に考えてみると、お前んトコの剣精レイダーと、まともに喋しやべったことないぞ？」


　うっかりしていた。


　メグも俺と同じく剣精レイダーと契けい約やくしているので、剣精レイダーを所持し、同居している。しかし俺はメグの剣精レイダーとは、未いまだにほとんど面識がなかった。


「えぇ～……？　レイン紹しよう介かいすんの？」


　自分の剣精レイダーの名前が出た途と端たん、メグは困った様に顔をしかめた。


「な、なんだ……紹介をためらうほど問題児なのか？」


「うーん、そういうわけでもないんだけど……いや、問題児といえば問題児なのかな……。ま、いいわ。じゃあ連れてくるから、ちょっと待ってて？」


　不ふ吉きつなことをいいながら、メグは食堂の中に戻もどり、そして数分後、手の平に何かを載のせて戻ってきた。


　手の上にいたのは、赤い寝ね巻まき帽ぼうに、まんま寝巻きの様な服を纏まとった、ディアよりさらに幼い風ふう貌ぼうの人形。その人形は、人形用の小さく、しかしふかふかな枕まくらを恐おそろしく大事そうに抱えながら、スヤスヤと寝息を立てていた。


「いや……え？　もう昼過ぎなのに、まだ寝てるのか？」


　俺は怪け訝げんに思って聞いた。ウチのディアなど、毎朝日の出頃には起きて、家の中の仕事をこなしているというのに。


「うん。ていうかこのコ、一週間に一回くらいしか、起きないから」


「はぁ!?」


　俺とディアは、間の抜ぬけた声をあげた。


「一週間に一回しか起きない？」


「そ。しかも、一回起きても五分くらいですぐ寝ちゃうし」


「い、いやいやいやいや！　活動時間週五分!?　どんだけ怠たい慢まん剣精レイダーなんだ!?」


「だから紹介するの嫌いやだったのよ」


　嘆息しながら、メグ。


「紹介しようにも、わたし自身、まだあんまりコミュニケーションとれてないしさ……。わたし、あわせても、まだこのコと二○分ぐらいしか喋ってないんだからね。こーの問題児が」


　ぷにぷに、と自分の剣精レイダー──レインの頰ほおを人差し指でつつきながら、不満そうにボヤくメグ。


「ていうか……無理にでも叩たたき起こせばいいんじゃ……」


　と、俺とディアは、不思議に思って提案するが、


「何いってんのよ！　こんな赤ちゃんみたいなコ、無理やり起こしてどうすんの!?　子供は寝るのが仕事なんだから、寝かしといてあげればいいのよ！」


　寝巻き帽の上から、頭をゆっくりナデながら、俺達に憤ふん慨がいした口調でメグはいってくる。


　……結局お前は、コイツに不満を持ってるのか、可愛くて仕方ないのか、どっちなんだよ……。


「むにゃ……メグおねいちゃん……」


　そしてレインはレインで、メグの手の上でスヤスヤ眠ねむりながら、そんな寝言をほざいている。


　うーむ……まぁ、これはこれで、それなりにチームワークが築きずけてるんだろうか……？


　やはりコンビによって、剣精レイダーとの関係のカタチも相当違ちがうようだ……。
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「グレン。あの二人とはどこで待ち合わせなの？」


　合流して一○数分後。《ご挨あい拶さつ》する場所へ続く坂になっている街道を行く途と中ちゆう、隣となりを歩くメグがおもむろに聞いてきた。


「……知らん。俺が知っているのは、アイツらも今日来るということだけだ」


「ふーん……。……ねぇグレン、一つ聞いていい？」


「ん？」


「あのさ。あの銀ぎん髪ぱつのコ……ロザリーだっけ？　グレンとあのコって……昔、ほんとに何にもなかったんだよね？」


　なんとなく、強こわ張ばった笑顔で確認するように聞いてくるメグ。


「それ……わたくしも気になっていました」


　その話題に、さらにディアも乗っかってきた。


「ご主人様……ほんとにロザリーさんのこと知らないんですか？　わたくし達から見ると、どうっっ考えても、二人は過去にすったもんだあった感じなんでございますけど……」


「だから……一〇〇％噓うそ偽いつわりなく、俺とアイツは無関係だっつーの」


　俺は、心底うんざりしながらそう吐はき捨すてた。


　メグとディアがいう《ロザリー》というのは、《剣精試練レイダー・ゲーム》の戦いの最中に顔見知りになった銀髪女のコトで。


　その女は、何な故ぜだか知らないのだが、俺に対し尋じん常じようならざる恨うらみを抱いだいており、顔をあわす度たびに、執しつ拗ように襲おそい掛かかろうとしてくるのである。


　いっておくが、俺の方は、その女の恨みを買うようなことをした覚えは、一切ない。しかしあの女は俺のそんな言葉に耳をまったくかたむけず、暴れ馬のようにガムシャラに突つっかかってくる。


　そして厄やつ介かいなことに、俺とロザリーのそういうやりとりを見ると、何故かメグやディアの機き嫌げんまで、あからさまに悪くなるのである。そういう要素も踏ふまえ、ロザリーは現在、俺にとって世界で一番厄介な女なのだ。俺はボヤく。


「いっとくが、俺は記き憶おく力はいい方だぞ？　その俺が、あんな女知らないし、恨みを買った覚えもないといっているんだ。間ま違ちがいなく向こうの勘かん違ちがいだよ。ったく、たまにいるんだ……自分が間違ってるくせに間違いを認みとめられない、ああいう人間的に矮わい小しような奴やつが」


「人間的に矮小、ね……。いってくれるじゃないか、このド外道がっ……！」


　そんな中。唐とう突とつに、背はい後ごから、火傷やけどしそうなくらい、暗く、熱い声が聞こえてきた。


「え？」


　俺、メグ、そしてディアは、ぎょっとして振ふり向く。


　するとそこには──嗚あ呼あ、なんと素す晴ばらしいタイミングなんだろう。


　腰こしまで伸のびた、剣の様に美しく輝かがやく、高こう貴きな銀色の髪かみ。


　いかに世の中が不公平に出来ているか痛切に感じさせられるような、思わず目を留とめてしまう、美男子と見み紛まがうばかりに凜り々りしく、芸術品のように整った顔立ち。


　まさに、たった今話に出ていた《厄介者ロザリー》が、いつの間にか、俺とメグに合流するように、背後に現れていたのだ。


「うっ……！　お、お前……いつの間にそこに」


　さすがにまさか本人に聞かれているとは予想もしていなかったので、中々に動どう揺ようしながら俺。


「フン……。まったく、お前なんかに執しゆう着ちやくしてる自分が情けないよ。私を人間的に矮小だとお前はいったが、本人がいない所で陰かげ口ぐちを叩たたく人間のほうが、遥はるかに矮小で恥はずべき人間ではないのか？」


「うぐっ……！」


　凍いてつくような目でそう吐き捨てられ、俺はさすがにガックリ肩かたを落とす。今回は反論できん……！


「だいたい、忘れたのか？　今日の話は、私がいたから実現した話だぞ？　感謝されるならともかく、誹ひ謗ぼうされる謂いわれはまったくない！」


「うぐぐぅ……！」


「ま、まあまあ」


　ヒートアップするロザリーに、なだめるように、声をかける人物が一人。


　やや焦あせったような表情の、メグである。


「そんな怒おこんないで。さっきのは、わたしとディアが煽あおったせいで、グレンも思わずいっちゃっただけなの。わたしも謝るからさ。ごめん、勘かん弁べんしてあげて」


　手をあわせ、目を瞑つぶり、懇こん願がんするようにロザリーにいうメグ。


「…………」


　そんなメグを見て。ロザリーは、少し、悲しそうな表情を浮うかべる。


「メグ……何故そんな奴を庇かばうんだ？　その男は、どうしようもないド外道だぞ？」


「ん～、そうでもないと思うけど？　なんかニヒルぶってるけどさ。この人、化けの皮はがせば、結局ただの天然のお人好よしなんだから。孤こ児じ院いんからずっと一いつ緒しよだったわたしが、それは保証するよ？」


　ばんばん、と俺の背中を叩きながら、笑顔でメグ。……俺、天然でお人好し、か？


「それよりロザリー。気になってるんだけど。あなた、グレンだけじゃなく、わたしのことも知ってる風だよね？　わたし、過去に、あなたと会ってるの？」


　唐突に、謎なぞの核かく心しんに迫せまるような質問を、ロザリーに投げかけるメグ。


「……メグ。やはりお前はグレンの味方なのか？」


　すると、ロザリーは、確認するようにメグに尋ねた。


「ん？　んー。まぁ、グレン、友達少ないし……味方といえば味方かな。わたしぐらいは味方したげないと可哀かわい想そうだし」


「だとしたら……お前も敵だ。何も話すことは出来ない」


　寂さみしげな顔で呟つぶやくロザリー。


　なんなんだよ……俺だけじゃなく、俺の味方をする奴まで遠ざけるっていうのか……？　俺はさすがに少しショックを受けた。俺はいったいコイツに何をしたんだろう……。


「ただ……まるっきり無視じゃ、さすがに任務遂すい行こうに支障をきたすからな……。任務遂行上、必要なことだけは協力してやるぞ」


　と、ロザリー。


「今日の《ご挨拶》も、本当ならお前達など同行させたくはないが……それはそれで、あの人が悲しむだろうからな。連れて行くだけは連れて行ってやる」


　そう吐き捨てると、俺と目を合わせないまま、ロザリーはスタスタ俺達の前に出て、俺達を先導するように歩き始める。


　そしてそのロザリーの後ろには、ロザリーより頭二つ近く小さい、黒くろ髪かみの少女がくっついて歩いていた。目の下のクマが印象的な、無表情で、どこか陰いん気きな印象の少女。


　ツバサだ。体格が違いすぎて気づかなかったが、ロザリーの影かげ子この、ツバサ・クロクワ。ロザリーと一緒に合流していたらしい。


　ロザリーと同じく、剣精試練レイダー・ゲームの参加者で、もう、この国に四人しかいない、剣精レイダーの使い手の一人である。


　そのツバサは。俺とすれ違いザマ、ちらり、と俺に何かを見せてきた。


　それはスケッチブックだった。このツバサは、一族の事情とかで、ロザリー以外には声で喋しやべらず、スケッチブックを使った筆談を行う。


　ツバサが俺に見せてきたスケッチブックには、短く、三文字、こう書かれていた。


『死ぬ？』


「…………っ！」


　無表情で俺を見上げながら、淡たん々たんと見せてきたその三文字に俺は戦せん慄りつした。


　このツバサ。雇やとい主であるロザリーを、明らかに行き過ぎているほど敬愛しており、以前から俺に『ロザリーお姉さまを泣かせたら殺す』と度たび々たび釘くぎをさしてきているのだ。


　そしてツバサは、《影子》と呼ばれる、かつて影の国から来た一族の末まつ裔えいなので、本気で俺を暗殺する気になったなら、たやすくそれを行えるだけの技わざを持っている。


『ねえ。死ぬ？　死ぬの？』


　そしてそのツバサは、俺がロザリーの悪口をいっていたことに、本気で憤ふん慨がいしているらしかった。チラリと刃物を懐から出しながら、ロザリーに見えない角度で、密かに俺を恫どう喝かつしてくる。う……！


「ツバサ。何をしている？　行くぞ？」


『かしこまりましたお姉さま』


　ぱたむ、とスケブを閉じ、舌打ちでもしたそうな気配で俺を一いち瞥べつしてから、そのままロザリーの方へ小走りに去っていくツバサ。


「……普通に喋るだけで命がけね。こんな四人でこの先、ほんとにやっていけるかなぁ……？」


　そんな走り去っていくツバサを見ながら、心配そうに呟く、メグ。


　確かに、これからあの二人と一緒にチームを組むんだと思うと……なんだか胃が痛くなってくるな。
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　目的地に辿たどり着いたのは、それから、数分後のことだった。


「少し待っていろ」


　そう言い残し、ロザリーは俺達から離はなれ、目の前の敷しき地ちを守る役人に話をつけにいく。


「ねえグレン」


　そんな待ち時間の間。メグが、少しいいにくそうな顔で俺に声をかけてきた。


「ん？」


「ログレス離れること、義母さんと義父さんにちゃんと報告した？」


「は？」


　思わぬ一言に、俺は一いつ瞬しゆん困こん惑わくする。


「そんなこと……するわけないだろう？　あの二人が俺に何をしたか忘れたのか？」


　何をしたかというと、かつて、養お子れにたまたま転がり込んできた遺い産さん欲しさに、男を雇って、俺を殺そうとした──つまり、俺を人間不信にし、引きこもり人間に変える決定打を与あたえてきた二人なのだ。あの忌いま々いましくおぞましい養父母は……。


「忘れてないけどさぁ。一応、挨あい拶さつくらいしておきなよ。いきなりいなくなったら、あの二人も心配するんじゃないの？」


「…………」


　俺はまじまじとメグの顔を見つめる。


「なぁ……どうしても腑ふに落ちないんだが。何な故ぜお前が、あいつらの話題を出す？　俺の記憶の中では、お前とあの二人には、さほど接点はなかったハズなのだが？」


「そりゃ、接点なんか大してないよ。ないけどさ。一いつ般ぱん論ろんとしてわたしはいってるのよ。絶ぜつ縁えんした親とはいえ、国を離れるなら、報告くらいしておくべきなんじゃないかって」


　メグはうんうんと頷うなずきながらいっているが、しかしやはり俺は、どこか、違和感を拭ぬぐえなかった。俺の記憶では、メグと俺の養父母は、さほど接点がないどころか、まったくもって、一度も会ったことがないハズなのだが。


　しかしメグは以前俺に紹しよう介かいされたことがあるといい、実際、たまにメグの口からは、俺の養父母の話題が出てくる。……この奇き妙みような齟そ齬ごは、いったいなんなんだろう。単に、俺がメグに養父母を紹介したことを忘れているだけなのだろうか……？


「……とにかく、俺はもう生しよう涯がい、あの二人と会う気はない。当然、挨拶もしない」


　釈しやく然ぜんとしないままだが、しかし俺は、そのことだけはメグにはっきり告げた。


　というか、普ふ通つうに考えて、自分を殺そうとした人間に何で会わなくちゃいけないんだ？


「ふーん……。ま……だったらわたしも無理にとはいわないけど。グレンには、グレンの気持ちもあるだろうしね」


　肩をすくめて、淡々といってくるメグ。なんなんだよ、一体……。というか、そんなあっさり引き下がるんなら、何故こんな話題を切り出してきたんだ……？


「おい。話ついたぞ」


　そうこうしてるうちに、話をしにいったロザリーが戻もどってきた。


　そしてそれとほぼ同時に、ギィィ、と鈍にぶく金属が軋きしむ音が鳴り、閉ざされていた、敷地の格こう子し状の扉とびらが役人によって開かれていく。


「場所は聞いたのか？」


　俺はロザリーに確認。


「ああ。一番新しいから、一番奥の区画にあるらしい」


　一番新しい。事務的な単語だが、俺にはその言葉が妙みように生々しく思えた。


「行こう」


　俺達は、順番に、開け放たれた敷地の中へと入っていった。
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　敷地の中は、思ったよりも広大だった。


　年ねん季きの入った赤茶色の煉れん瓦がの壁かべに四方を囲まれているハズなのだが、自分達が入った方角の外がい壁へき以外は、遠すぎて見ることもできない。綺き麗れいに手入れされた芝しばと、等とう間かん隔かくに地面に埋うめ込まれた石だけが、見み渡わたす限かぎり広がっていた。


　ログレス王室墓ぼ地ち。


　王おう城じようの裏、ログレスで一番高台にあり、爽さわやかな風が吹いているこの場所は、ログレス王宮の血を引くものだけが代々眠ねむっている、王族専用の墓地だ。


　王室墓地なので、一般の人間はよほどの事情がない限り、個人的な理由では出入り出来ない。


　しかし俺達は、この墓地で眠る一人の女性に、どうしても挨拶をしたかった。


　そこで王室に知り合いがいるというロザリーのコネを頼たより、今日、こうして、特別に入れてもらったのである。


「……よかった。いい風が吹くんだな」


　風に吹かれ乱れる銀ぎん髪ぱつを右手で撫なで付けながら、この墓地に俺達を入れてくれたロザリーは、静かに小さく呟いていた。





　五○○年に一度、天神に仕える剣精を決めるため、剣精レイダー同士を戦わせ、最後の四体になるまで続けられるバトルロイヤル儀式……《剣精試練レイダー・ゲーム》。


　俺はディアと契けい約やくし、その理り不ふ尽じんなゲームに参加することにしてしまったわけだが、俺はその《剣精試練レイダー・ゲーム》の最中に、一人の──今ではここで眠っている女性と知り合った。


　知り合った女性の名は、ミザリィ・ログレス。


　その名の通り、このログレス国の第三王女であり、そして同時に、《剣精試練レイダー・ゲーム》の参加者でもあった。


《剣精試練レイダー・ゲーム》は、五○名の剣精レイダー使い同士を、何回戦かに分けて戦わせ、最終的に勝ち残った四人が使う剣精レイダーを天神に献上する四体の剣精レイダー──通称《至高の四本エントリーフオー》に認定する──という流れで行われていた。


　俺と王女は、そんな《剣精試練レイダー・ゲーム》の一回戦前、暗い地下迷路の中で出会ったのだ。


　そんな王女と俺は、いろいろな幸運が絡からんだ結果、親しくなり。いつしかメグも含ふくめた数人でよく飲み屋に行ったりするような間あいだ柄がらになっていた。


　王女は、王族なのに、少しも身分の高さを鼻にかけたりしない、とてつもなく気持ちのいい性格の女ひとだった。


　しかし今はもう、俺は王女と食事をすることも、話すことも、会うことも出来ない。


　王女と知り合ってしばらく経たった頃ころ。ログレスで、ちょっとした騒さわぎが起こった。


《他人を操あやつる》という能力を持った剣精レイダーを悪用し、国家転てん覆ぷくを図はかった人間が現れたのだ。


その騒動の中、王女はその主犯格の人間に人ひと質じちにとられ、俺達は王女を救おうとしたが、結果救うことができず、王女はその場で殺害されてしまった──








　王女の墓はかは、教えてもらった通りの場所にあったので、墓地の規き模ぼのわりには、案外すぐに発見することが出来た。


　俺達の足元。芝生しばふに埋め込まれた、真新しく光る正方形の大理石に、《ミザリィ・ログレス》という名前と、生せい誕たんから没ぼつ年ねんまでの年号が、無機質に刻きざまれている。


　生誕から没年までの時間、つまり王女が生きていた時間は、たった二○年。生きていた時間が二○年というのは、この広大な墓地に眠る人々の中でも、かなり短い方だろう。


「……とりあえず、先にお掃そう除じして、お花置かせてもらおうか」


　と、呟つぶやくようにいったのはメグ。確かに、墓自体は真新しく綺き麗れいだったが、ひっきりなしに吹いている風のせいで、俺達より先に来た人が置いていった花の花びら等が、けっこう散乱しているし、掃除は必要かもしれない。


「でも、箒ほうきとか、どうするんだ……？　持ってきてないぞ？」


「……ツバサ。出してやれ」


　と、俺の隣となりで、ロザリーが呟いた。


『かしこまりました。お姉さま』


　するとすかさず、そのロザリーの隣に立っていたツバサが、ちゃぽっ、と水面に手を入れるように、自分の影かげに手を突つっ込こみ。


　ずぼぼぼ……そこから、一本の草箒を取り出し、俺に渡わたしてくる。


『貸す。使うべし』


「あ……ああ。ありがとう」


　影から引きずり出された箒というのも、若干気味が悪いが。俺は一応、ありがたく受け取る。


　ツバサは、影の一族の血を引いているので、こういう、妖あやしげな技を多々使う。


「お前、いつも箒なんか持ち歩いてるのか……？」


　不思議に思い、俺は聞く。ツバサは頷き、


『私の影には、二五五個まで道具を入れておくことが出来る。箒の優先順位は、全体で一八七番なので、基本的には、いつでも入っている』


　猛もう烈れつな速筆で、スケブにそんな解説を書き俺に説明してくる。


「ふ、ふーん。……ちなみに、現在、二五五位に位置してる道具ってなんなんだ？　つまり、いまにも落選しそうなポジションにいる道具」


『これ』


　いいながら、ずぼぼ……ツバサが取り出したのは、黒い色の靴くつ下した。但ただし、片方分しかない。


『片一方を、紛ふん失しつした』


　ツバサは、スケブで、解説を開始した。


『しかも、小指の部分に、うっすら穴が開いている。故ゆえに、この道具の重要性は、恐おそろしく低い。正しよう真しん正しよう銘めい、ぶっちぎりの二五五位』


「いや……普通に捨てろよ。んなもん」


　どうやら、一応影には二五五個道具が入っているが、使えないモノもけっこう入ってるようだな……


　まぁいい。とにかく、せっかく出してもらったので、俺は借りた箒を使い、墓ぼ碑ひの周りを掃はき掃除することにする。


「ツバサ。ふきんもある？」


「私には水入りのバケツだ」


『かしこまりました』


　さらにメグとロザリーも、各おの々おの、ツバサの影から道具を借りているようだ。


　……どんだけ便利なんだ、あの女……。


「……ん？」


　と、そんな風に、四人で分ぶん担たんして墓碑を綺麗にしている最中だった。


　こつん。


　花びらを掃いていた俺の箒の先が、今までと少し違ちがう、硬こう質しつな手ごたえの物体に接せつ触しよくした。


「なんだ……？」


　怪け訝げんに思い、俺はしゃがみ込み、箒に当たった物体を拾う。


「ああん……？」


　俺は困こん惑わくした。転がっていたのは、王家の墓には、なんとも場違いな物体──瓶の半分くらいまでワインが残っている、緑色の酒さか瓶びんだった。


「あ、それが原因かぁ」


　と、俺が手にした酒瓶を見て、墓を布ふ巾きんでふいていたメグが、何か納なつ得とくのいったような声をあげた。


「なんかこのお墓、お酒くさいなぁと思ってたのよ。気のせいかと思ってたけど……きっと誰だれかが、そのワイン、ミザ様のお墓にかけたのね」


「品のない……。誰がそんな野や蛮ばんな真ま似ねをしたんだろう。掃除する方の身にもなって欲しいものだな」


　同じくメグと協力して掃除しながら、憤ふん慨がい気味にいっているロザリー。


（品のない……野蛮な真似？）


　そのロザリーの言葉が、俺の脳で、不思議に反はん芻すうされた。


（もしかして……この酒持って来たの、あの人じゃないだろうな……？）


　王家の墓所に立ち入り、王女の墓に酒を浴びせるなんて豪快な真似が出来る人を、俺は一人しか知らなかった。あの人は、王女と四六時中一いつ緒しよにいたから、王女が実は飲み会好きだったことも、王女が好きなお酒の銘めい柄がらも知っていた訳だし。


（いや……そんな筈ないか）


　しかし俺は、すぐさま苦笑し、頭かぶりを振ってそのありえない臆測を振り払はらった。


　あの人は──あの事件の後、自ら王城に出頭し、いまは王立地下刑けい務む所しよの最下層に拘こう束そくされている筈はずだ。こんなところに、自由に出てこれるわけがない。


「ちょっとグレン。ボウッとしてないで早く掃除してよ。いつまでたっても終わらないじゃない」


「……わかってるよ。いまやろうと思ってたところだ」


　俺は吐き捨て、掃除を再開した。


　どうしようかと思ったが、酒は、そのままの場所に戻もどしておく。
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　ようやく掃除を終えた俺達は、持ってきた花を置き、四人同時に、静かに、王女の墓に向かって黙もく禱とうした。


　黙禱していた時間は、わりとバラバラだった。ツバサが一番短く黙禱を終え、次いで俺。それからかなり後にメグが黙禱を終え、そして最後に、ロザリーが顔をあげた。


「ロザリーはさ、ミザ様と知り合いだったの？」


　熱心に黙禱していたのが印象的だったのか、メグがロザリーに聞いた。


　ロザリーは、答えるかどうか迷ったようだったが一いつ瞬しゆん沈ちん黙もくした後、


「……ああ。わたしの家は、代々、王族護衛ロイヤル・ガードを輩はい出しゆつしている家いえ柄がらでな。その関係で、ミザ様とも、面識はあった。最近は、ほとんど会ってはいなかったがな」


　王女の墓碑を見つめたまま、淡たん々たんと、そう答えてきた。へぇ……代々王族護衛ロイヤル・ガードを輩出している家柄か。そういえば昔、俺にも似たような境きよう遇ぐうの同級生がいたな。


「そっか。ってことは、ある意味、久々の再会だったわけだ……。ちゃんとお話しできた？」


　ロザリーに聞くメグ。


　ロザリーはこくりと頷うなずき、


「ああ──約束したよ。絶対に敵かたきを取ると。あのくだらないゲームを作った奴やつらに……必ず、この墓に、詫わびを入れさせてやると」


　ワインレッドの瞳ひとみを、さらに赤く燃え上がらせながら、ロザリーが殺気の混じった声でそう呟く。


「そうだな……！」


　そしてそのロザリーの言葉は、他の三人の気持ちを、完全に代弁したものでもあった。
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　王城での国家転覆事件の最中。王女を殺害したのは、ザザン・ビークという、屈くつ折せつしたエリート意識の塊かたまりのような男だった。では、王女殺害の責任は、全すべてザザンにあるのか……？


　俺達四人は、そうは考えていない。


　ザザンが凶行に走ったきっかけは、《斬った生物を自由に操れる》などという、禍々しい能力を持った剣精レイダー──《ブラック・ダイアモンド》を手に入れたことだ。


　そんな危険なモノを与えておいて、おまけにザザンが暴走した時も静観していた、剣精試練レイダー・ゲームを主催する連中──《剣精試練レイダー・ゲーム委員会》。


　奴らにも王女殺害の責任の一端がある──


　俺達四人は、そう考えていた。





　ザザンは、とある人によって既に殺され、死をもって王女に詫びを入れさせられた。


　それに対し《剣精試練レイダー・ゲーム委員会》とかぬかす連中は、ログレスを散々引っ搔かき回し、王女殺害という最悪の結末を引き起こしておきながら、何の謝罪もしてこない。


　それどころか、散々苦労して剣精試練レイダー・ゲームをやらせておきながら、今度は最終的に勝ち残った俺、メグ、ロザリー、ツバサに対し、《他国の剣精試練レイダー・ゲーム参加者と戦え》などと、一方的に命令を下してきたのだ。


　それも、《脅迫めいた文章》と共に。


　これには、俺達は、完全に頭に来ていた──！





「そうだな……！　あのいけすかない連中捕つかまえて、絶対ここに土下座させてやろう……！」


　ここ一年半引きこもっていた俺には、それは中々にキツイ仕事に思えたが。


　今は、《剣精試練レイダー・ゲーム委員会》に土下座させ、パンチを一発ぶち込む──どうしても、それを成し遂とげたかった。何の罪つみもないのに犠ぎ牲せいになった王女や、人生で最愛の人を失ったあの人に俺がしてやれるのは、唯ゆい一いつ、それくらいしかないからだ。


　それを成し遂げるまで……引きこもりを休業し、俺はしばらく、部屋の外へ出ようと思う。


　そして、その引きこもり休業中。


　俺は出来れば、ログレスの外の世界を自分の目で見て回って、もう一度、この世界が関わるに値あたいする世界なのか、それとも、部屋の中で引きこもって遮しや断だんしたほうがいい世界なのか、それも考えたいと思っていた。


　ディアは以前俺にこういった。


《この世界には、辛つらいこともあれば、楽しいこともある。いい奴もいれば、悪い奴もいる。そういう当たり前のことを、ご主人様は思い出した》と。


　完全に引きこもっていた俺が現在、外に出ているのは、王女達と出会いそれを思い出し、ディアに、その言葉をもらったおかげなのだろう。


　しかし俺は、まだ、最終的な結論を出したつもりはない。


　部屋の外の世界が、関わるに値する世界なのか。


　それとも、引きこもって一人で暮くらすことこそが、やはり、正しい道なのか。


　それを決める為ためにも、ログレス以外の国に行き、この世界そのものを、俺はこの目で見たいと思っていた。


《剣精試練レイダー・ゲーム委員会》への敵討うちと、世界の見み極きわめ。


　その二つが俺の、ログレスから旅立つ一番大きな動機だ。


「まずは、連中の尻しつ尾ぽを摑つかまえる為にも、ある程度剣精試練レイダー・ゲーム勝ち残らないとね……！」


　鼻息荒あらく呟つぶやいたのは、俺と同じく敵討ちに燃えるメグだ。


　確かにその通りだ。《剣精試練レイダー・ゲーム委員会》の連中とは、俺達はおろか、剣精レイダーであるディア達ですら一度の面識もない。まずは連中に近づくところから始めなければならない……！


「よし……それじゃ、そろそろ行くか。外の世界に」


　俺の言葉に、他の三人は頷いた。俺達はこの挨あい拶さつを済ませた後、今日中に、ログレスの外へ出発する予定である。


「行ってきます」


　メグ、そしてロザリー、ツバサが、それぞれ名残なごり惜おしそうに王女の墓に別れを告げ、墓標の前から去っていく。


　一人残った俺は、最後に、もう一度、王女の墓標を見つめた。


「……また戻ってきます」


　思わず、声に出して俺。


「今度は、委員会の連中とか、外の世界のものとか、いろいろ……土産みやげを持って。


　だから少しの間、待っていて下さい。必ずまた四人で戻ってきますから」


　王女の墓標に俺は誓ちかう。


　その誓いが聞こえたか、聞こえなかったのか。


　強かった風が突とつ然ぜん柔やわらかい風になり、すばやく俺達の間を通り過ぎていった。




　記憶断片メモリーピース①　～思い出～







「お前……面白いらしいな。俺、お前みたいに群れずに吼ほえてる奴、嫌きらいじゃないぞ」


　クラスの嫌われ者ものであり、孤こ立りつしている私に、一番欲しかった言葉をくれた青髪かみの男──グレン・ユーク。


　私は彼に恋こいをした。


　その恋は、私にとって、今までの恋とは違ちがった。私を理解してくれるのは生しよう涯がいこの人だけ──そんな運命を、私は電でん撃げき的に直感していた。


　そして実際、その直感は正しかった。


　私とグレンは、同じ傭学所属だが、少し離れた別の校舎に通っていたし、最初はお互たがいのことを噂うわさで軽く知っている程度だったので、それなりに打ち解けるのに苦労した。


　しかしあまり人とつるむのが好きではなかったり、愛想が悪かったり、やや偉えらそうな喋しやべり方で反感をかったり──いろいろと似た者同士な要素を持っていたおかげか、私達の距きよ離りは、時間が経つにつれ、徐々に縮まっていった。


　私達はいつしか、よく遊び、よく語る関係になっていた。


　帰り道は待ち合わせをして一いつ緒しよに帰ったし。


　休みの日に、二人で本屋巡めぐりをしたりもしたし、戦せん闘とう能力向上のため、一緒に訓練したりもした。


　近所の洞ほら穴あなで二人で訓練していて、地じ盤ばんが緩ゆるんでいたのか地面が崩くずれ落ち、二人で洞穴の下の地下水脈まで落ちた、なんて事件もある。


　帰らない私達を心配した講師達が捜しにきてくれたおかげで、その後私達はなんとか一命はとりとめたが、救助を待ち、ほぼ半日グレンと協力しながら難局を乗りこえている間、不ふ謹きん慎しんだが、私はあまり早く救助が来ないように祈いのっていた。


　そんな日々を過ごすうちに、私の中でグレンの存在は、どんどん大きくなっていく。


　そして私は決意する。


　傭学が休みの日にグレンを呼び出して、そこで、私の想いを、告白してしまおうと。




　シナリオⅡ・放ほう浪ろう者しやたち







　周囲一体、どこまで見み渡わたしても、見えるのは乾かわいた砂と岩、そして乾かん燥そう地帯でけなげに生きる柱状の植物のみ。


　当初新しん鮮せんだったこういう光景も、こう毎日見ていると、さすがに、ありがたみが薄うすれ始めてくる。


「いつまで続くんだ、この代わり映えせん光景は……！」


　風に混じって口に飛び込んできた砂を、ペッ、と口から吐はき出しながら、俺は忌いま々いましく呟つぶやいた。


　さすがにもう、ただの太陽の光をありがたがったり、荒こう野やを美しいと思う人間は、チームに一人もいない。


　メグと二人で、チームの状じよう況きようをなんとかしようと話していたあの日から、さらに三日が経過──





　ログレスを出て始まった俺達の旅は、今日で一○日目を迎むかえようとしていた。
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　この世界には、


《罪つみの国》


《魔ま導どうの国》


《血の国》


《影かげの国》


《奇き跡せきの国》


《金の国》


《竜りゆうの国》


　……と、《傭よう兵へいの国》ログレス、全部で八つの国が存在し。


　地図で見る限り、この八国のうち六国は、真ん中に巨きよ大だいな穴の開いた、円形の大陸に存在しているようだ。


　円形の大陸に、ログレス、《罪の国》《魔導の国》《血の国》《影の国》《金の国》、六つの国が存在し。その円形の大陸の北東に《竜の国》、南西に《奇跡の国》が浮うかんでいる。それらをあわせてぜんぶで八国。それがこの世界の形。


　ログレス以外の七国とログレスは、一○○○年の間、国交がなかった。


《黒のオーロラ》と呼ばれる、一○○○年前突とつ然ぜんログレスを覆おおい尽つくした、破は壊かいも通行も不可能なドーム状の黒い霧きりのせいだ。


　そのオーロラのせいで、俺達ログレス国民は一○○○年の間、国外に出られず、オーロラが作り出す擬ぎ似じ的な晴天と擬似的な夜空以外、目にしたことがなかったのである。


　しかし俺達は今、ログレスを出て、本物の太陽の光を浴びている。


　それは何故か？


　答えは簡単、例の《剣精試練レイダー・ゲームクソ委員会》が、《剣精試練レイダー・ゲーム》を八国巻き込んだ形で行う為、『黒のオーロラ』を消しよう滅めつさせたのである。


　癪しやくに障さわるが、俺達がこうして、外の世界へ足を踏ふみ出せたのは、連中の途方もない力のおかげなのだ。


　ちなみに、『黒のオーロラ』は消えているとはいえ、現在、八国間の国交は、まったく回復していない。


　例えばログレスでは、『黒のオーロラ』が消えたと認識できているのは、どうやら《剣精試練レイダー・ゲーム》を勝ち残った俺達四人だけらしかった。


　俺達以外のログレス人にオーロラのことを訊きいても、返ってくるのは「消えてない」「頭がおかしくなったのか？」「ていうか、現にいま、まだオーロラに囲まれてるじゃないか！」「いい加か減げんにしろブチ殺すぞこの野や郎ろう！」等の似たりよったりの答え。


　どうも、俺達以外のログレスの人間達には、今も『黒のオーロラ』は消えていないように見えているらしい。





　さて、現在俺達は、ログレスを出て、その七つの他国のうち──隣りん国ごく《ガイスト》を目的地として、旅を続けている。


　何な故ぜ、わざわざ地の利を活かせる自国を出て、他国へ向かっているのか？


　それは八国対たい抗こう《剣精試練レイダー・ゲーム》のルールに従っているからだ。


《剣精試練レイダー・ゲーム》では、連れん絡らく用のタグを介かいし、《剣精試練レイダー・ゲーム》委員会からゲーム進行に関する情報が随ずい時じ送られてくる。


　そして、ログレスでの《剣精試練レイダー・ゲーム》終しゆう了りよう後ご、俺達には、八国対抗《剣精試練レイダー・ゲーム》のための、脅迫に近いような新ルールが伝えられた。


　俺達に知らされた新ルールは、ぜんぶで五つ。





　①八国対抗《剣精試練レイダー・ゲーム》が行われている期間中、三○日間、討とう伐ばつ剣精レイダー数がゼロの参加者がチームにいた場合。


　もしくは、所属チームの累るい計けい討伐剣精レイダー数が三以下のまま、チームのメンバー全員が、《剣精試練レイダー・ゲーム》から脱だつ落らくした場合。


　試練ゲーム参志の意志なしとみなし、ペナルティとして、そのチームの出身国を、この世界から消滅させる。





　②八国対抗《剣精試練レイダー・ゲーム》が行われてる期間中、出ホ身ー国ムにいる間は、剣精レイダーの能力を制限する。具体的には、出ホ身ー国ムで他国の剣精レイダー使いと遭そう遇ぐうしても、出ホ身ー国ム側は剣精レイダーを人形形けい態たいから武器形態へ変形させることができなくなる。また、出身国にいる参加者を、他国の参加者も攻撃することはできない。よって、自国で剣精レイダーを使った戦闘を行うことは出来ない。戦闘は、すべて出身国以外アウエーで行うべし。





　③八国対抗《剣精試練レイダー・ゲーム》では、最初から剣精レイダーが持っていた能力と、他の参加者から手に入れた能力の中から、《主戦能力》を一つ選び、それ以降はその力のみで戦ってもらう。《主戦能力》に選ばれなかった能力は、戦闘で使用することができない。


　但ただし、出ホ身ー国ム内にいる間は、自由に《主戦能力》の変へん更こうが可能。


　それを利用し、八国対抗《剣精試練レイダー・ゲーム》で、他国の参加者から得た剣精レイダーの能力を、《主戦能力》にすることも可。





　④一つの国に滞たい在ざい出来る《剣精試練レイダー・ゲーム》の参加チームは、最大で二つ。（但し、出ホ身ー国ム出身者は滞在者とみなさないので、出ホ身ー国ム出身者を含むと三チームまで滞在可能）。既すでに二チーム滞在している国には、『黒のオーロラ』を発動し、他国のチームは侵しん入にゆうできないようになる。





　⑤チームのメンバーが二手、三手、四手に分かれ、同時に他国へ侵入する事は不可。③同様、それを行おうとした場合も、『黒のオーロラ』を強制発動、侵入はできない。


　但し、他国のチームへの編入を希望し、それが受じゆ諾だくされた人間は、別チームの人間扱あつかいになるので、別行動も可能。








　俺達に告げられた新ルールは、こういう感じだ。このルールの下もと、俺達各国代表の剣精レイダー使いは戦闘を行い、最終的にこの世界で剣精レイダー使いが四人になるまで、八国対抗《剣精試練レイダー・ゲーム》は行われるらしい。


　この五つの新ルールで一番厄やつ介かいなのは、なんといってもルールその①、三○日間、討伐剣精レイダー数がゼロだった場合、もしくは、三体以上剣精レイダーを倒せないまま、試練ゲームからチームが脱落した場合、自分の故こ郷きようが《消滅》するという無茶すぎる件くだりだろう。


　本当に奴らに、そんな途方もないペナルティを引き起こすことが出来るのか、という疑念もある。


　しかし奴らがこれまでに俺達の目の前で行った行動、言動を考えると、あのクソ委員会は、それくらい軽々行うチカラがあって、おまけにそういうことを平気でやってのける愉ゆ快かい犯はん的な──壊こわれた気質を持っている気がしてならないのだ。


　というわけで。ログレスでは戦せん闘とう不能だし、三○日以内に他国の剣精レイダーを倒たおさなければログレスが滅ほろぶというので。俺達は他国の剣精レイダー使つかいと戦うため、とりあえず最短で向かえる隣国であるガイストへ、旅を続けているのである。
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　しかし、いくら最短で向かえる国といっても、ログレスからガイストは、実際に旅をしてみると、途方もなく遠かった。


　俺達は、ロザリーが持ってきた、一○○○年以上前の古い地図をアテに旅を続けているのだが、地図を見る限り俺達はまだログレスの領土内すらまったく抜け出せていないようであった。


　俺達が一○日間歩き続けているこの延々続く荒野も、オーロラの外にあっただけで、まだまだ立派にログレス国内なのである。


　地ち殻かく変動でも起きたのか、向かう場所向かう場所、山やら川やら谷やら、馬を使えない地域ばかりだったせいもあり……おかげで俺達のガイストへの旅たび路じは遅々として進まず一○日目を迎えても、まったく終わりそうな気配はない。


「あーあ。今日もそろそろ日が沈しずみそうだね……」


　そんな一○日目も、どうやらまもなく終しゆう了りようしてしまいそうな気配だ。


　遥はるか地平の向こう、高度を下げていく太陽を見て、先頭のメグがいった。


「……今日はこの辺で手を打っとくか？」


　着かないものは仕方ない。俺は嘆たん息そく交じりに、前で縦に並んで歩いている三人に提案してみる。


　手を打つというのは、すなわちこの辺にキャンプを張り、ここを今夜の休息地にしないかということだ。


　さすがに荒こう野やのど真ん中にキャンプを張ると、破片体に襲おそって下さいといってるようなものなので、俺達はこの旅では、出来るだけ岩場の陰かげなどを利用してつつましくキャンプを張るようにしている。


　そしてこの一帯は、高さ五、六メートル近い巨大な岩が幾いくつも転がってるので、陰を使ってキャンプをするには、非常に都合が良さそうだった。


「どう思う？」


　少し親交を深める為ためにも。俺は、あえてロザリーに聞いてみた。


　するとロザリーは、


「そうだな……。個人的には、もう少し先まで進みたいが──」


　と、そこまで意見を口にしておきながら。


　そこでハッとしたように、慌あわてて思い出したように口を塞ふさぎ、


「あ、あぶない……。あやうく普ふ通つうに会話するところだった……」


　キツく俺を睨にらみつけながら、そう呟つぶやいてきた。い、いやいや……。


　さらに、そんなロザリーにツバサが声をかけ、


『さすがお姉さま。普通の人間なら、あそこで会話を中断することなど到とう底てい不可能だったでしょう。その冷静さ、敬服に値あたいします』


「よせ。本当に冷静だったら、僅わずかな時間すら、あの外道と言葉をかわしたりしないさ」


『しかしお姉さまは被ひ害がいを最小限に抑おさえた。それは評価に値すると思いますが……』


「……救われる言葉だ。ありがたく受け取っておこう」


　とかなんとかいいながら、結局二人は俺の問いに何も返答しないまま、スタスタ俺達から離はなれていく。


「い、いやいやいや！　オイ！　この後一体どうするんだ!?」


　俺は焦あせって聞いた。すると、ひら～り。ツバサの足元に、切り取ったスケッチブックの一ページが舞まい落ちる。


　チッ……俺は舌した打うちしつつ、それを回収。するとそこには、こう書かれていた。


『この辺りでキャンプを張るというのは妥だ当とうな判断。お姉さまも、最終的にその判断を支持した模様。さっきいいポイントを見つけたので、そこにテントを張っておく




お姉さまの従順なる影ツバサ』




「めんどくせぇ！　賛成なら賛成で、普通に口頭で伝えろよ！」


　なんなんだこの茶番は!?　俺は思わず拾ったスケブ手紙を地面に叩たたきつけた。


「なんか最近、この《偶ぐう然ぜんを装よそおった、手紙でのやりとり》みたいの、定着してきたね……」


　隣となりでメグが、嘆息まじりにそういっている。


　そうなのである。奴やつらは、ほんとに、どこまで意固地なのか。あくまで俺とはよほどのことがない限り、直接会話をせず、ちょっとした意見の交こう換かんやなんかの時は、こうしてわざと手紙を落とし、それを介し会話を成立させようとする手段をとってきていた。


「でも、なんとなくだけど。ログレス出た頃ころに比べたら、あの二人、若じやつ干かんココロ開いてきてるよね？」


　二人の去っていった方を眺めながら、メグがマジメな顔でそう呟いた。


「はあ!?　どこが!?」


　思わず嚙かみ付くように、俺。


「だ、だって。さっきは、途と中ちゆうまでグレンの質問に答えてたじゃん。だいぶ警けい戒かい心しんといてきてる証しよう拠こだよ」


「そうかぁ……？」


「そうそう。それに最近、グレン、ちょっと引きこもる前のグレンに戻ってきてるし……ほんとに今のグレンなら、このバラバラのチーム纏まとめられるかもよ」


　リュックを背せ負おいなおしながら、笑顔でメグはいった。


「ん……？　引きこもる前の俺？」


　その言葉は、俺にとって意外すぎるものだった。思わず聞き返す俺。するとメグは頷き、


「そ。気力が戻ってきたのか、肩かたのチカラ抜ぬけて、自然体に戻ったのか知らないけど……


最近のグレン、なんか前よりいろいろ一いつ生しよう懸けん命めいで。ちょっといいカンジだよ？」


　心底嬉うれしそうな笑顔でいってくる。


「ふーん……一生懸命ねぇ……？」


「そうそ。やっぱグレンは、そうじゃなくっちゃさ！」


　ぱち、と如じよ才さいのないウィンクと同時にメグはそういい。


　くるりと踵きびすを返し、先に行ったロザリー達のほうへ歩いていった。


「昔の俺か……」


　俺としては、そんなに変化した実感はないが。確かに最近、まったくサボっているヒマがないのも事実だ。……周まわりのメンバーが厄介すぎて。


「いいんだか悪いんだか……」


　わからないまま、俺はなんとなく肩を落とし、先にいった三人を追うべく、トボトボと歩き出した……。
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　ツバサが見つけたポイントというのが、実際、キャンプに適した岩場の陰かげだったので。


　俺達は素早くそこにテントを張り、火を焚たき、夕食の準備を開始した。


「あーあ。まーたわたしが料理当番かぁ……」


　ブツブツ文句をいいながら、火にかけられた、底が丸い、浅めの万ばん能のう鍋なべをかき混ぜているのはメグ。


　基本的に俺達の食事は、食堂の養よう子しであり、実際料理が一番うまい（たまにどえらいポカを犯したりはするが）メグがほぼ担当するようになっていた。


　いや、初期は、わりとメンバー四人が順番に食事当番を回すようにしていたのだが……。


　まず、なんでも完かん璧ぺきにこなしそうに見えたロザリーが、思いのほか不器用で、食材を包丁で斬きる度たびにどうやったらそこまで目もく測そくを誤あやまれるのか、というくらい手を傷だらけにするので……強制的に食事当番から脱落。


　続いて、ツバサもすべての料理にやたら苦い謎なぞの緑の粉こな（ツバサ曰いわく、一族に伝わる栄養素満まん載さいの粉）を混入することが発覚、栄養的には問題ないのかもしれないが、メシがマズくなりすぎるので、やはり強制的に当番から排はい除じよ。


　残ったのは俺とメグだが、俺は一応、唯ゆい一いつの男だし、薪まきを集めたりテントを張ったり、そちらの仕事に多く時間をとられがちになってしまっている。


　結果、消去法でメグが一人残り、毎日料理を作るハメになっているのだ。


「ま、まぁいいじゃないか。お前が一番料理上手なんだし……」


「そ、そうだそうだ。私は、メグの作る料理が好きだぞ？」


　メグに料理を作ってもらえなくなると困るので、俺とロザリーはこの時ばかりはあっさり共きよう闘とう、強こわ張ばった笑みでメグのご機き嫌げんを伺うかがった。


『大変ならたまには私が味付け変わろうか？』


　そんな中、ツバサがスケブを開いてメグに意見しようとしたが、ぱたむ。


　メグの視界に入る前に、ロザリーが神速の手さばきでそれを閉じ、黙もく殺さつした。ナイス。銀ぎん髪ぱつ。


「いっとくけど、わたし、食堂の養子ってだけで、別に料理好きでもなんでもないんだからね……」


　はあ。そんなやり取りを横目で見ながら、メグは嘆息気味に意外な心中を告白した。


「手は荒あれるし、腰こしは痛くなるし、自分の時間減へるし……。胃に入ったら結局一いつ緒しよなんだから、ほんと、料理なんか時間の無む駄だだなって思う」


　不満そうに頰ほおを膨ふくらませながら、しかし悲しいかな素す晴ばらしく慣なれた手つきで、メグは、鍋に幾つかの薬味を投下している。


　ふーん。俺は意外に思い、なんとなく感心した。


　食堂の娘むすめだし、てっきり、料理好きだと思ってたけど、こいつそういう思考の持ち主だったのか……。


　あれ……？　でも前、やたら俺には料理作ろうとしてたよな……？


　二人分ならいいけど、四人分ならめんどくさいとか、そういうことだろうか？　女心はよく分からん。


「はい。大おお雑ざつ把ぱだけど、一応完成。お皿かして。よそうから」


　文句をいいながら、メグは料理をとりあえず完成させたようだ。


「うわ……いい匂においですねぇ。あの、これ、なんていう料理なんですか？」


　その瞬間感かん嘆たんの声をあげたのは、メイドの血が騒さわいだのか、メグの隣で料理の手伝いをしていた、猫ねこ耳みみメイド服のチビ、ディアだ。


「なーにいってんの。こんなもん、ただ余ってた豆と野菜を唐とう辛がら子しでめちゃめちゃに辛からく煮に込こんだだけで、料理名なんかないわよ。単なるありあわせ」


　面おも白しろくもなさそうにメグはいうが、いや、『豆と野菜を唐辛子でめちゃめちゃに辛く煮込んだ鍋』……名前と匂いだけで十分すぎるくらいうまそうなんだが……。やはりどう考えても、ウチのお料理担当はコイツしかいねぇ……！


「うう。こんな美お味いしそうなもの毎日食べられて。しかも一日中寝ねてても文句いわれないし、家事もしなくいいし……。剣精レイダーの主として、メグさん、ちょっとカンペキかもしれないですぅ」


　メシにつられたのか、悔くやしげにメグを認める発言をするディア。


　すると──その瞬しゆん間かんだった。


「アホかボケぇ！　お前にそんな台詞せりふ吐く資格あると思ってんのか!?」


　ガスッ！　ディアの後頭部に、猫目の、金髪ショートカットの人形少女が、全力でドロップキックをブチかました。


「んぎゃああっ!?」


　もんどりうって倒たおれるディア。


「な、なにするんでございますかぁ！　この狂きよう犬けん！」


「るせぇ！　あのなぁ。グレンなんか、主としちゃまだ恵めぐまれてるほうだぞ!?　ウチなんか、メシの時、常にあの緑色の粉入ってんだぞ!?」


　ビッ、とツバサを指さしながら、乱暴な口調で、先日と真逆、主に対する不満をぶちまける金髪。


　そういえば……コイツらの紹しよう介かいが、まだだったか？


　この金髪人形は、ツバサの剣精レイダー《キャッツアイ》、通つう称しよう《アイ》。主人とは似にても似つかない、誰だれ彼かれ構かまわず嚙み付き、常に一人で文句をいって大おお騒さわぎしている、まさに狂犬のような剣精レイダーだ。


『驚きよう愕がく。私はてっきり、あなたがあの粉を美味しく食べているものだとばかり』


　そんなアイに、主人のツバサが無表情にスケブで応戦し始めた。


「んなわけあるか！　初日に泡あわ吹ふいて倒れただろうが！」


『そう？』


「そう？　ってなんだ!?　どういう返事!?　てめぇ、いい加減オレの労働環かん境きよう改善しろよ!?」


　今度はターゲットをツバサに変へん更こうし、猛もう然ぜんと蹴けりかかって文句をいうアイ。


　あー……まぁ、ある意味、奴は本当に一番不ふ憫びんな剣精レイダーなのかもな……。確かに剣精レイダー使つかい四人の中で、たぶんツバサが一番変人だろうし……。


「ファファファ……い……いいのう……若いモンは」


　一方、激戦を繰くり広げているツバサ＆アイから少し離れた、ロザリーの足元からは。しわがれた、それでいて穏おだやかな声が聞こえてきていた。


「ろ、老師……！　お起きになって大だい丈じよう夫ぶなのですか？」


　その声に呼応し、ロザリーは、慌あわてたような声で自分の足元に声をかける。


「…………へぇぇ？」


「い、いえ。ですから、お起きになって大丈夫なのですか？」


「……あぁん？」


「…………」


「…………」


　会話は、不ぶ恰かつ好こうに、途と切ぎれた。


　俺は、なんとなく、ロザリーに同情の眼まな差ざしを向ける。


　剣精レイダー四体の中で、一番不憫なのがアイだとしたら。


　剣精レイダー使い四人の中で、一番不憫なのは、恐おそらくロザリーなんじゃないか……俺はそう思っている。


　旅立ちの初日、ロザリーに自分の剣精レイダーを紹介して貰もらった時。俺とメグは、本気で驚きよう愕がくした。


　俺の《オブシディアン》。メグの《イレイザーレイン》。ツバサの《キャッツアイ》。


　三者三様、それぞれクセはあるが、一つだけ共通していることがある。


　それは三体とも、一応《美少女人形》というカテゴリーに入れて遜そん色しよくのない風ふう貌ぼうをしているということだ。


　故ゆえに、俺もメグも、無意識のうちに思い込んでいた。


　剣精レイダーとは、例外なく、最低限《美少女》という冠かんむりがついても大丈夫な程度のルックスをした、麗うるわしき風貌を持つ種族なのだ──と。


　が、それは大いなる勘かん違ちがいだった。


　ロザリーの持つ剣精レイダーは……というか、正式には、ロザリーの持つ剣精レイダーだけは、まったく、異色すぎる風貌を持った剣精レイダーだったのだ。


　腰まで伸のびた、あまり櫛くし通りの良くなさそうな異様に長い白髪しらが。口の周りにたくわえられた分厚い白髭ひげ。消えかかった蠟ろう燭そくの灯あかりのような、恐ろしく生命力を感じさせない瞳ひとみ。


　ロザリーの持つ剣精レイダーは、美少女人形ではなかった。


　というか、ぶっちゃけ、女ですらなかった。ジジイだった。


　そう、何の不幸なのか、ロザリーに仕つかえる剣精レイダーだけ、何故かしわがれた老人の姿をした剣精レイダーだったのである。


　これには、俺とメグは、目を剝むいた。こんなことあるのか、と思った。


　老人の名は、《サーペンティアン》。しかしそんなスタイリッシュな名前はあまりにも似合わないので、いつしか全員からは自然と《老師》と呼ばれている……（ちなみに老師はこう見えて満一歳だ）。


　老師は、満一歳にも拘かかわらず、身体からだにけっこうガタがきているらしく、常にブルブルと激しく震ふるえ、おまけに耳も遠い。おかげでロザリーは、けっこう苦労するハメになっている。


「うぅ。今日は……膝のお皿が痛くてのぅ」


　その老師は、唐とう突とつに、あまりにも情けない話を始めた。


「わ……わかります。老師」


　その話に、何がわかるのか、一応相あい槌づちを打つ律りち儀ぎなロザリー。


　すると老師は、ますます情けなく、侘わびしい顔と声になって、


「そ、そうか。わかってくれるのか、ロザリィちゃん」


「も、もちろんです。老師」


「うむ。腰も痛いし……首も痛い。ロザリィちゃんの身体を上ったり降おりたりするだけで、下手をすれば日が暮れてしまう……。皆みんなに比べてワシは……随ずい分ぶん年をとってしまった。やだのう。年はとりたくないのう……」


　正直、あまりメシを食いながら聞きたくはないような、ネガティブな愚ぐ痴ちを連発する老師。


　これが老師の癖くせだった。メシ時に、突とつ然ぜんネガティブな話をするという……。


「わかるかえ……？　ワシの哀かなしみがわかるかえ……？　ロザリィちゃん」


「は、はい。もちろんです」


「噓うそを──つくなッッ!!」


　カッ！　するとその瞬間、老師は何が気に食わなかったのか、真っ赤な顔に豹ひよう変へんし、いきなり癇かん癪しやくを起こした。えぇぇ……？


「お主のようなぴちぴちぼでぃの小こ娘むすめに、ワシの苦く悩のうの何がわかる!?　いい加減なことをいうなっ！」


「え、えぇ!?　はわわ……も、申し訳ございません、老師」


　青ざめ、必死こいて謝あやまるロザリー。いやいやいや……。


「ふんっ。もうええよ。みんなそうやって、陰かげでワシのことを笑い者にしとるんじゃろ？


いいんぢゃ。いいんぢゃいいんぢゃ。この年で道化というのも悪くない。最後まで笑われながら、ワシは逝ゆくさ」


　最終的に老師は、ロザリーに背を向け、地面を執しつ拗ようにいじりながら、圧あつ倒とう的てきにスネてしまった。


　見ての通り、このジーさんは、いきなり癇癪を起こしたり、それからまたさらにネガティブになったり、わりと気分がコロコロと入れ替かわる。


　一見最年長者のクセに……なんて扱あつかいにくいジーさんなんだ……。


「はあ……」


　老師をなだめるのを諦あきらめ、情けない顔でため息をつきながら、ロザリー。そしてメシを受け取って、一人でモソモソと食べだした。うーむ……


「ツバサ。……あの老師は放っておいていいのか？　思いっきりロザリー苦しめているが」


　俺は気になってツバサに小声で聞いた。なんせ俺は、ロザリーを泣かすと死し刑けいになるとまでいわれているのだ。それだと、あの老師は十分条件を満たしている気もするが。


『あの老人の言葉には含がん蓄ちくがある。お姉さまのために、あえてとめない』


　しかしツバサは、もしゃもしゃと豆と野菜を食べながら、片手にスケブを掲かかげそう答えてきた。


　いや……あの老人の言葉に、一ひと欠かけらでも含蓄があったか？


　コイツの判断基準、どうも大おお幅はばにズレてるような気がするのだが大丈夫なのだろうか……？


「ロ、ロザ。大丈夫？」


　そんな中、落ち込んだロザリーが心配だったのか、メグが恐る恐るロザリーに声をかけた。


「ああ……問題ない。どーせ明日あしたになれば、今日の説教のことなどまるっきり忘れているしな」


「えぇぇ……」


「しかし、何な故ぜ……何故私の剣精レイダーだけ老人なのだ……何故……」


　ロザリーはガックリ肩かたを落としながら、そんなことを呟つぶやいている。


　そんな姿を見ながら、全員、内心で残ざん酷こくに思うのだった。


（よかった……自分の剣精レイダーが、老師じゃなくて本当に良かった）


　さすがに老師よりはディアでよかったわ……自分の剣精レイダー……。
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　というわけで──そんなふうに俺達は、現在、俺＆ディア、メグ＆レイン、ロザリー＆老師、ツバサ＆アイ……この四人と四体のメンバーで、ガイストへの旅を続けていた。


　ここまでのやりとりを見ても分かるだろうが、落ち着きのない奴やつも何人かいるし、なんだかんだ、このパーティはいつもけっこう騒さわがしい。


　現に今目の前でも、アイに配給されたスープの分量をめぐって、焚たき火前の連中が口論を繰り広げている。


「ちょ……なんでアイばっかりおかわりしてるんでございますか!?　ご主人様なんかまだ一いつ杯ぱいしか食べてないのに！」


　俺の代わりに血相を変えて抗こう議ぎしているのはディア。するとアイは、


「バッカじゃねぇのお前？　しょせんこの世は弱肉強食。早くメシを食う奴が生き、遅おそくメシを食う奴が死ぬ。遅食いのグレンがわりぃんだっつーの」


　と、まったく悪びれない態度でいい放つ。


「若いのう……若さゆえの過あやまちじゃのう。う……入れ歯の嚙み合わせが」


　老師はわけのわからないことを口走っているし、


「ちょ!?　老師オジジ！　こっちで入れ歯落っことさないでよ!?　スープに入ったらどうすんのよ!?」


　メグはそんな老師に容よう赦しやなくチョップを放っている。


「…………フ」


　そんなチョップで吹ふき飛ぶ老師を、ロザリーはどこか満足気な暗い笑顔で、見て見ぬフリをしているし、


『そろそろ私の特製粉ふん末まつ入れる？』


　ツバサは一人だけ見けん当とう違ちがいの意見を提案している。


（うーむ……）


　今日も今日とて繰り広げられる、混こん沌とんとした舌ぜつ戦せんに、俺は複雑なため息をつく。


　旅を始めて一○日目。日を追うごとに、言い争いの激しさが増しているような気がするのだが、これはある意味チームワークが強化されたと見ていいのだろうか……？　ロザリーとか普ふ通つうに喋しやべってるし……。


（しかし……人生とはわからんもんだ……）


　連中の集まる焚き火からやや離はなれた、岩場の上でメグが淹いれたコーヒーをすすりながら、俺はしみじみ思った。
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　つい一ヶ月半前まで一年半引きこもりをやっていた俺が、クソ騒がしい八人パーティの一員として、隣りん国ごくガイストを目指す旅をすることになるとは……。


「グレぇン！」


　と、いろいろ考えてると。焚き火の前のメグが、笑顔でこっちに呼びかけてきた。


「ん？」


「ねぇ、グレン、こっちきて！　ロザリーが、こっそり持ってきた秘密のワイン、お近づきの印に飲ませてくれるって！」


　手招きしながら、嬉しそうにいってくるメグ。


「はあ？　ワイン？」


　いきなりの発言に、困惑しながら俺。アイツら、いつの間にそんな仲良くなったんだ？


「ば、ばか！　別にそういう意味合いはない！　それに私はお前に対して勧すすめただけで、奴にやるつもりはないぞ！」


　するとそんなメグの発言を、ロザリーは即そく座ざに必死に否定した。なんなんだよ一体……。


「……悪いが俺は休きゆう憩けい中だ。お前らのテンションに四六時中付き合ってたら身がもたん。飲むならお前らで勝手に飲め」


　ちょっとそのワインとやらを飲んでみたい気もしたが、めんどうだし、なによりノリの悪い俺が向こうに行くと、せっかく盛り上がった場が盛り下がるだろうしな……。


　俺は岩場に寝ね転ころがり、あえて興味なさそうな声でそう返答した。


　すると。


「まったく……世話やけるんだから」


　そう呟くと。メグがめんどくさげに立ち上がり。スタスタこっちに向かって歩いてきた。ん……？　なんだなんだ？


　さらに見ていると、次いでディア、さらに続いて今度は仕方なさそうに、ロザリー、ツバサ、そして人形軍団が立ち上がり、こっちの岩場に歩いてくる。


「な、な、なんだよ一体……!?」


　その光景が、なんとなく押し寄せるならず者集団の様に見え、俺は若じやつ干かんたじろいだ声をあげた。


「グレン、あのねぇ……！」


　そしてとうとう、先頭で俺の前に辿たどり着いたメグが、寝転がる俺を不満げに見下ろし、さらに俺の目の前で手の骨をパキポキと鳴らし始める。


　お、おい……まさかコイツ、暴力に訴うつたえる気か──!?　と、動どう揺ようしかけた、その瞬しゆん間かんだった。


　スッ──。


　俺の目の前に立っていたメグが、いきなり、俺の横に腰こしを下ろした。


「ん？」


　さらにそのメグに続き、ディア、そして他の連中も、次々俺の周りに腰掛けていく。


「な、なんのつもりだ……」


「あのね。グレン、あんた顔に出るんだから、猿さる芝しば居いはやめときなよ。ほんとはわたしらと飲みたいんでしょ？　ワイン」


　呆あきれた様な口調でいうメグ。ウッ……！　しまった表情のコントロールが甘かったか？


「まったく……切なすぎてみていられん。仕方ない、お前にもわけてやる、私のワインを。今回だけ特別だからな」


　不満げにいいながら、グラスとワイン瓶びんを差し出してくるロザリー。


（チッ、とんだ大きなお世話だ）


　俺は内心で舌打ちした。


　別に俺は、気など遣つかってもらわなくても、平気だったのに。引きこもり生活で、一人でいることには慣れているからな。


　まぁ…………でも。


　アレだ。うん。


　ここで無む下げに断ことわると、俺じゃなくて、コイツらが可哀かわい想そうだし。


　仕方ない。俺の為ためじゃなく、コイツらの為に、一いつ緒しよに酒を飲んでやるか……うん。


「仕方ない。飲んでやる。グラスとワインをよこせ、銀ぎん髪ぱつ」


「……いっぺん死ぬか？　貴き様さま？」





　とまぁ、この後ロザリーと、一戦交えたりしたが……結局この夜、俺はなんだかんだ、ロザリーの持ってきたワインを一本空けるまで、連中とワインを飲んだりした。


　俺達の頭上では、紛まがい物ではない、本物の星々と月が、静かに瞬またたいている。
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「……………………」


　久しぶりに飲んだ酒のせいか、メグ達と飲んだ後、俺は倒たおれるように自分の寝ね袋ぶくろの中で眠ねむっていたようだった。


　が。


「うぅ…………」


　何時だか知らないが、突とつ如じよ、酒を飲んで寝た時特有の、強きよう烈れつな激しい喉のどの渇かわきを感じ、俺は猛もう烈れつな勢いで目を覚ます。


「み、みず……」


　とにかく、喉の粘ねん膜まくが、気が狂くるわんばかりに水を欲しがっている。


　俺は寝袋から這はい出て、自分のリュックに入っている、水がなみなみと入っているガラス製のボトルを取り出し、ただただがむしゃらに一気飲みした。


「う、うめぇぇ……！」


　飲んだのはただの水だったが、水が喉を通って無事胃い袋ぶくろに収まった瞬間、俺の強烈な渇きは、劇的に緩かん和わされた。


「さて……。今何時なんだ……？」


　喉を潤した俺はテントの中を見み渡わたした。隣となりでは、巾きん着ちやく袋ぶくろの様な人形用の寝袋にくるまったディアが、よだれ全開で爆ばく睡すいしている。


　俺達は、毎日大テントと小テント、二つを休息ポイントに設置していて、女子三人が大テント、そして俺は、その隣に張っている、俺一人寝転ぶので精せい一いつ杯ぱいの小テントで寝ね泊とまりしている。


　スペース的には、向こうの大テントに俺も入れないこともないのだが、ロザリーに強烈に反対されるし、それ以前に、俺だって女子三人のテントで寝るのはゴメンなので（別にあんなめんどくさい女どもにヨコシマな気持ちなど砂すな粒つぶ一つたりとも抱いだきはしないが！）。


　結局、俺はディアと二人で、気楽にこの小テントを独どく占せんさせてもらっていた。


　さて、俺の小テントには、時計がない。


　仕方がないので俺はジッパー式になっているテントの入り口を開き、テントの外に出てみることにした。


「う……寒。まだ夜明け前か……」


　俺は、夜を通り過ぎ、群ぐん青じよう色いろになりつつある、怖こわいくらいに美しい空を見上げながらぶるっと身を震ふるわせた。


　昼間はかなり暑いこの辺りの乾かん燥そう地帯だが、明け方は中々に冷える。


　隣の女子テントを見ると、テントは完全に静せい寂じやくに包まれており、かすかな衣きぬ擦ずれの音すら聞こえてこない。当たり前だが、どうやら全員まだ寝ているようだ。


「……起きていても仕方ないし……寝るか……」


　世の中には、こういう時、興味を惹ひかれて辺りを探検するような好こう奇き心しん旺おう盛せいな男子もいるだろうが、俺はそうでもない。こういう時は、寝袋の中に戻もどって、もう一度眠りにつくに限る。引きこもりをなめるなよ。


　誰だれに向けての啖たん呵かなのか知らないが、俺はとにかくそう宣言し、再びテントの中へ戻ろうとする。


　──が、その瞬間だった。





「……よ…………まえ…………」





「──あん？」


　俺は、ふと、足を止めた。


「…………歌？」


　そう、俺の足を止めたのは、夜明け前の空の下、突とつ然ぜん、どこからともなく俺の耳に入ってきた、歌、のような声だった。


「……えに………い……」


　歌声はまだ続いていた。


　女性の歌声だ。なんと歌っているかは正確には聞き取れないが、メロディラインからして、明らかに陽気な歌ではなかった。


　か細く澄すんだ声のせいもあるのだろうが、その歌は、ひどく哀あい愁しゆう漂ただよう歌に聞こえる。


「……は…………ける…」


「……どういうことだ？」


　俺は怪け訝げんに思い首をひねった。


　聞こえてくる声は、どうにも、聞き覚えのないものだ。かといって、俺達以外のログレス人は、黒のオーロラが解除された事に気づいてもいないハズだし、こんな辺境の場所に、俺達以外の人間がいるはずもない。


（ということは、まさか他国の剣精レイダー遣いともう接せつ触しよくしたのか……？）


　と、一いつ瞬しゆん考えたが。よく考えたら、俺達は他国の剣精レイダー使いと接触しそうになった場合、とある合図によりそれを知らされることになっていた。合図はまだないし、その可能性はない。


「……じゃあ誰なんだ……？」


　自問自答は振ふり出しに戻る。


（確かめるか……？）


　俺達に脅きよう威いを与あたえる存在だった場合、寝ている女子どもの為にも、一応それは取り除のぞかなければならないだろう。


　俺は気配と足音を極力消し、歌声が聞こえてくる、少し高台の様になっている岩場の方へ、ゆっくりと近づいていった。





　歌い手は、歌うのに夢中なのか、まったく俺に気づく気配がなかった。


「………つき……かれ……」


　地平線の向こうは徐じよ々じよに朱しゆに染まり始めているが、周囲はまだ薄うす暗ぐらい。その薄暗さに同化するように気配を殺し、響ひびく歌声の中、俺は岩場の上に到とう達たつし、歌い手の背はい後ごに回りこむ。


　歌っているのは、予想通り女だった。


　こちらに背を向け、広がっている遥はるか地平の朱色に向かい、切々と同じ歌を歌っている。


　暗くてよく見えないが、そこにいるのは、どうにも見覚えのない風ふう貌ぼうの女の様だった。


（何者か知らんが……生いけ捕どりにさせてもらう）


　気配を消したまま、ゆっくり女の背中に向かって足を踏ふみ出す俺。


　が、マヌケなことに、その瞬間だった。


　ぱきっ。唐突に、足元から、無駄に小気味いい乾かわいた音が鳴なり響いた。


（しまったぁ……！）


　足元に、何か小枝のような物が落ちていたらしい。


「!?」


　そして当然、歌っていた女は、その音に気づいてしまった。


　猛烈な勢いで、女がこちらへ振り返る。


（う……!?）


　するとその瞬しゆん間かん、俺は少したじろいでしまった。


　夜明け前の星明りの下、振り返った女は、神秘的で、どこかこちらを圧あつ倒とうするような美しさを持っていた。


（ま、惑まどわされるな……。奴やつを捕とらえるんだ……！）


　俺は首を振って拳こぶしを握にぎり締しめ、


「お前……誰だ！　こんなところで何をしている!?」


　相手を威い圧あつする為にも、めいいっぱいドスの利きいた声で女を詰きつ問もんする。


　すると。


「…………！」


　目の前で女は、困こん惑わくしたように重く沈ちん黙もくした。


　その瞬間だった。


「ん……!?」


　俺は、思わず目を見開いた。


「あれ？　お前……！」


　驚きよう愕がくした。薄暗さと、なんとなく神秘的な歌＆雰ふん囲い気きに[image: ]のまれて、目の前の女を見知らぬ女だと判断してしまっていたが……冷静に見ると、そうではなかった。


「お前、ツバサじゃないか」


　呆あきれた様に、俺。


　そう。目の前に立っていたのは、なんのことはない。ここ一○日ずっと顔をつきあわせているパーティの一人、影かげ子このツバサだったのだ。


「なんだよ、驚おどろかせやがって……。お前こんなとこで何やってんだ？」


　脱だつ力りよくしながら、俺。


　するとツバサは、いつもの要領で自分の影から素早くスケブを取り出し、


『……聞いた？』


　探さぐるような上うわ目め遣づかいで、そう聞いてきた。


「は？　聞いたって？」


『だからつまり。私の声、聞いた？』


「は？　あ……」


　なるほど……俺はいまさらながら、とある発見をしていた。俺、よく考えたら、ツバサの生声聞いたの、さっきの歌が生まれて初めてだ。今までずっとスケブ筆談で会話していたからな。


　しかし、さっきの歌声がコイツの地声だとすると……こいつ、意外に綺き麗れいな声してるんだな。正真正銘、宝の持ち腐ぐされだが……。


「お前の声……まぁ、聞いたといえば聞いたぞ。それがどうした？」


『そう。聞いたの』


　淡たん々たんと頷うなずきながら、ツバサ。


『ならば残念ながら一族の掟おきてにより、私は死ななければならない』


「え？」


『さよならグレン・ユーク。お姉さまによろしくお伝え下さい』


　そういうとツバサはスケブを足元にドサリと落とし、その流れで自分の影に手をつっこみ、鋭するどく光る小剣を取り出し、それをゆっくり両手で自分の喉のど元もとに押し当てた。


「い、いやいやいやいや!?　待てい！」


　はしっ！　俺は慌あわてて、ナイフが握られていたツバサの両手を摑つかむ。


『放はなして。私は死ななければならない』


　俺は驚愕した。ツバサはこの体勢にも拘かかわらず、どういう意地なのか、なんとブーツを脱ぬいで、足の指にペンを挟はさんで強ごう引いんに筆談を開始した。何考えてんだこのアマ!?


「お、落ち着け！　何も死ぬことはないだろう!?」


『駄だ目め。死ぬしかない。それが私達の掟。それにあなたに声を聞かれたということは、あなたにお風ふ呂ろを覗のぞかれたようなもの。そんな屈くつ辱じよく耐たえられない。


　後生だから死なせて、覗き魔まグレン』


「誰が覗き魔グレンだコラッ！　どさくさに紛まぎれてヤバいあだ名つけんな！　クソ、どうすりゃいいんだ、この状じよう況きよう……!?」


　俺は悪あく態たいをついた。


　ナイフを喉につきつけようとするツバサと、それを止めようとする俺。なんとかツバサの腕うでは動きを止めてはいるが、見かけによらずツバサは力が強く、ナイフを取り上げている余裕はない。状況は膠こう着ちやくしていた。


　こ、こうなったら……！


「おい。本当に死ぬのか？」


　俺はツバサに改めて問うた。


　ツバサは頷く。


『死ぬ。断固死ぬ。私にとって掟は絶対』


「ロザリーよりもか？」


　ぴくん。予想通り、最後の切り札ふだであるその名前を出した途と端たん、ツバサの眉まゆが微かすかに動いた。


「お前が死んだら、ロザリーが悲しむぞ？　それでも死ぬのか？」


『……それは』


　若じやつ干かん迷まよいが生じたのか、無表情のまま、しかし今までよりやや遅おそい筆速で答えるツバサ。


「お前にとって一番大事なのは、掟か？　ロザリーか？」


『……それはお姉さま。影子にとって、最優先なのは、常に主の笑顔』


「だったらやっぱり死んじゃダメだろ。だいたい、主人がいるのに、主人の許可もとらず自決していいのか？」


『……確かによく考えたらダメ。私は、私の命も含ふくめてすべてお姉さまの所有物。私が勝手に捨てるわけにはいかない。私が間ま違ちがっていた』


　からん、とあっさり持っていたナイフを捨て、相変わらず無表情のまま自決を取りやめるツバサ。


　ふう……なんとか説得成功。コイツは、あんまり感情とかなさそうな分、理り屈くつで納なつ得とくしさえすれば、こっちの要求を聞き入れるようだ。


『自決は、後でお姉さまに確認してからにする』


　拾いなおしたスケブにペンを走らせ、そう宣言するツバサ。


「そうしろそうしろ。まぁ一二○％自決の許可は出ないだろうがな……」


　嘆たん息そくしつつ、俺はそう答えた。まぁ、これで一応大だい丈じよう夫ぶだろう。まさかロザリーが自決にＧＯサインを出すわけもないしな……。


「それでお前。こんな時間からこんなトコで何やってるんだ？」


　問題はそこだった。俺は聞いた。


「…………」


　ツバサは一瞬考えるように小首を傾かしげた後、


「《向こう》を見ていた』


　先程まで見ていた方へ振り返りながら、そう答えてくる。


「向こう？」


　俺はその言葉につられ、ツバサの見ている方向を見た。


　ツバサが見据えているのは、遥か地平線と、その周囲の闇やみを徐々に紅あかく塗ぬり替かえていっている、目覚めたばかりの太陽。


「向こう……というと、南東か。南東の方角に、なんかあるのか？」


　不思議に思い、俺は聞く。


『故こ郷きよう』


　するとツバサは、二文字で簡かん潔けつに答えてきた。


「故郷……？　ログレスの市街はそっちの方角じゃないぞ」


　俺はツバサが指した方向と三○度ほど違ちがう方角──南を指差す。俺達は、ログレス市街からガイストに北上するように旅しているので、故郷といえる場所はここからだと南の方角に位置しているはずだった。


「というか、故郷を思い出すにはまだ早すぎないか……？　俺達、まだ、ログレスから出てもいないんだぞ？」


『違う』


　と、ツバサは、おれの指し摘てきを否定。


『そっちの故郷ではない。一族の故郷』


「あっ」


　ツバサのいわんとしていることを理解し……俺は思わず声をあげた。


「そうか。影の国か」


　こくり。俺の声に、ツバサは小さく頷いていた。


　そうだ……何な故ぜ今まで気づかなかったんだろう？


　ツバサ達一族、《影子》は、八国の国交が断絶する前、影の国《クロクワ》から、傭よう兵へいの国《ログレス》へ移住してきた一族の末まつ裔えいだ。


　つまり影の国《クロクワ》は、ツバサにとっては、自分の祖先が住んでいる筈の国。……そりゃ何らかの想いがわいてもおかしくはない。


「そうか……影の国は、確かにこっちの方角だな……」


　俺はツバサの見据える南東の方角を見ながらいった。


　ログレスとクロクワは、ガイスト、そしてその隣となりの罪の国《タイラント》、さらに隣の金の国《ネゴシャン》を挟んでちょうど大陸のほぼ対角の位置に存在している。


「……やっぱり気になるのか？　一族の故郷は」


『…………』


　俺の質問に、ツバサは律りち儀ぎに……三点リーダを表示した後、三秒ほど小首を傾げて考え、


『……私達は、自分達が何故ログレスで暮くらしているのか。その理由を知らない』


　ふと、そんなことを答えてきた。


『私達の祖先も、暮らすなら、自分達の故郷のクロクワが一番よかった筈はず。しかし私達の祖先は、故郷を離れ、ログレスへ移住した。その理由が、故郷を追われてやむなくだったのか、それとも、ログレスとクロクワ、二国間でなんらかの取り決めがあって移住したのか……本当の理由を、私達は知らない。それに関する記録を、何故か我わが一族は持ち合わせていない』


「ほーう……」


　それは……中々興きよう味み深い話かもしれない。俺は声を漏もらす。


『移住について唯ゆい一いつ手がかりとして残されているのは《歌》だけ』


「《歌》……？　さっきお前が歌っていたやつか？」


『そう。代々伝えられている歌』


　ツバサは頷き、スケブにカリカリとペンを走らせ、その内容を俺に見せてきた。


　どうやら、さっき歌っていた曲の歌詞を書いたらしい。


　スケブには、こんな内容のことが書かれていた。


『よるをさまようおまえはいぬ　　らくえんもとめてさまよういぬ


　おまえにいえはないだろう　　　おまえにはかはないだろう


　しかしおまえはいつかとどける　つきのひかりにみちびかれ


　えみのかぎをくさにとどける　　ほこりたかきおまえはいぬ』


「……なんだこれ。いぬ……？　犬の歌？」


　俺は聞くが、ツバサも首を傾げる。


『しらない。ただ、この歌には、私達がログレスで暮らす理由が記しるされている、らしい』


「ふーん……」


　夜を彷徨さまようだの、墓はないだの、こんな陰いん気きな歌が、ねぇ……。


『でもこの歌も、今では解読できる人間は一族に一人もいない。つまり、何故私達の祖先がログレスに移り住んだのか。手がかりは皆かい無む。


　だからクロクワに行き、一族の為ためにも、その情報を得たいという気持ちはある』


　と、スケブを掲かかげ、宣言するツバサ。


「うむ……まぁ、そうだろうな」


『でも、私には、それよりもっと優先すべきことがある』


「ん？」


『お姉さま』


　ツバサは、自分のスケブに、デカデカとそう書き記した。


「ほ、ほう……？」


『私は、お姉さまのお力になる為だけにログレスを出た。それに比べれば、一族の謎なぞも、剣精試練レイダー・ゲームも、些さ末まつなこと。すべて後回しで構かまわない』


　堂々と宣言するツバサ。えぇ……？


「し、しかし、剣精試練レイダー・ゲームやらないと、下手したらログレス滅ほろぶんだぞ……？　それ、些末なことかぁ？」


『些末。些事。お姉さまさえいてくれるなら、別に私は世界が滅びても一向に構わない』


　無表情に断言するツバサ。コ、コイツ、やはり中々イカれてるな……！


「というか、お前……なんだってあの銀ぎん髪ぱつ女にそこまで肩かた入いれするんだ？」


　いい加か減げん不思議に思い、俺は聞いた。


　世界と等価に思えるほど素す晴ばらしい人間か？　あの銀髪女は……。


『お姉さまは、私の人生を変えてくれた』


　疑問に思っていると、ツバサがそんな文面を自信満々に誇ほこらしげに書いて掲げた。


『お姉さまは私の恩人。お姉さまがいなかったら、いまの私は存在していなかった』


「ふーん……」


　そういえば……俺はロザリーとツバサが、いつからの付き合いなのかとか、どういう出会い方をしたのかとか、そういう情報を何も知らないな……。


「具体的に、どう命の恩人なんだ？　お前とあの銀髪女は」


『それはいえない』


　やや残念そうなしおれた文体で、即そく答とうしてくるツバサ。


『その話は、お姉さまの許しが出ないとできない。でも興味が出たなら、許可を取ってでも、あなたにあの時の話をしたい。その話を聞けば、あなたも、きっとお姉さまの素晴らしさに気づくことが出来ると思うから。あなたにも是ぜ非ひ聞いて欲しい』


「そ、そうか……。まぁ、機会があればな……」


　とりあえずそう答えておく俺。


　その話を聞いたからといって、俺がいきなりロザリーの素晴らしさに目覚めるとは到とう底てい思えないが……コイツらの関係に、ちょっとは興味はあるしな。


（しかし、コイツ、サシだと意外に喋しやべるな……）


　俺は、まじまじとツバサの紙の様に白い顔を観察した。


　というか、コイツ、最初会った時は、もっとトリツクシマもないような感じだったように思うが……メグがいった通り、旅をしている間に、お互たがいの間にあった壁かべが少し取り除のぞかれたんだろうか？


　今日だけで、随ずい分ぶんコイツの新情報手に入ったぞ。生声も聞けたし。


「…………」


　未だに理解しきれない部分もあるが、そんなツバサを俺はしげしげと観察。


　するとツバサは、俺の目の前で、なにやら、ぷらぷらと自分の右手首を振ふり始めた。


「？　どうした？」


『やや手が痛い。短時間に文字を書きすぎた』


　ペンを再び足に戻もどし、ツバサはそう報告してくる。


「……だったら素直に口で喋れよ」


　とはいえ、俺にも少し責任はあるか……。今日はかつてないほどの量筆談させてしまった。


「……仕方ない。見せてみろ」


　俺は渋しぶ々しぶツバサの手首を摑つかみ、少し状態を診みてやることにした。


「痛むか？」


　ツバサの細っこく冷たい手首を何箇か所しよか触さわりながら、症状を確認する俺。


「…………」


　しかしツバサは、何故か何も答えない。


「まぁ、パッと見、そうひどく痛めてるわけでもなさそうだが……若干腫はれてるな。念ねんの為、後でディアに少し冷やしてもらえ。せっかくアイツそういう能力持ってるんだから」


　俺は気にせず診断を下したが……


「…………」


　ツバサはやはり、何故か無言。


「…………」


「…………」


「……オイ。なんで無言なんだ」


　いい加減不審に思い、ツバサに文句をいいかける俺。


　が、文句をいおうとツバサの表情を見た瞬間、俺はぎょっと身体を固まらせた。


　ツバサは、相変わらず無表情のままだが。何故かその顔面が、微び妙みように紅こう潮ちようしていたのだ。


「お、おい……どうかしたのか？」


『正確な理由は不明』


　するとツバサは、首を傾げながら、ようやくペンを動かし、返事を返してきた。


『ただ察するに、人生で初めて優しく男性に腕うでを摑まれたので、心しん拍ぱく数すうのコントロールを失い、顔の温度が若干上じよう昇しようした可能性が高い』




[image: ]


「男性に腕……あ！　す、すまん」


　俺は慌あわてて手を放はなし、ツバサから全力で離れた。


　そ、そんなつもりじゃなかったんだが……改めて指し摘てきされると、確かに誤解を招くようなことをしてるな俺。


「わ、悪かった。別に変なイミはないんだ」


『わ、わかってる。変なイミがあっても困る。お姉さまに申し訳がたたない』


　顔を赤面させながら、責めるような目つきでいってくるツバサ。


「そ、そうか…………」


「…………」


　その後俺達の間には、妙に気恥ずかしい沈黙が流れた。


　な、なんなんだこの空気は……！


　誰だれかなんとかしてくれや……！


　心の中で救いを求める俺。


　すると──本当に、その瞬しゆん間かんだった。





「ご主人様ぁぁぁ！」





　いきなり、俺達の背はい後ごから、カン高い声があがった。


「え？…………おおっ!?」


　俺は背後から現れた救世主の姿を認みとめ、思わず歓かん喜きの声をあげた。


　俺の背後から、血相を変えて走って現れたのは、猫耳メイド服人形ディアだった。


「た、大変でございます、ご主人様ぁぁ！」


　そして息を切らせつつ、ディアは俺達の前に到とう着ちやく。


「ど、どうした？」


　助かった。気まずい空気からの解放に、内心ホッとしつつ聞く俺。


「そ、それが、今テントで──」


　そんな俺たちに、ディアはぜぇはぁいいながら、俺の顔を見上げ、そして次にツバサの顔を見上げ事情を説明しようとしたが。


「あれ？　お二人、ご一いつ緒しよだったんですか？　こんな朝っぱらから？」


　どこに引っかかっているのか、ツバサは、不思議そうに首をかしげながらそう呟つぶやいた。


　や、やば……。コイツに変にかんぐられると、またうっとうしいことになる。


「そ、そんなことより、テントがどうした!?　何かあったんだろう、その様子じゃ」


　俺は話題を強引に戻し、ディアに話の続きをするよう促うながした。


　すると。


「そ、そうでした！　あの、今、大変なんです！　テントに、おっきな破片体みたいのが襲おそってきて。いま、メグさんとロザリーさんお二人で戦ってるんです！」


「何ぃ!?」


　ディアの予想外すぎる報告に、俺とツバサは、顔を見合わせた。


「メグさんが、二人じゃ手に負おえないから、お二人を探さがしてきてくれって」


「あの二人で手に負えない破片体……？」


　一いつ般ぱん的に考えて、あの二人は、相当戦せん闘とう能力高いぞ。その二人で手に負えないってことは、戦ってるのは相当手強い破片体ってことだよな……？


『お姉さま！』


　そして予想通りといえば予想通りだが、そんなディアの報告を聞いたツバサは、俺達のことなどもう意識の遥か彼方に追いやったように、弾かれたように一人、テントの方へ駆けて行った。


　主、ロザリーが無ぶ事じかどうか気になるのだろう。


「おし──ディア。俺らも行くぞ」


「合点です！」


　ぴょん、俺の肩かたに乗りながら、ディア。


　ツバサとサシで喋る機会がきたかと思ったら、今度は手ごわい破片体登場。今日は朝から、レアイベント連発だな。


「急ぐぞ」


　緊きん張ちようと興こう奮ふんを身体からだにみなぎらせながら、俺も全速力でテントの方へと走り出した。





　　　　†




「お……おぉ!?　なんだ、あいつは!?」


　応戦中のメグ達に合流した俺は、まず、少し離れた位置──ちょうど俺達のテントの上空あたりに《浮ういていた》、敵の奇き怪かいな容姿に驚きよう愕がくした。


「グレン！　どこ行ってたのよこの一大事に！」


　そんな驚愕する俺に対し、合流したメグがけっこう本気で苛いら立だった声で注意してきた。


　その隣となりにはロザリー、そして俺より少し早く二人に合流したツバサの姿もある。


「わ、悪い。まさかこんなことになってるとは……。それで？　なんなんだあいつは？」


「しらないわよ。アイツ、いきなりテント襲ってきたの」


　顎あごで襲しゆう撃げき者を示しながら、メグ。


　襲撃者は、本当に奇怪な姿形をしていた。


　全長は、一五、六メートルというところだろうか？　金色の人型の身体をしていて、あぐらをかいた姿勢で、ごうんごうんと奇き妙みような音を立てながら、微妙に地上から浮いた姿勢を保っている。


　一番特とく徴ちよう的なのは、顔の数だ。襲撃者は、正面、右斜ななめ後方、左斜め後方と、三方向に向いた三人分の顔を持っており、自分の周囲三六○度を隙すきなく睨にらみつけている。そしてどうやら、腕も三人分、つまり六本あるようだった。六本の腕には、自分の身長と同じくらいの俺達からすれば巨大すぎる剣けんが、しっかり六本握にぎられている。


「見たことない奴やつだな。破片体か？」


「わかんない。もしかしたら違ちがうのかも。なんか人工的だし……。とにかく、アイツが、いきなりテント襲ってきてさ。私らはなんとか逃にげてこれたけど、レインと老師が逃げ遅おくれて、まだテントの中に取り残されてるのよ」


「何ぃ？」


　俺は思わずテントの方を二度見した。レインと老師が取り残されてるだぁ!?


　テントは現在、浮ふ遊ゆうする六本腕のすぐ足元に転がっている。今は無事のようだが、あんな場所にいたんじゃ、六本腕にいつ何をされるか分かったもんじゃないぞ……！


「ったく、どんくさい奴らだな……」


　俺はテントの方を見ながら、舌打ちまじりに呟いた。まぁ、老人と赤ん坊ぼうという恐おそろしく無力なコンビだから、仕方ないといえば仕方ないのかもしれんが……。


「助けに行きたいんだけど、アイツけっこう強くってさ」


　悔しげな表情でいってくるメグ。


「おまけにわたしとロザ、剣精レイダーないし、テント行くに行けなかったのよ。


　だからグレン。あなたとツバサで、まずテントからレインと老師、救出してきてくんない？」


　メグからのいきなりの依頼に、俺とツバサは顔を見合わせた。


　まぁ、確かに、現状自分の剣精レイダーがこの場にいるのは俺とツバサだけだし、それしかないか……。


「……わかった。いいだろう。まず、あの二人を救出しよう。いけるか？　ツバサ」


『余よ裕ゆう』


　ツバサは即答。


「いけるにきまってんだろぉぉ！　こっちはずっとアドレナリン全開なんだよぉぉ！」


　さらに、聞いてもいないのに、ツバサの髪かみの毛の上にのっかってる金きん髪ぱつショートの人形、アイが獣けもののように吠えながら答えてきた。


「わたくしも大だい丈じよう夫ぶですよ」


　そして、俺の肩の上の相あい棒ぼう、ディアもそう答えてくる。全員心の準備はできたらしい。


「──よし。行くぞ！」


　簡かん潔けつに俺は告げ。ツバサと同時に、テント、そして上空の六本腕に向かって走り始めた！





「グレン、気ぃつけてね！　アイツ、あの顔の時、顔から炎ほのお出すから！」


　走り始めた俺達の後方で、メグが、敵の情報を伝えてくる。


　すると、その瞬間だった。


　まるでメグの言葉を待っていたかのように、ゴウッ！　六本腕が、顔面から、炎の塊かたまりを接近する俺とツバサに向かって放射してきた！


『どうする？　私対処しようか？』


　その刹せつ那な、聞いてくるのはツバサ。お前、こういう状じよう況きようでも、あくまで筆談なのな……。「いや。俺がやろう」


　俺は短く宣言。


「行くぞ、出番だディア！」


「はいな！」


　ボンッ！　慣なれたもんで、俺の声に呼応し、肩の上のディアが即そく座ざに変化。今までディアがいた場所に、氷河をそのまま研とぎ澄すましたような、浅あさ葱ぎ色いろの寒々しい剣が一本出現する。


　俺は走りながらその剣を摑つかみ、


「凍こおれ！」


　俺達に吹ふき付けられた炎の尖せん端たんを斬きり払はらった！


　するとその瞬間。ピシィ、と張はり詰つめた音が鳴なり響ひびき、ぴしぴしぴしぴし──次の瞬間には、目の前まで押し寄せていた炎の塊が、あっという間に氷の塊へと変化していく。


《やったぁ！　ご主人様、今日もわたくし絶好調です！》


「アホウ。調子に乗るな。すぐ第二陣じん、三陣がくるぞ！」


《り、了りよう解かいです！》


　脳内で慌あわてて叫さけぶディア。そして次の瞬間には、予想通り炎の二陣、三陣が襲い掛かかってきた。俺とディアは、その度たび、剣を振ふるい、片かたっ端ぱしから炎を氷の塊に変えていく。


（よし……行けそうだな）


【斬ったものを、強制的に凍らせる】──それが俺の剣精レイダー、オブシディアンが剣形けい態たい時に発はつ揮きすることができる、固有の特とく殊しゆ能力だ。


　俺は、国内で他にも『雷刀スピネル』『巨人の槍バンデツトゲート』『炎帝の槍フアイアーゲート』『女王の鞭ブラツクダイアモンド』といった能力を、他の剣精レイダー使いから戦利品として獲かく得とくしていたが、結局『氷剣オブシデイアン』を、とりあえず《主戦能力》に設定することにしていた。ちなみに、最初から持っている能力を主戦にしたのは、他の三人も同じだ。やはり初期能力が一番使い慣れているし、俺の場合特に『氷剣オブシデイアン』は、旅をする上でいろんな場面で使い勝手がよさそうだからな。


《ご主人様！　この戦いにちゃんと勝ったら、相棒ポイントいただけますか？》


　そんな中。そのディアが、脳内でいきなりそんなことをいいだした。


「え？　あ……あぁ。そうだな」


　完全に忘れていた……。そういやそうだったな。


　俺はなんだか照れくさくて嫌なのだが。ディアは、何故か《俺の相棒》という肩かた書がきを異常なほど欲しがっているので。俺は仕方なく、今後活かつ躍やくに応じ相棒ポイントを進しん呈てい、それが二○万ポイントを越こえたら相棒として認める──みたいな約束を、遥はるか昔、コイツにしたのだった。


《今回は勝ったら何ポイントいただけますか？》


　さらにつっこんで聞いてくるディア。


「そ……そうだな」


　そういや……いま、累るい計けい、何ポイント貯たまってるんだっけか。最近ポイントの話してなかったから、もう完全に忘れたぞ。とはいえ、多分ディアは累計ポイントをがっつり覚えてるだろうし……下手に大量点与あたえて、相棒昇しよう格かくになっても困るよな……。


「と、とりあえず……今回は五○○だ」


　ひとまず、様子見で、適当にいってみる俺。


《えぇ～!?　なんか低くないですか？》


　するとディアはあからさまに不満の声をあげた。


　ウッ……。普ふ段だん、もっとやってたんだっけか？　けっこういい加減にやってたからな。


「も……もちろん、それは基き礎そ点だ。これからの頑がん張ばりによって、その点は何倍にも、何十倍にも膨ふくれ上がるぞ？」


　慌ててとりつくろうように、補足ルールを継ぎ足す俺。


　すると、その瞬間だった！


《ほ、ほんとですか！　よーし……がんばるゾ！》


　キュウイイイイイイイ！　ディアのモチベーション向上と共に、輝かがやきを増すオブシディアン。こんなんでいいのか……よし、これからも、このエサでこいつを釣つろう。


　というわけで、さらに調子をあげてきたディアの能力を利用し、敵の炎を全て無効化しながら、俺は順調にテントとの距きよ離りを縮めていった。


　が。


　ギギギギギギ──そんな中、テント上空の六本腕うでが、金属が軋きしむような音を鳴らしながら、剣を握ったままの腕を一本上空に振り上げ、


　ズッガァァァァァ！


　思いっきり俺達に向かって振り下ろしてきた。


「うおおおお!?」


　その一いち撃げきは、六本腕の巨体にみあった、凄すさまじい破は壊かい力だった。


　俺とツバサは、剣による直撃は回かい避ひしたが、巨きよ大だいな柱のような剣が地面を抉えぐった瞬しゆん間かん、強烈な衝撃波が発生。その衝撃波をモロに浴び、俺達は地面の上をゴロゴロと吹き飛ばされる。


「オ、オイオイ、せっかく炎かいくぐったのに、接近戦も超ちよう強いじゃないか……！」


　慌てて立ち上がり、目前まで近づいたテントから一いつ旦たん後退、やや離はなれた位置で俺は悪態をついた。


　さすがにあの攻撃は凍らせられないぞ。あんなもん受け止めたら、その場で俺とディア圧死するわ。


『選手交代する？』


　手をこまねいていると。隣で、ツバサが、スケブを介かいしてそんな提案をしてきた。


「ん？　いけるのか？」


『たぶん。あの相手と接近戦やるなら、私達のコンビのほうが嚙かみあうと思う』


「そういうこと。ネクラ男とお節せつ介かい女は引っ込んでな！　オレ達がソッコーでケリつけてやるからよ！」


　パキポキと器用に指をならしながら吼ほえているのはツバサの頭上のアイ。


　チッ、何でコイツはこんな口悪いんだ……！　まぁいい。確かにコイツらのコンビなら、あの六本腕とも真正面からガチンコで接近戦できるだろうしな……！


「……よし。それじゃ、お前らしばらくアイツひきつけとけ。その間、俺とディアでレイン達救出しとくから」


『了解』


「救出するまでもねーと思うけどな……その前にどーせ秒殺しちまうだろうし」


　ニヤリと好戦的な笑みを浮うかべながらアイ。その自信過か剰じようぶりが、いい方面に作用するといいがな。


『それじゃ行くけど。いい？　アイ』


「あぁん？　誰だれにモノいってんだ!?　とっくに準備できてるにきまってんだろ！」


『なら作戦開始』


「おうさっ！」


　ゴウッ！　瞬間、ツバサの合図に従い、アイがその姿を武器に変化させた！


　アイが変化し、ツバサの頭上に現れたのは──鍛か冶じ屋やなんかが武器を打つ時両手で振り回していそうな、全長一メートル弱はあるであろう、大振りな黒い金かな槌づち。


　その大金槌を、一時的に片手で摑み、


『行ってくる』


　器用に、わざわざ事前に書いてあったスケブの一ページを俺に見せてから、ツバサは大金槌を両手に持ち直し、そしてそのまま六本腕に向かって飛び掛かかっていった。


　すると当然六本腕は、性しよう懲こりもなく近寄ってきた虫を叩たたき落とすかのように、さっき振り下ろした腕とは違ちがう腕と剣けんを、飛び掛かるツバサに向かって豪ごう快かいに振り下ろす！


　それに対し、ツバサは空中で大金槌を構え、そしてそのまま剣を迎むかえ撃うった。


　大きさだけでいえば、六本腕の剣とツバサの大金槌は、一○倍くらいサイズが違う。


　しかし、次の刹那、


「お……おお！」


　ギィィィン──！　鋭するどい武器交差音と共に、俺達の目の前には、常識を覆くつがえす光景が広がっていた。


　六本腕の剣は、空中で、ツバサの大金槌に受け止められていた──そしてそれだけではない！


　しゅるしゅるしゅるしゅる──次の瞬間、六本腕の大剣が、そのまま猛もう烈れつな勢いで、まるで大人が赤子になるように一気に縮んでいく！


　そのまま一秒も経たたないうちに、六本腕の剣は、人間が針はり仕事に使う針より小さくなり、俺達の肉にく眼がんでは見えなくなった！


《さ、さすが大口叩たたくだけのことはありますねぇ……！》


　手の中で、ディアが感心と不満、両方を感じさせる口調で呟つぶやいている。


　確かに、アイの能力は、大口を叩くだけの価値があるものだった。


【叩いた物の大きさを、自由自在に変えられる】──それがツバサの剣精レイダー、『化猫の槌キヤツツアイ』が持つ固有の特殊能力だ。


　あの能力なら、いくら相手が大きかろうが関係ないし、うまくことが運べば、アイの宣言通り、秒殺で戦せん闘とうを終わらせることも可能だろう。


　が、俺にはあの六本腕との戦闘が、そんなに甘い展開になるとは到とう底てい思えなかった。


　そしてそれは、どうやらアイの主であるツバサも同じようだ。振り下ろされる二本目の腕を迎え撃つ直前、ツバサはチラッと俺にテント行きを急ぐよう促うながすような目線を送ってきた。


《ご主人様！　早くしないと時間切れになるんじゃないですか!?》


「わかってる！」


　いわれるまでもなく、俺はディアを改めて握りしめ、テントの方へ向けて走り出した！


　便利な《キャッツアイ》の能力だが、あの能力には、幾いくつか制限があった。


　まず、対象の大きさを変化させていられる時間は、《一分》が限度ということ。


　そして、一度大きさを変え、その後元に戻もどった対象には、それ以降アイの能力が効力を発揮しなくなるということ。


　つまり、たとえせっかくキャッツアイで戦闘相手を小さくして、圧あつ倒とう的てき優位に立っても、その一分で勝負をつけ損そこねれば、その後キャッツアイは、何も出来ないただの大金槌になってしまうのだ。


　今も、ようやく六本腕の剣の一本を小さくしたが、一分後にはあの剣は元の大きさに戻るし、それ以降あの剣の大きさを変えることは出来ない。


　ツバサが六本腕本体まで辿たどり着き、本体を小さく出来れば勝ち目もあるだろうが、ツバサ一人であと五本ある剣をかいくぐって本体まで突つっ込こむのは至し難なんの業わざに思えた。


　だからその前に、キャッツアイの効力が残るうちに、レインと老師を救出しなければならない！


　というわけで、ツバサが六本腕の剣を、必死に引きつけている間。


　俺は全速力で走り、そして、無ぶ事じテント前に到とう着ちやくした。


「よし……！」


　テントに辿り着いた俺は、早速横よこ倒だおしになっていたテントの入り口から飛び込み、中の捜そう索さくを開始。


　幸い、テントの中に取り残されていた二体の剣精レイダーはすぐ見つかった。


　レインと老師は、気絶したまま、テントの隅すみっこに転がっていたのだ。


　俺は慌あわてて二体を回収、左ひだり腕うでで抱かかえこむように持つ。


（いける──後はここから離れるだけ）


　作戦成功を確信する俺。


　が、その瞬間だった。


「グレぇぇぇン！　急いで！」


　テントの外から、メグの声が突如聞こえてきた。どうやらメグもこっちに向かってきてるらしい。


「グレン、狙ねらわれてるよぉぉぉ！」


「なにっ!?」


　狙いをツバサから俺に変えたのか!?


　俺はメグの言葉を聞き、慌ててテントから脱だつ出しゆつ。


　すると、次の瞬間、間かん一いつ髪ぱつだった。


「うおおお!?」


　俺がそのテントから転がるように出た瞬間、テントに六本腕の剣が振ふり下ろされ、


　ズッガァァァアァァァ！


　テントは完全に圧壊！


　そして俺自身も、至し近きん距きよ離りに振り下ろされた大剣の衝しよう撃げき波はと、飛び散る岩がん盤ばんの雨を喰くらい、思いっきりその場から吹ふき飛ばされた。


「ぐぅっ……！」


　ごろごろと地面を転がった後、俺は六本腕の追撃を受けない為、その場で即そく座ざに立ち上がり移動を開始。


　が、それだけ急いだにも拘らず、敵に狙いを定さだめるのに十分な時間を与あたえてしまっていたらしい。


「なっ……！」


　俺の頭上では、六本腕が、じっと俺を凝ぎよう視ししていた。


「や、やば……！」


　慌てて俺はその場から退散しようとしたが──なんということだ。さっきの衝撃波で、予想以上にダメージを喰らっていたらしく、思ったように足が動かない。


《ご、ご主人様！　早くここから離れないと！》


「わ、わかってる……！」


　いいつつ、俺はもう一度自分の足に力を込めてみるが、結果は同じ、俺の両足はまったく動かなかった。そして当然、敵はそれを見み逃のがさない。


　六本腕は、スッ──俺に狙いを定め、静かに腕を一本振り上げた。


　が。


「グレぇぇン、貸して！」


　──その瞬間だった。


　いきなり、背はい後ごから声。


　見ると、メグだった。メグが、こっちに向かって走りながら叫さけんでいる。


「グレン！　レインを！　レインをこっちに投げて！」


「はぁ!?」


　俺は困こん惑わくした。何な故ぜこのタイミングでレインを!?


「いいから、早く！」


「くっ──！」


　わけがわからないが、ブンッ！　とにかく俺はいわれるがまま、メグに向かってレインを放り投げた。


　そして我われながらナイスコントロール、レインは見事にメグに向かって飛んでいき、メグは走りながら、その飛んできたレインをキャッチ。


「レイィィィィン！　起きてぇぇぇぇぇ！」


　さらにメグは、そのまま手の中のレインに絶ぜつ叫きようした。


「……………ＺＺＺ」


　しかしレインは、枕まくらを自分のヨダレまみれにし、寝ね息いきを立てたまま、ぴくりとも反はん応のうしない。


　ていうかアイツ……気絶してるんじゃなくて、寝ねてただけなのかよ!?　この状じよう況きようでなお寝てるって、どんだけ神経太いんだ!?


「レイン、メグお姉ちゃんよ！　お願い、起きて！」


「無む駄だだメグ！　だいたい、今さらそいつを起こしてどうなるっていうんだ!?」


　俺、メグ、ツバサ、ロザリー……四人が持つ四体の剣精レイダーの中で、俺はレインの能力だけは未いまだに見たことがない。なんせ奴やつは旅を始めて一○日、ひたすら惰だ眠みんをむさぼり、メグの甘やかしもあって、一度も目を覚ましていないからだ。


　そんなレインが、この状況を打破できる凄すごい能力を持っているとは思えない。


「それより、こっち来んな！　お前も死ぬぞ!?」


　俺はメグに叫ぶ。


「レイン！　レイン！」


　が、メグは俺の声を聞いちゃいなかった。こっちに向かって爆ばく走そうしながら、ひたすらレインを呼び続けている。


《ご主人様ぁ！》


　そんな中、脳内にディアの悲痛な叫び声が響きわたった。俺はハッとなって頭上を見上げる。


　嫌な予想は的中した。俺が目にしたのは、六本腕が、無情にも手の中の大剣を俺達に向かって、いままさに振り下ろし始めたところだった！


（お、終わった……）


　動かない足を引きずりながら、呆ぼう然ぜんと自分に迫せまり来る大剣を見上げる俺。


　が。


「どいて！」


　いきなり横でそう叫ばれ、どん、とメグに突き飛ばされたかと思うと。


　ズッガァァァァァァァァァ！


「お……おぉぉ!?」


　次の瞬間──俺の目の前では、驚きよう愕がくの展開が巻き起こっていた。


　六本腕の大剣は、ちゃんと、俺達に向かって振り下ろされていた。


　しかし、俺も、そして俺の前に躍おどり出ていたメグも、今のところ五体満足、死んじゃいない。それは何な故ぜか？


　答えは簡単。メグが、いつの間にか出現させていた、自分の身みの丈たけよりも大きい、血の様に赤い巨きよ大だいな大おお鎌かまで、なんと真っ向から、自分達に振り下ろされた六本腕の大剣を、地面で足を踏ん張りながら受け止めていたからである。
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　いや、それどころか。


「でぇぇぇい！」


　メグが鼻息荒あらくそう叫び、大鎌をフルスイングすると、


　ブンッ！　大剣は、六本腕の腕から弾はじき飛ばされ、そのまま数十メートル離はなれた地点まで吹き飛んでいく。


　しかも、なんと、それで終わりではなかった！


「おうりゃあああ！」


　メグは裂れつ帛ぱくの気き迫はくを込めてそう叫ぶと。


　十五、六メートルはあるであろう、空中の六本腕の顔面の高さまで、


　そのまま、ふわりと身軽に飛び上がり、


「だだだだだだだだだだだだだだぁ！」


　そのまま、目にも見えない光速の連打で、六本腕の顔面を素手でメッタ打ちにし始めた。


「な……はぁ!?　お、おいおいおいおい!?」


　俺はその非現実的すぎる光景に、さすがに目を疑った。


「だだだだだだだだだだだだだ！」


「いやいやいやいや!?」


　俺の困惑などつゆ知らず、メグの嵐あらしのような猛もう攻こうはその後も圧倒的に続き、


「ほわちゃぁああああ！」


　バキッ！　シメに繰くり出されるは、空中後ろ回し蹴げり。その一いち撃げきを喰らい、六本腕は、こらえきれないように一〇メートルほど吹き飛ぶ。


「どーだ！」


　そんな中、すたんっ。俺の目の前に、メグがコブシを握にぎり締しめながら着地した。


「い、いやいやいや。お前、何？　なんなの!?　バケモノだったの!?」


「ちょ、こんなか弱い女子捕つかまえて、誰だれがバケモノよ、誰が！」


　頰ほおをふくらませながら、ぶんっ。俺をいつもの調子ではたこうとするメグ。が、嫌いやな予感がして、俺は無意識に横にステップしてそれを全力回かい避ひ。そして、それは正解だった。


　俺をはたこうとして、そのまま行き場を失ったメグの手は、俺の後ろにあった、硬かたい、大きな岩の塊かたまりに直撃。


　ドッガァァァ！　次の瞬間岩石は、俺の身代わりに、木こっ端ぱ微み塵じんに圧あつ壊かいした。


「こ──殺す気かテメェェ!!」


　さすがに俺は涙なみだ目めでメグに摑つかみかかった。一歩間違えば、俺が岩石君と同じ運命を辿たどるところだったぞ!?


「ご、ごめんごめん。わたしも、三週間分のレインの力解放したの初めてだから、加か減げんわからなくてさ」


　自分でもビックリしたように、頭をかきながらメグ。


「はあ？　三週間分のレインの力？　どういうことだ？　その馬ば鹿か力、レインの能力なのか？」


「そ。【寝ね溜だめした時間に比例して、使用者の身体能力を倍化する】。それが《滅亡の鎌イレイザーレイン》──レインの固有能力なの」


　誇ほこらしげに説明するメグ。はぁぁ!?


「ね、寝溜めした時間に比例して身体能力倍化……!?　な、なんだそのファンシーなのかバイオレンスなのか分かりづらい能力は……」


　脱だつ力りよくしながら愕がく然ぜんと呟つぶやく俺。


「あのねぇ。馬鹿にしてるけど。この能力、案外使いこなすの頭使うのよ？」


　するとメグは憤ふん慨がい気味にいい放った。


「起きてもレイン、寝溜めした分のエネルギーすぐ使い切っちゃうし。そうなったらレイン、武器形けい態たい解かい除じよして、勝手に寝ちゃうのよ？　次いつレインがおネムになるか、こっちは見極めるのに命がけなんだから！」


「し、知るか……」


　そんな文句、俺にいわれても困るわ。


　しかし……俺はまじまじとメグの腕の中のイレイザーレインを見る。


　まさかあのガキんちょに、あんな破は壊かい的な能力が備そなわっていたとは……。


　そう考えると、相手の大きさを自在に操あやつるツバサの《キャッツアイ》といい、寝溜め時間に比例してあそこまで使用者を強くする《イレイザーレイン》といい……意外にウチのメンバーが使ってる剣精レイダーの能力、変わりダネ多いんだな。


「むしろ、斬きったものを凍こおらせるだけのディアとか、けっこうプレーンで地味な部類の能力なのか……？」


　思わず、口に出して呟く俺。


「いや……一番地味なのは、間ま違ちがいなく私の能力だろう……」


　すると背後から、いきなり、やや落ち込み気味の声が聞こえてきた。


　俺、そしてメグは、慌あわてて背後を振ふり返る。そこにいたのは──銀ぎん髪ぱつの女、ロザリー。そしてその隣となりには、さっき突とつ然ぜん姿をくらました、ツバサの姿もあった。


「おお！　お前ら、無ぶ事じだったのか！」


『謝しや罪ざい。あなたがテントから出てくるまでは六本腕を引き付けておくつもりだったが、アイが途と中ちゆうで息切れして、作戦実行が困難になった』


　スケブで謝あやまってくるのはツバサ。


「し、しゃーねーだろ。あの剣、デカすぎるんだよ！　あれぜんぶ縮ちぢめるなんて、ぜってー無理だよ！」


　そのアイは、ツバサの頭上で、ぜぇぜぇいいながら、大の字になって文句を垂たれていた。


　いや、お前が秒殺するとか勝手に大口叩たたいてたんだろうが……。まぁ、無事でよかったが。


「しかし、アイが息切れした状態で、よくアイツから逃にげ出せたな？」


『それは、お姉さまがサーペンティアンで助けてくれたから！』


　鼻息荒く、ロザリーを見上げながら答えるツバサ。


　ああ、なるほど。俺はなんとなくその光景をリアルに思い浮うかべることが出来た。


　俺はロザリーの剣精レイダー──老師サーペンティアンの能力に関しては、けっこうよく知っている。なんせ俺はログレスの剣精試練レイダー・ゲームで、サーペンティアンを操るロザリーと実際に戦せん闘とうし、その能力に苦しめられた経験を持っているからだ。


　ロザリーの剣精レイダー、『蛇骨の突剣サーペンテイアン』は、武器形態の時、【伸しん縮しゆく自在】の能力を持つ。自由に伸のび縮みできるレイピアのような物だ。それをロープのように巧たくみに操り、ロザリーは相手を翻ほん弄ろうする。


　その能力を使い、ロザリーは遠えん距きよ離りからツバサを救出したのだろう。


　剣精レイダーの能力を活いかした、ロザリーのお手て柄がらだ。


「はぁ……」


　が。手柄をあげたハズのロザリーの顔色は冴さえなかった。


「なぁグレン・ユーク……」


「ん？」


「今日、みなの戦いを見ているうちに、ふと思ったんだ。【斬ったものを例外なく凍らせる】【叩いた物の大きさを、自由自在に変えられる】【寝溜めした時間に比例して、使用者の身体能力を倍化する】。


　お前らの剣精レイダーの能力は、華はながあっていいよな……」


「……は？」


「それに比べて、老師の能力……【伸縮自在】……。なぁ。なんで私の能力だけ、こんな地味なんだ？」


「…………」


「なんで私の能力だけ、四文字で説明できてしまうんだ？　何な故ぜ私の能力だけ、明らかにサブキャラクターが使いそうな能力なんだ？」


　自じ嘲ちよう気味に笑いながら呟くロザリー。


「…………」


　その質問に答えられる人間はこの場に皆かい無むだった。


　人形形態の時は、老人で。武器形態の時は、地味に【伸縮自在】。


　……確かにロザリーって、なんか基本剣精レイダー関係ツイてないな……。


『お姉さま。縁えんの下の力持ちも、チームには必要でございますよ？』


　ツバサが必死にスケブでフォローしようと頑がん張ばっているが、そのスケブで、さらにロザリーが落ち込んでしまったのはいうまでもない。





　　　　†




　とまぁ、テンションを上げる者、下げる者、様々いたが……。


　四人全員が剣精レイダーの力を解放した俺達は、自分でいうのもナンだが、圧あつ倒とう的てきに強かった。


「ウグォォォォォン……！」


　メグに蹴り飛ばされた六本腕うでは、俺達から十数メートル離れたその場所で、初めて声のようなものを出して咆ほう哮こうすると、


　ゴオオオオオオオオ！


　俺達に、さっきまで見せていた顔とは違ちがう面の顔を見せ、そこから、なんと今度は吹雪ふぶきを竜巻状に放出してきた。


　が。


　火か炎えんだろうが吹雪だろうが、はたまた雷らい撃げきだろうが俺には関係ない。


「ふんっ！」


　火炎を斬った要領で、俺は今度は吹雪の先せん端たんをディアで横よこ薙なぎにし、そのまま吹雪を一まとまりの氷塊に変えて、ずんっ。その場で斬って落とした。


　するとそれを合図にしたように、俺の背はい後ごに控ひかえていたツバサが素す晴ばらしい身のこなしで俺の前に飛び出して、ぶんっ！　その場で唐とう突とつに、手の中の大おお金かな槌づち──キャッツアイを大きくスイングする。


　何故何もない場所でキャッツアイを振ったんだ──と俺は一いつ瞬しゆん不ふ審しんに思ったが、その謎なぞはすぐに解とけた。


　ツバサがキャッツアイをスイングした瞬しゆん間かん、カキンッ！　という小さな金属音が鳴り。


　次の瞬間だった。


　ツバサのキャッツアイが、何か小さな金属片の様な物を打ち出し──そして次の刹せつ那な、その打ち出された金属片は、ツバサの少し前方で突とつ如じよ巨きよ大だい化かした。


　巨大化したのは、十字に刃はが組み合わさった影かげ子こ特有の飛び道具──『手しゆ裏り剣けん』！


　巨大化された手裏剣は、そのまま勢いを殺さず、むしろその場でより高速回転し、加速しながら、目標を六本腕に定め飛行してった。


「お、おぉ！」


　なるほど。俺は驚きよう嘆たんした。キャッツアイで手裏剣をインパクトし、大金槌の打ち出す力をもって敵に向かって打ち放つ。同時に対象を巨大化させるキャッツアイの能力も発動させ、そのまま巨大化した手裏剣で敵を攻こう撃げき！　剣精レイダーと剣精レイダー使い、両方の特技を活かしたツバサならではの攻撃だった。


　さらにこの攻撃、反はん則そくじみたことに、どうやら連射が可能らしい。


　カキンッ！　カキンッ！　小気味よいリズミカルな金属音と共に、次々、巨大化された手裏剣がツバサの元から打ち出されていく。


「ガァァァァァァ!?」


　六本腕は、もはや防戦一方だった。六本の腕と剣けんで、必死に巨大手裏剣を打ち落とし、かろうじて自分の身を守っている。


　そんな中。見事、手裏剣に気を取られる六本腕の隙すきをつき、一人の女がさらに六本腕を追おい詰つめるべく行動を開始していた。


　ロザリーである。


「老師！　今です！」


　叫さけぶロザリー。すると、その瞬間だった。


　手裏剣攻撃の間に、地面をつたわせ、六本腕の背後にまで先端を伸ばしていたレイピア形剣精レイダーサーペンティアンが、ロザリーの号令と共に空中に向かって飛び上がり、そのまま六本腕の背後から、ぐるぐるとその顔面に絡からみついた！


「そ、その調子です老師！　ええ！　はい！　わかっています！　地味な剣精レイダーこそ敵に回すと厄やつ介かいだということを世界に思い知らせてやりましょう！」


　戦闘中に何をくっちゃべってるのか知らんが、とにかく鼻息荒あらく叫びながら、ロザリーはそのままさらにサーペンティアンの長さを延長！　猛もう烈れつな勢いで、六本腕の俺達の方を向いていた顔面がサーペンティアンにがんじがらめにされる。六本腕は、いきなり顔じゅうを包ほう帯たいで巻かれた入院患かん者じやのような状態になっているので、完全に混乱状態、あらぬ方向に向かってやみくもに剣を振るっている。


「グレン！　トドメ、行くよ！」


　そんな中だった。


　メグが、いきなりそんなことを叫んだかと思うと。


　ぐいっ。俺の右みぎ腕うでをわしづかみにして──そのまま、レインによって倍化された身体能力を発はつ揮きし、凄すさまじい速度で走り始めた。


「う……おおおおおおおおおお!?」


　あまりの速度と風圧で、ほとんど目も開けていられない。


　冗じよう談だんのような話だが、メグに引っ張ぱられている俺の身体からだは、完全に地面から水平に浮いた状態を保ち続けていた！


「ぐわぁぁぁ！　腕が……腕が千切れる！　どこ連れて行く気だ!?」


「あと二、三秒でつくから、千切れないように工く夫ふうして！」


　エグいことをいいながら、メグはひょい、と軽かろやかに飛び上がり。地上から六本腕の顔面まで続いている、伸びたサーペンティアンの上に着地した。そして俺を連れたまま、六本腕の顔面に向かって、一直線にサーペンティアンの道を駆かけ上がっていく。


「誰だれがトドメさしてもいいけど。ディアの能力は一撃必殺だし、一番確実だからね。任まかせたわよ、二人とも！」


　そしてそう叫ぶと、ぶんっ！　まるで投げ槍やりか何かのように、メグは俺を六本腕の顔面に向かって放り投げた。


「くっ──人をぞんざいに扱あつかいやがって！」


　砲ほう丸がんのように飛行しながら、俺は空中で必死に腕を動かし、なんとかオブシディアンを前方に突つき出し、そのまま六本腕の顔面へ向かって突とつ撃げきする！　六本腕の顔面は、もう目前に迫せまっていた。


「仕方ない……やるぞ、ディア！」


《はい！》


「でぇぇぇい！」


　ズガァッ！　俺達の咆哮と共に、サーペンティアンの隙間から、六本腕の顔面にオブシディアンが突き刺ささる！


　ほどなく、六本腕の全身が、オブシディアンが刺さったところを始点に凍こおり始める──と同時に。


　ぐらり……凍ってコントロールを失ったのか、氷像になりつつある六本腕の身体が、空中で大きく傾かたむいた。


《ご主人様！》


「わかってる」


　このままこいつと一いつ緒しよに落ちて、圧死するわけにもいかない。とはいえ、俺の身体能力では、ここから飛び下りることも、サーペンティアンの上を駆け下りることもできないだろう。


　俺は無ぶ事じ地上に辿たどり着くために、まずはこっちに向かってくれているハズのメグへ少しでも近づく為、傾き落下していく六本腕の身体の上を、全速力で走り始める──




　幕まく間あい







「こりゃあ面おも白しれぇや」


　巨大な六本腕うでの生物に、青い髪かみの男が斬きりかかっている映像が映うつし出されている、四角い箱を見ながら……イガグリ頭の少年が、円形の硬かたそうな菓か子しをバリボリと口にしながら、満足そうな笑えみを浮うかべた。


「へぇ。《巨人ギガント》ですか。また随ずい分ぶん懐なつかしいものが出てきましたねぇ」


　その少年の後ろから箱の画面を覗のぞき込んだ、温和な風ふう貌ぼうの老人が、やはり面白そうに声をあげる。


「ああ。どうやらガイストの連中が、どっからか遺い物ぶつ見つけ出して、ガーディアンとして再利用したらしい」


「《巨人ギガント》も再利用されて嬉うれしいでしょうね。あの回はなんというか、その……」


「クソゲー。だろ？」


「ハハハ！」


　老人は、少年の若い物言いに、楽しそうに声をあげて笑った。


「まあ、ありていにいえばそうです。あまりいい出来ではなかったせいで、やり直しまで早かったですから」


「だーからいったんだよ」


　と、少年。


「あれ、四週目だよな？　国境を塞ふさぐ《巨人ギガント》を倒たおして、国外逃とう亡ぼうする──って設定だったっけ？　無理ありすぎ。どうやって巨人一体で、国から脱だつ出しゆつする人間全員止めるんだよ」


　苦笑しながら少年。


「設定はよかったんですけどねぇ」


「まぁな。八週目も、基本的にはその四週目の流れ汲くんでるし。しかし……」


　と。そこで少年は、ふと真ま面じ目めな表情を作った。


「？　どうかされましたか？」


「いや……つい無む邪じや気きに喜んじまったが。随分、消し忘れの数も蓄ちく積せきされてきてるな、と思ってな」


「……確かに」


　そこで老人も気づき、表情をやや引き締しめた。


「……四週目の遺物が、八週目の連中と顔を突き合わせてること自体、本当は喜んではいけないイレギュラーですものね」


「ああ」


　少年は頷うなずき、


「まあ、いくら俺らでも、どうやったって、完全抹まつ消しようは出来んから仕方ないが……。しかしこれ以上七週目の連中みたいのが増えると、本気でうぜぇからな……」


「……七週目。連中はいま、どこに？」


「さあな」


　少年は肩かたをすくめた。


「またジャミングされて煙けむに巻まかれちまってるし……最後に一いつ瞬しゆん見えたのは、連中が、マギサでウロウロしてるとこだ。


　どうも連中、国内の剣精試練レイダー・ゲーム予選で落ちた奴やつらの中から優ゆう秀しゆうなの選んで、仲間に引っ張り込んでるらしい。最終的には、予選勝ち残った連中にも接せつ触しよくする気だろうな」


「無む駄だなことを」


　冷たい声で、老人は呟つぶやいた。


「……まったくだ」


　少年も冷笑。


「たかが暇ひまつぶしの駒こまが、何を思い上がってるんだか……。まあ……どっちみち、次に見つけた時が最後だ。今度こそ、一人残らず抹まつ殺さつしてやる……」


　目の前の画面を睨にらみつけながら呟く少年。


　画面の中では、青髪の男と赤髪の女が、何やら滑こつ稽けいに言い争っていて。


　最後に、地上でそれを心配げに見上げる、長い銀ぎん髪ぱつの女の表情が、大きく画面に映し出されていた。




　記憶断片メモリーピース②　～告白～







「なんなんだ、こんなところに呼よび出して……」


　不満そうに呟つぶやく、青い髪かみの青年、グレン・ユーク。


「そ、それがその……。ちょ、ちょっと話したいことがあるんだ」


　そのグレンを、その日私は、自分がログレスで一番好きな場所──グレンが最初に私に声をかけてくれた、学校の裏庭へと呼び出していた。


　グレン・ユークに、自分の気持ちを伝える──グレンのことを考えると、顔が熱くなって夜眠ねむれないこととか、学校の帰り際ぎわ、一言二言言葉をかわせるだけでとても幸せな気持ちになることとか、たまにグレンの笑顔を見た時、私が鼻血が出そうになるのをずっと我が慢まんしてることとか──


　とどのつまり。


　グレンに、あ、愛の告白を敢かん行こうするため、私は奴やつを呼び出していた。


「？　話とは？」


「あ、あのな、その……あの」


「……妙みような奴だな。いいたいことがあるならさっさといえ」


　怪け訝げんな顔で、私の顔をのぞきこんでくるグレン。う……。


　グレンは今、私をまったく警けい戒かいしていない、そんなグレンの表情を見て、私は急速に告白する事を躊躇ためらいはじめていた。


　冷静に考えれば──告白する必要なんてあるんだろうか？


　私は、ふと、それに気づいた。


　だって、今私は、十分幸せな日々を送っている。


　会おうと思えば、毎日グレンに会える状じよう況きようだし。実際、毎日のように会って、長い日はお互たがい声がかれるくらい何時間も喋しやべっているし、二人きりで休日を過ごすことなんてもうしょっちゅうだ。


　この状況で、もう十分、私は満足すべきなんじゃないだろうか？


　ここで欲よく張ばって、グレンのこ、恋こい人びとになろうなんてして──もし拒こばまれたら……。


　その瞬間を境にグレンは私の下から去っていくだろう。


　私もそんなグレンを意識し、きっとグレンから距離を置く。


　そうなれば、今の、この幸せな日々を、私は永遠に失ってしまうのだ。


（む、無理だ……）


　頭に浮かんだ絶望的な未来のビジョンは、私の身体に満ちていたファイトを急速にしぼませた。


　耐たえられない。グレンと話せない日々なんて、私には耐えられない。


「そういえば、ここだったな」


　しかし、そんな時だった。グレンが、少し照れくさそうな表情で、周まわりを見み渡わたしながらふとそんなことを呟いた。


「？　ここ、とは……？」


「つ、つまり……俺が初めて、お前に声をかけた場所だよ」


　ぶっきらぼうな口調でいうグレン。


「え!?　お……覚えていてくれたのか？」


「ま、まぁな」


　やはりぶっきらぼうに、グレン。


「……あの時、なんでもないような顔でお前に声かけたフリしてたけど。実はけっこう、緊きん張ちようしてたからな。なんとなくお前とは波長があいそうな気はしてたけど……仲良くなれる保証なんてないわけだし。ま……今となっちゃ、あの時勇気出して声かけといてよかったけどな。おかげで、最近、けっこう楽しいし」


　さらにグレンは、顔を真っ赤にしながら、そんな気持ちを私に打ち明けてくれた。


「うぅー……！」


　その瞬しゆん間かん。私の視界は、急激にぐにゃりと歪ゆがみ。鼻の頭が熱く、ツンと痛んだ。


「お前……ばか……お前……そんなこというなよぉ……」


　グレンの思わぬ告白に、私は、あやうく、泣きそうになっていたのだ。


　グレンの言葉は、涙なみだが出そうなほど嬉うれしかった。私と仲良くなれたおかげで、最近楽しいだなんて。これほど、自分を肯こう定ていしてくれる言葉を、私はかつてかけてもらったことがあるだろうか？


「お、おい……まさかお前泣いてるのか？」


「だ、だって……グレンがそんなこというから……」


「大げさな奴だな……」


「大げさなんかじゃない！」


　私は、自分でも予想外なくらい、きっぱりとした口調でそういった。


　グレンの言葉が。しぼみ始めていた私の気持ちに、大きく、チカラを与あたえてくれた。


　グレンは、自分の気持ちを正直に吐と露ろして、私に幸せをくれた。


　私だって……私だって、自分の気持ちを伝えて、グレンを嬉しい気持ちにしたい！


「グレン・ユーク！」


　私は顔を真っ赤にしながら、勇気を振ふり絞しぼって全身全ぜん霊れいで叫さけんだ。





「私は……お前のことが好きだ！　私は、お前と、一生一いつ緒しよに生きていきたい！」





　シン──


　その瞬間。人類が、この世からすべて消え去ったのか──と思えるくらい、耳が痛くなるような静寂が私の周りに広がった。


　あうあうあう……。瞬間、私は、泣きそうになった。


（しまった──やっぱりいうべきじゃなかった！）


　心の中で。私は滝たきのように涙をこぼした。


（やっぱりダメだったんだ！　ああ、なんで私は我慢できなかったんだろう!?　だいたい、一生一緒に生きていきたいってなんだ!?　それはもう、彼氏彼女の話を通り越こして、ほとんどプロポーズじゃないか！　なんで……なんでこんな重いんだ私は……）


　全身から力が抜ぬけ。私は思わず、へなへなとその場でへたりこみそうになる。


「お、おい!?」


　するとそんな私の腕を、グレンが慌あわてたように摑つかんで支ささえてくれた。が、私の心は既にもう折れている。


「……死のう」


「はあ!?」


　ボソリと呟いた私の発言に、驚きよう愕がくの声をあげるグレン。


「グレン……今までありがとうな。私みたいな落ちこぼれの相手をしてくれて。運がよければ……来世で……ウゥゥッ！」


「い、いやいや……。何いってんだお前？　落ち着けよ」


　そんな号泣する私を。グレンは、呆あきれ果てたように、しかしいつもより少し優しい声でなだめた。


「なんでいきなり死ぬなんていうんだよ」


「だ、だって……。私はお前に、一生一緒に生きてくれ、なんていってしまったんだぞ……？　そんな奴、気味悪くないか？」


「ま、まぁな」


　即そく答とうするグレン。


「うぅ……やっぱり……」


「でも……俺も、気持ちは一緒だ」


　そっぽを向きながら。


　グレンは、ふいに、そんな言葉を呟つぶやいた。


「……え？」


　私は、一瞬、自分の耳がおかしくなったのかと思った。


「今……なんて？」


「な……何度もいわせんな。俺も……お前が好きだ！　お前とは、一生付き合っていくに決まってるだろう！」


　顔を真っ赤にして吐はき捨すてるグレン・ユーク。


「え……えぇぇぇぇ!?」


　私は歓かん喜きよりも、驚おどろきの意味で声をあげた。


「う、うそだろう？　いいのか？」


「だ、だから、何度もいわせんな」


「で、でも、だって！　信じられない。本当に……本当にそういうことでいいのか？」


「くどい！　そういうことでいいんだ！　俺とお前は、生涯の仲なんだ！　いい加か減げん……信じろよ……」


　スネたような気配の中で、そういい放つグレン。


「ああ……ああ……」


　ようやく状況を理解し。私は声にならない、亡もう者じやのようなうめき声をあげた。


　なんということだろう──こんなにも、ただ幸せなだけな結末を、誰だれが予測しただろう。私は、心の中で、無意識のうちに思っていたようだ。どうせ私は誰にも受け入れられない。どうせ私には不幸せな出来事しか降ふりかからない。だからグレンへの告白も、なんだかんだいって、当然失敗に終わる、と。


　しかしその予想は、いい意味で裏切られた。


（もしかしたら、人生の風向きが変わってきたのかもしれないな……）


　苦笑しながら、私。


　だとしたら、こんなに嬉しいことはなかった。


　風向きが変わった明るい人生を、グレンと二人、ずっと歩んでいける。


　だとしたら。……やっぱりこんなに嬉しいことは、なかった。




　シナリオⅢ・豚ぶたと銀ぎん髪ぱつ







　傾き、落下していく六本腕の身体を、俺は必死に走った。


　こうなったら俺は、あのバカげた身体能力を持つメグに地上に連れ帰ってもらうしかない。


「お待たせ！」


　しゅたっ！　そんな中、ようやくメグが、俺の目の前に姿を現してくれた。


「メグ！」


「さ、つかまって！」


　そしてメグは俺の目の前でしゃがみ込んで、俺に背中を向けてくる。……ん？


「オ、オイ……なんだその姿勢は」


　そのメグの体勢を見て。俺は、自分でも驚きなくらい、顔をしかめた。


「おんぶ」


「ふざけろ！」


　俺は赤面しつつ即そく拒きよ否ひした。


「な、何な故ぜに俺が、お前におんぶされて、地上に舞まい戻もどらなきゃならんのだ！」


「これが一番安定するからよ！　おばかっ！」


　ぱしっ！　いうなりメグは、水面蹴げりを放ち、俺の足を払はらって俺の身体を浮うかせたかと思うと、そのまま落下する俺の身体を自分の背中で強ごう引いんに受け止め、ぐっ！


　強制的におんぶの体勢に入った。メグの両手が後ろに回され、俺の身体がロックされる。


「や、やめろぉ！　降おろせ！　そんな辱はずかしめを受けるくらいなら俺は死ぬ！」


「なーにが辱めよ。じたばたしなさんな。それに孤こ児じ院いんにいた頃ころは、ケンカに負けて泣いてるグレンを、しょっちゅうおんぶして帰ったじゃない♪」


「何年前の話だよ!?」


「いいから行くよ。つかまって！」


　いいつつ、落下していく六本腕から飛び降りるため、ぐっと助走するための姿勢になるメグ。


　くそ……！　俺は仕方なくメグの──記き憶おくにあるものと違ちがい、予想外に女っぽくなっている身体に腕を回し──六本腕脱だつ出しゆつに備えようとする。


「イカセハセン……！」


　そんな中だった。


　俺達の背はい後ごから、おどろおどろしい、そんな声が聞こえてきたのは。


「え……!?」


　完全におんぶ体勢のまま、同時に背後に振ふり返る俺達。


　するとそこにあったのは──既すでに凍こおりついている顔面の隣となり、サーペンティアンに巻かれず、そしてまだかろうじて凍っていない、唯一無事な六本腕の顔面。


　その顔面は、横目で、こちらを口くち惜おしそうに睨にらみつけながら、


「イカセハセン……！　イカセンハセンゾ……！　国境ヲ不法ニ越エヨウトスルモノ……排はい除じよ……！　ソレガ私ノシメイ……シメイ？　ハイジョ……シメイ……ジョ、シメ、ジョ、ジョ」


　さらに、どこか壊こわれたそんな口調で、俺達にそう宣言してくる。


「ちょ、ちょっと待って。こいつ、言葉喋しやべれたの？」


　俺達はまさかの展開にあんぐりと口を開けた。


「というか、不法に国境越えるって……おい！　お前、何か勘かん違ちがいしてないか？　俺達は確かに許可は得てないが、別にガイストに何か脅きよう威いを与えるつもりはないぞ!?」


　もしかしてこいつは、不法入国者を取り締しまる、ガイストの門番のような存在なんじゃないだろうか？


　だったら交こう渉しようできるかもしれない。俺は、六本腕に呼びかけてみる。


　が。


「ナラバ──速すみヤカニ八国共通旅券パスポートヲ提示セヨ」


　そんな俺に、六本腕は、わけのわからない要求をつきつけてきた。


「……ぱすぽーと？」


　な、なんだそれは……!?　メグと顔を見合わせるが、そのぱすぽーととやらが、何を意味するものなのか、どういう形状のものなのかすら、お互いまったく見当がつかない。


「四人ヲ不法入国者ト断定。排除ヲ開始スル」


　すると、やはりそれがまずかったのだろう。六本腕は交渉を一方的に打ち切り、俺達の排除を律りち儀ぎに宣言した。


「まぁったく、頭の固いやつ……！」


　その六本腕の反はん応のうに頭にきたように、メグは吐き捨てた。


　そして俺をおぶったまま、くるりと六本腕に背を向け、


「やれるもんならやってみなさいよ。その前に私達は逃にげちゃうけど。ね、グレン」


　そう同意を求めてきた。


「……そうだな」


　俺は頷いた。ここにこのままいたら、何されるかわからんし……確かにさっさとこの場を離れたほうがよさそうだ。もはやおんぶが嫌いやだとかいってる場合じゃない。


「よし。いってくれ、メグ」


「メグ、行きます！」


　というわけで、メグはさっき取りやめた助走を再開し、とんっ──そのままあっさり六本腕の身体から飛ひ翔しよう。この場からの脱出をはかる。が──


「不法侵入者ノ排除開始──エラー。本体ニ深刻ナダメージガ存在──行動パターンルーチン変へん更こう。優先順位変更。自じ爆ばくプログラム作動開始。自爆、開始」


　背後から、六本腕の、意味不明なそんな声が聞こえたかと思うと、


　ドンッ!!


　次の刹せつ那な、背後で、即座に身が竦すくむような、尋じん常じようならざる爆発音が鳴なり響ひびいた。


「えっ？」


　慌あわてて振り返る俺。


　するとそこには──天地を同時に焼き尽つくさんばかりの巨きよ大だいな炎ほのおの塊かたまりが出現し──そしてその炎の塊の一辺が、凄すさまじい勢いで俺達に迫せまろうとしていた。


「ディ、ディアァァァァ！」


　一秒の一○○分の一程度の短い時間の中、俺は後ろを向いたまま反射的に剣けんを構かまえ、ズガァァァ！　一いつ瞬しゆんで俺達の下まで到とう達たつした炎の先せん端たんへ斬ざん撃げきを喰くらわせた！　瞬時に効果発動、剣が触ふれている部分から、徐じよ々じよに爆炎は氷に変わっていく──


　が。


　順調に氷が面積を増やし、爆炎の比ひ率りつを、氷ひよう塊かいの比率が上回ったかと思われた瞬間──


《ご、ご主人様ぁ！》


　異変は起きた。


　ディアが苦しそうなうめき声をあげたかと思うと。次の瞬間、氷の侵しん食しよくがぴたりと止まったのだ。


「何!?　ど、どうしたディア!?」


《あ、あまりにも炎の規き模ぼが大きすぎますぅ。わ、わたくしのパワーじゃこれ以上は》


「ま、待て！　がんばれディア！」


「ディア！　がんばって！」


　俺とメグは、慌ててディアにエールを送る──が、時既すでに遅おそし。


　しゅんっ。俺が命令したわけでもないのに、ディアが剣から人形の姿へと強制的に姿を変えてしまう。どうやら気を失ってしまったらしい。


　すると、そこからは、もうなにもかもが瞬またたく間だった。


　たった今まで、爆発的に面積を増やしていた氷の部分が、瞬く間にすべて爆炎の赤い色に塗り替わり、


　どぉぉぉぉぉぉん！


「うっぐぉぉぉぉ！」


「きゃあああああ!?　グレン！」


　その爆風に煽あおられ、俺とメグは空中であっけなく引き離され、分ぶん離り。


「きゃああああああああああああ！」


　そしてどこか遠くでメグが絶ぜつ叫きようするのを聞きながら、俺はそのまま爆風にさらわれ、ゆっくり意識を失っていく──











　……………………。


「うぅ？」


　ふいに、口の中に、信じがたいほど不ま味ずい物を押し込まれたような感かん触しよくを感じ……


　俺は、唐突に目を覚ました。


「うぇ。ど、どうなったんだ……？」


　口に押し込まれたと思っていたものは、どうやら口の中にたまっていた《血》だったようだ。


　俺はぺっ、とそれを吐はき捨すて、痛む全身をゆっくり動かしながら立ち上がり、周囲の様子を窺うかがう。


「どこだ……ここは」


　辺りに見える景色からすると俺のいる場所は、薄うす暗ぐらく、かび臭くさく、苔こけむした──恐おそろしく陰いん気きな石造りの《通路》のような場所らしかった。


　通路の真ん中には、耳ざわりのいい音と共に、一本の川が流れている。その川も、明らかに人の手によって造られた川のようなので、どうもここは、誰だれかが作った地下水路のような場所らしい。


「……そんな場所に何で俺が……？」


　一人で呟つぶやき、俺はしばし考える。俺は意識を失う前、荒野、少なくとも野外にいた筈だが……


　周囲を見み渡わたすが、上下は冷たい石天てん井じようと床ゆかだし、前後は見渡す限かぎりどこまでも灯あかりのない薄暗い通路。俺はどこからここに入ってきたんだろうか？　まるで、いきなり、俺がここに出現したような状じよう況きようだ。


「ん？」


　と、俺はそこで、妙みようなことに気がついた。


　俺の纏まとっている衣服が、全体的に、どうも生なま乾がわきのような状態になっている。


「もしかして、俺、この水路を流されてきたのか……？」


　あの六本腕うでの爆風に吹き飛ばされ、どこかの川、もしくは水路にでも着水。そのまま流され、ここに漂ひよう着ちやくした──。俺に思いつくことができる、この状況にいたるまでの経けい緯いは、いまのところそれくらいしか考えられない。


「しかし、だとしても、誰が水中からこの通路部分に俺を引き上げてくれたんだ……？」


　いいながら、周囲をもう一度見渡す俺──と。


「ん……ご主人……様の……スケベ……」


　俺は、自分が寝ねていた場所のすぐ横に、一体の人形が転がっていることにいまさらながら気づいた。


　転がっているのは、猫ねこ耳みみメイドの姿をした、浅あさ葱ぎ色いろの髪かみの人形、ディア。


「ご主人様……の……女……たらし……」


「……誰が女たらしだ」


　なんちゅう寝言をいってるんだ、コイツは？


「オイ！」


　いいつつ俺は、ぴん、とディアの頰ほおを指で弾はじき、ディアを起こそうと試みた。


　が、


「ん……ん……」


　ディアは幸せそうに一瞬身をよじっただけで、イレイザーレインばりに、まったく起きる気配なく、爆ばく睡すいを続けている。


　はあ。俺は嘆たん息そくしつつ、ディアを拾い上げ、自分の胸ポケットの中にしまってやった。どうやら相当に消しよう耗もうしているようだが……もしかして、俺を水中から通路部分に引き上げてくれたのは、このディアだったんじゃないだろうか。俺は思った。体格差的に相当無理がある話だが、こいつならやりかねないからな……。もしそうだったとしたら、あとで六○○ポイントぐらい、相あい棒ぼうポイントをくれてやろう。


「さて……」


　俺はひとまず、水の流れと逆の方向に水路を歩いてみることにした。ここにいてももう何も得るものはなさそうだし、俺がこの水路を流されてきたなら、これを遡さかのぼれば、そのうち俺が落下した地点に辿たどり着くハズだしな。


「あの三人、無事なんだろうな……」


　さすがに若じやつ干かん奴やつらのことを気にかけながら、俺は、歩き始める。
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　水路はとりあえず一本道だったので、しばらく迷う心配はなさそうだった。


「水路か……」


　ひたすら俺の前方に続く、かび臭い水路。


「そういえば……前に一度、水路というか、水脈に落っこちたことがあったな」


　ふいに、脳のう裏りに、懐なつかしい記き憶おくが蘇よみがえってきた。


　あれは、俺が一二、三歳の頃ころだっただろうか？


　その当時仲良くしていた同級生と、傭よう兵へい学校の外の洞穴で、自主的に訓練をしている途と中ちゆう、一いつ緒しよに地下水脈に落っこちてしまったのだ。


　その同級生の名前は《ローズ・リンド》。


　神話の世界の主人公が飛び出してきたかのような、短い銀ぎん髪ぱつの、おそろしく美しい顔をした男子で……一時期、俺とそのローズはかなり親しくつるんでいた。


　ローズと俺は違う校舎に通っており、最初はたまに行われる合同訓練などでしかすれ違う機会もなかったが、凄すさまじく優ゆう秀しゆうで、そのくせ誰ともつるんでいない《一いつ匹ぴき狼おおかみ》ローズに、俺はどこか自分と似た部分を見み出いだして興きよう味みを持ち、珍しく俺の方から声をかけ、友達付き合いを開始した。


　そして声をかけてみると、予想通り俺とローズの波長はピタリとあい、俺達は急速に仲良くなった。


　が──今も俺とローズがそんな良好な関係を保っているかというと、残念ながらそうではない。


「あいつも、いま思えばよくわからん奴だったな……」


　未いまだに残る小さな胸の痛みと共に、俺は思わずひとりごちる。


　ローズと俺は最終的に、生しよう涯がい一緒にいようなどという、友達同士としては最上級の誓いをたてた仲にまでなっていたのだが。あろうことか、その誓いをたてた翌日、なんと奴は、いきなり俺の目の前から失踪してしまったのだ。ある意味あのローズは、俺が人間不信になったきっかけを作った、最初の一人だったのかもしれない。


「そういえば──」


　ローズといえば、ログレスで行われていた、剣精試練レイダー・ゲーム国内予選。


　すっかり忘れていたが、そこの参加者の中に、ローズの名前が載っていたことを俺はふと思い出した。奴と面識のあった俺とメグは驚おどろき、ある意味、再会できることを望んですらいたのだが──結局、俺達は、大会中一度もすれ違ちがうことすらなかった。


　結局勝ち残ったのは、俺、メグ、ロザリー、ツバサの四人。銀髪は銀髪でも、残念ながら俺が遭そう遇ぐうしたのはあのロザリーくらいで……


「……んっ？」


　待てよ──。


　俺は自分が遭遇していた奇き妙みような現象に気づき、ふと足を止めた。


　ローズ？


　ロザリー……？


「…………」


　そういえば、結局剣精試練レイダー・ゲーム国内予選で、ローズと遭遇することはなかったが。


　今にして思えば──俺はまるでそれと入れ替かわるように、一人の人物と遭遇している。


　ローズと同じく、神話の世界の主人公が飛び出してきたかのような、おそろしく美しい顔を持つ銀髪の女。


　俺に恨うらみを抱いだいている、あのわけのわからない女──ロザリーと。


「…………？　？？？」


　どういうことだろう？


　唐とう突とつに浮うかび上がった奇妙な事実に、俺は、急速に困惑し始めた。


（そういえばあの二人……パーツパーツで見ると、けっこう似てるか……？）


　俺は脳内で、ローズとロザリー、二人の並んだイメージ映像を思い浮かべてみた。


　ローズ……→銀髪で、この世にそうはいないだろう美び貌ぼうの持ち主。


　ロザリー……→銀髪で、この世にそうはいないだろう美貌の持ち主。


「…………」


　ローズ②……→クソ真ま面じ目めな性格で、どこか偉えらそうな口調。


　ロザリー②……→クソ真面目な性格で、どこか偉そうな口調。


「……似てる」


　む……考えれば考るほど、あの二人、特とく徴ちよう似かよってるじゃないか。まさか、同一人物……？


「なワケないか」


　俺は、自分が導みちびき出しかけた突とつ飛ぴな結論に苦笑した。


　二人には確かに共通点が多いが……残念ながら、決定的に違う部分が二つある。


　まず一つは、性別。俺が記憶する限り、ローズはどう見ても男だった。


　対してロザリーは、普ふ通つうに見た限り、どう考えても女だろう。性別の違いは、いくらなんでも差異として大きすぎる。


　もう一つ違うのは、ローズとロザリーの俺に対する《態度》だ。


　ローズは、自分でいうのも変な話だが、俺にだけは懐なついてくれていた感じだったし、俺と喋しやべる時は、いつも嬉うれしそうな柔やわらかい笑顔で接してくれていた。


　対して、ロザリー……あの銀髪女ときたら、一方的かつ勝手に俺を恨むわ、すきあらばガンガン誹ひ謗ぼう中ちゆう傷しようしてくるわ、もはや完全に俺の《天敵》だ。


　性別、そして性格がここまで違う以上、二人が同一人物であるなどという超ちよう突とつ飛ぴ展開はありえない。


「でも、それじゃあ結局……あいつは誰なんだ？」


　同一人物ではない筈だが、赤の他人にしては、今度はローズとロザリーに共通点が多すぎる。


「あの女は一体……」


　急激に、あの銀髪女に対する不信感を強めながら、思わず呟く俺。


「……何を一人でブツブツいってるんだ？」


　通路の先から、ふとそんな声が聞こえたのは──そんな瞬しゆん間かんだった。
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「……え？」


　予想外に耳に飛びこんできた声に、呆ぼう然ぜんと前方を見つめる俺。


　するとそこにあったのは──呆あきれた様に俺を見つめる長身の銀髪女と、その女のスカートの裾すそを摑つかみ、犬っコロのようにくっついている、チビの黒くろ髪かみ女、二人の姿。


「お、おお!?」


　いきなり目の前に現れた二人組に、俺は思わず飛びすさって驚きよう愕がくした。


　件くだんの女ロザリーと、そのロザリーの影かげ子こ、ツバサ。


　考え事をしながら水路を歩いているうちに、いつの間にか、その二人が俺の目の前に突つっ立たっていたのだ。


「な、なんだ!?　まさか幻げん覚かく!?」


「はぁ？」


　あまりのタイムリーさに俺が思わず放ったセリフに、二人は本気で呆れた様に顔を見合わせた。


　どうやら幻覚ではないらしい。


「お前大だい丈じよう夫ぶか？　頭でも打ったか？」


「う、うるさい。一応確認しただけだ。それより……お前らがなんでここに？」


　なんとなくロザリーに不審感を抱いているせいか、やや警けい戒かいした口調でいってしまう俺。


「？　なんでって……爆ばく発はつに巻き込まれて、水路に落ちたマヌケを拾いにきてやったんだが」


　しかしロザリーは気にするふうでもなく、普段通りの調子で嘆息まじりにいってきた。


『どうやったらあの狭せまい水路の入り口に落ちることができるの？　ある意味あなたは天才』


　さらにツバサも、淡たん々たんとそんな皮肉を告げてくる。うるせーわ。


「……メグは？」


　姿が見えないので、俺は聞いた。


「無事だ」


『イレイザーレインを使った反動で、ゆっくりしか動けないから、テントで留守番してる』


　と、二人。なるほど……レインには、そんな副作用もあるのか。


（しかし……メグがいないというのは、むしろ好都合かもしれんな）


　俺は、二人の話を聞いて、ふとそう思った。


　こんなふうに不審感を抱いている状態じゃ、到底旅なんて一緒にできない。俺は地上に戻る前にロザリーと話し、ロザリーが何者なのか、きちんと理解しておくべきなんじゃないだろうか。


「それじゃ、無事マヌケも回収したことだし、さっさと上に帰るか」


　が、俺が話を切り出すより早く、ロザリーはくるっ、と俺に背を向け、来た道を戻もどっていこうと歩き始めてしまった。


「ま……待て！」


　そんな二人に、俺は思わず声をかけ呼び止めた。


「ロザリー！　戻る前にちょっと……確かめておきたいことがあるんだが。お前の正体に関する話だ」


　モヤモヤした状態はゴメンなので、俺はさっさとハッキリさせるべくロザリーに直接そう言い放つ。


「…………！」


　その瞬間。ロザリーは、ぴたりと足を止めた。


　そして、


「ツバサ……」


『はい』


「先にテントに帰っていろ」


　俺に背を向けたまま、唐突に隣となりのツバサにそう命令。


『……できません。それではお姉さまの身を守れませんので』


「フッ。案ずるな。ただあのロクデナシと、少し話をするだけだ。お前は先に、テントのメグと合流していろ」


『しかし……お姉さま』


「これは命令だ。受け入れないなら、私はお前との契けい約やくを解除するぞ？」


『!?』


　たった一文字そう書かれたスケブを掲かかげると、ダッ！　ツバサは凄すさまじい速度で、逃げるように俺達の前から去っていった。そんなに契約解除が嫌いやなのか……。


「さて」


　ツバサが離れていくのを確認すると。ロザリーは、不敵な笑みをたたえつつ、くるりとこちらの方へ向き直った。


「これでこの場には二人しかいない。なんだ？　確かめたいこととは。私の正体に関する話だといったな？」


　どことなく弾んだような声で、そう聞いてくるロザリー。


「ああ……ちょっと気になる点があってな」


「ほう」


「実は……俺の知り合いに、ローズ・リンドという奴やつがいてな」


　俺は説明を開始。


「そいつが、不思議なことに、やけにお前と共通点を持っているんだ」


「ほう……！」


　ますます不敵に笑うロザリー。


「で？　そのローズと私が共通点を持っているから、なんだというんだ？　まさかあれか？──私達が、同一人物だとでもいうつもりじゃないだろうな？」


　ニヤリと笑い、告げるロザリー。


「まさか」


　俺は即そく答とうした。


「そんな馬ば鹿かなことをいうわけないだろう」


「…………。はっ？」


　その瞬間だった。


　ん？　何故かロザリーが、妙みように間ま抜ぬけに、ポカンと口を開けて固まった。


「は……？　違ちがうのか？　私とローズ・リンドが、同一人物だと思ったんじゃないのか？」


　さらにロザリーは、困こん惑わく気味にいってくる。


「？　違うが……？」


「だ……だったら！　私は誰なんだ!?」


　そしてロザリーは最終的に、妙に情けない表情で、そんな意味不明な叫さけび声をあげてきた。はぁ？　何いってんだコイツ!?


「そ、そんなもん知るか。というか、俺はそれが聞きたかったんだよ。ローズと瓜うり二ふたつのおお前は……一体、何者なんだ！」


「あ、あの、あのあの、あのなぁ……！」


　ロザリーは。あんぐりと口を開けながら、俺をまじまじと見つめてきた。


「お前……どれだけ鈍どん感かんだったら気が済むんだ!?　いい加か減げん気づけよ！　バレバレだろ!?　違うか!?　さすがに待ちくたびれたぞ私は!?」


　突とつ如じよ猛烈に不満をぶちまけてくるロザリー。


「え、えぇ……？　そういわれても……」


「ヒントいっぱいあるだろう!?　髪かみの色！　性格！　口調！」


　必死の表情で、突とつ然ぜんヒントを提示し始めるロザリー。


「い、いや、あの、」


「まだわからないのか!?　よし……それじゃさらにここで追加ヒントだ！　ラッキーだな！　私はロザリーと名乗っているが、実はこれは本名ではない。じゃあ本名はなんだっていう話だよ！」


　さらにロザリーは、妙なテンションで聞いてもいないのに勝手にヒントを追加してくる。なんだ……なんでこんな必死なんだこの女……。


「う、うるさい奴だな。知るか。というか。正体気づいて欲しいなら、自分から素す性じよう明かせばいいんじゃ……」


「ふざけるな！　ここまできて、いまさら私から正体明かせるか！　というか……なぁ。


本当にわからないのか？」


　ロザリーは急激に、ほとんど泣きそうに、ぐっと顔を歪ゆがめながら、そう聞いてくる。


　う……。そういうテンションでこられると困るが。しかし分からないものは分からない。


「……そこまでお前にとって不要品だったのか？　思い出に、欠片かけらすら残さないほどに必要ない存在だったのか？　私は」


　答えられずにいると、ちょっと本気で傷ついたような表情でロザリーはガックリ肩を落としてしまった。


「う……す、すまない。そういうわけじゃないと思うんだが」


　俺は思わずその場を取り繕つくろうようにいったが、


「あれだけ一緒に過ごしたのに……。いろいろやったぞ？　一緒に傭よう学がくから帰ったり、訓練したり、二人で地下水脈に落ちたり……」


　ロザリーはほとんど俺の言葉を聞いていないらしく、ブツブツ恨うらみがしくそんなことを呟つぶやいている。


「……ん？」


　待てよ──


　二人で地下水脈に落ちた……？


　俺はロザリーが漏もらした一言に、敏感に反応した。


　俺が人生で一緒に地下水脈に落ちた人間は──当然、ローズ、ただ一度きり。


　と……という事は……


「まさか……お前、ローズなのか？」


　頭が混乱した状態で、俺は目の前の銀ぎん髪ぱつ女、ロザリーに、恐る恐る尋たずねてみた。


　すると──


「………………遅おそすぎる。気づくのが」


　ガクリ。ロザリーはもう疲つかれ果てているのか、うなだれたまま、さほどリアクションすることもなく、なんだか淡々とそう答えてきた。


「え……えぇぇ……？」


　しかしその返答は、俺にとって十分驚愕すべき答えだった。


「お前……ローズなのか!?　ローズ・リンド？」


「そうだ」


「『一いつ匹ぴき狼おおかみ』の？　俺と同じ傭学に通かよってた？」


「そうだ」


「し、しかし……えぇぇ……!?」


　本人の口で何度肯こう定ていされても、俺はなかなか、目の前の現実を正しく認識することができなかった。


「ほ、本当なのか？　お前……本当にローズなのか？」


「くどいぞ……何をそんなに疑っている!?」


　あまりに問いただしすぎたのか、ロザリーは急速に苛いら立だった声でそう答えてくる。


「いや……疑って当たり前だろう!?」


　俺はそんなロザリーに、だんだん腹が立ってきた。


「容姿はローズとぜんぜん違うし……だいたい、だったらその態度は何だよ!?」


　やや逆ギレ気味な声で、ロザリーに指し摘てき。


「ローズは俺の親友だったんだ。生しよう涯がい共に歩くと誓ちかったほどの。……にも拘かかわらずお前は、何を勘かん違ちがいしているのか知らないが、やけに俺を恨んで、ことあるごとにつっかかってくる。そんな態度だから……俺はお前がローズだって気づけなかったんだよ!?」


　ビシッ。俺はロザリーに人差し指を突つきつけ、断だん罪ざいするようにいい放つ。


　が──その瞬しゆん間かんだった。


「態度の違いだと……!?」


　ロザリーは、地じ獄ごくの底から吐はき出したような声でそう呟いた。


「貴き様さま……よくもヌケヌケとそんなことがいえたもんだな!?」


　さらに憎にく々にくしげに吐き捨すてると、ガシッ。ロザリーは俺が突きつけた人差し指を、いきなり両手で思いっきり握にぎり締しめる。


「誰だれが私の態度を……人生を、ここまで変えたと思っている!?」


　そしてロザリーはなんと、その叫びと共に、握り締めた俺の人差し指を、普ふ通つう曲がらない方向へ、いきなり思いきり折り曲げようとした！


「痛いてぇぇ!?　な……なにしやがるこの女！」


　俺は慌あわててロザリーの手を振ふり払はらい、嚙かみ付くように抗議した。


　が。


「う……？」


　ロザリーの表情を見た瞬間。俺はぎくりと身体からだを強こわ張ばらせた。


　なぜなら、目の前のロザリーは──いつの間にか、憎々しげに俺を睨にらみつける両の瞳ひとみに、うっすらと涙なみだを浮うかべていたから。
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「痛いだと……？　その程度で？　笑わせるな」


　ロザリーは奮える声で吐き捨てた。


「私が受けた痛みはそんなもんじゃなかった。……思い出せないのなら、話してやろうか？　あの日、私が受けた、《痛み》のことを──」


　鋭く俺を睨みつけながら、そう呟くロザリー。


　そんなロザリーの口から語られ始めた話は、俺にとって、ある意味驚きよう愕がくに値あたいするものだった。





　話は、俺とロザリーが、生涯を共にすると誓った日の翌日から始まった。




　記憶断片メモリーピース③　～破局～







「な、何度もいわせんな。俺は、お前が好きだ！　お前とは……一生付き合っていくに決まってるだろう!!」


　私が、グレンに気持ちを打ち明けて。


　グレンが、気持ちに応こたえてくれた、その翌日。


　私は、グレンに呼び出され、とあるカフェに向かっていた。


　そのカフェの名前を聞いた時……


　正直私は、少し、縁えん起ぎが悪いな、と感じていた。


　何な故ぜなら、そのカフェはかつて、私のことを嫌きらい──私だけを残して違う中等部に上がっていった、初等部の女の子達と、毎日のように訪おとずれていたオープンカフェだったからだ。


「関係ないさ」


　でも私は、そんな気持ちを振り払い、笑顔でカフェに向かった。


　グレンは、あの子達と違ちがう。そんな縁起、関係ないはずだった。グレンは私を見捨てたり、裏切ったりしない。だって……私の気持ちに応えてくれたんだから！


　というわけで、弾はずむ足取りを苦労して抑えつつ、私はオープンカフェに到とう着ちやくし、グレンの座すわるテーブルを探さがしていた。が。


（……え？）


　正直にいおう。私は、それを見た瞬間、少し複雑な気持ちになった。


　私は、カフェ内で、グレンの姿をすぐ見つけることができた。


　が、同時に。


　グレンの対面に、予想外の人物が座っているのも見つけてしまったのだ。


　座っていた女の名前は、メグ・ローズハート。


　屈くつ託たくのない笑みを浮かべる、赤い髪かみの少女。


　このメグは、初等部の傭よう学がくに通う、グレンの孤こ児じ院いん時代からの幼おさな馴な染じみで、何度か三人で遊んだこともあったので、私とも面識があった。


　が。


（なんだ……。二人きりじゃないのか……。グレンも少しは気をきかせてくれればいいのに……）


　私は、急速に気分をしぼませていた。


　正式に恋人同士になってから初のデートなんだから、私は最初はグレンと二人がいいと思ったのだ。


　……まぁ仕方ない。既すでにメグがいる以上、どうすることもできないだろう。


　けっこうガッカリしながら、しかしそれをなんとか顔に出さないようにしながら、私は二人のいる席に向かった。


　二人は、入口から一番遠い場所に座っていた。


　グレンは、私に背を向けて座っているので私が近づいていることに気がつかないようだ。


　メグは、こっちに向いて座っていたので、一いつ瞬しゆん目があったような気もしたし、私の存在に気づいてもよさそうなものだが──


　グレンとの話に夢中なのか、結局気づいていないようだ。


「──でもさぁ、ローズって美人だよね」


　近づくにつれ──二人の会話内容が、少し耳に届いてきた。


　む……。これは困った。どうもメグは、グレンに私の器量について話題を振っているようだ。


　び、びじん──いや、私なんかどんくさいし、嫌われ者だし、どう考えても美人でないことは自分自身が一番よくわかっているのだが──


　それでも、昨日私の気持ちに応えてくれたグレンがなんて答えるのか、それは気になった。


　せっかく発見されていないんだし、もう少し二人の会話を聞いてみようか……？


　ドキドキしながら足を止め、私はグレンの返答に聞き耳をたてる。


「美人ん？　……まぁなぁ」


　するとグレンは、苦笑まじりのような声でだが、コーヒーをすすりつつそう答えてくれた。


（わあああああああああああああああああ♪）


　その瞬間、全身を幸せという名の稲いな妻ずまが突つき抜ぬけ、頭の上を天使が二、三体旋せん回かいした（気がした）ので、私はその場で小こ躍おどりしたい衝しよう動どうにかられた。


　グレンが、私を、美人だといってくれた！　それは予想以上に、素す直なおに嬉うれしい出来事だったが……。


「でもアイツを正確に形容するなら、《ハンサム》だろうけどな」


　続けて、やはり苦笑したような口調のままグレンが口にした言葉に、私は少しむっとした。


　ハンサムじゃ、まるで私が男みたいじゃないか！


（まったくアイツは……！　一言いってやらなければ）


　頰ほおを膨ふくらませながら、私は歩みを再開、二人と合流することにする。


「グレンはさ。やっぱり将来ローズと結けつ婚こんするの？」


　が──


　続けてメグが放ったその一言に、私は身体を硬直させて足を止めた。


　ゲホッ！　同時に、グレンがコーヒーを口から噴ふき出した音も聞こえてくる。


「ゲホォ！　ゲホゲホッ！　お、お、お前なにいってんだ!?」


　むせて、自分でよごしたテーブルをふきながら、狼ろう狽ばいするようにグレンは答えた。


「もーう、汚きたないなぁ」


　それを手伝いながら呆あきれたようにいうメグ。


「だ、だって。お前が突とつ拍ぴよう子しもないこというから……」


「突拍子もないってなんで？　だって二人、付き合ってるんでしょ？　だったら別に、普ふ通つうの質問じゃん」


（そ、それはそうだが……）


　私はメグの意見に心の中で同意しながらも、しかしやはりグレンの返答を聞くのは尋常じゃなく怖かった。


　私達はもう付き合っている。それに昨日、私達は《生涯共に歩いていく宣言》もした。


　しかしだからといってグレンがこの場で私との結婚を肯定してくれると自信を持っていいられるほど、私は自信家ではなかった。


　なにより、私には、過去に大事な人達に見捨てられた実績がある。


　グレンも、この場で私を裏切るような──見捨てるような──そんな恐おそろしい予感にかられていたのだ。


（ば、馬ば鹿か……！　そんなわけないだろう！）


　私は必死に、自分で自分の予感を否定した。


（さっきも確認したじゃないか！　グレンは、今まで私の前に現れた人間とは違う！　グレンは……私を裏切ったりしない！）


　すさまじい恐きよう怖ふを、なんとか振り払おうとする私。私は、祈るような気持ちで、グレンの口から出る言葉を待った。





「あのなぁ。俺がローズと、結婚なんかするわけがないだろう」





　が──


　待っていたのは──最悪の結末だった。


（ウソだ……）


　ぐるぐる回る世界の中、私は、呆ぼう然ぜんと立ち尽つくしていた。


　混こん濁だくする意識。しかしそんな状態にも拘かかわらず、グレン達の会話の続きだけは、やけに鮮明に耳に流れ込んでくる。


「えー？　ひっどーい。グレン、鬼き畜ちく～」


「はあ？　アホか。どこが鬼畜なんだ。なんで俺がローズなんかと結婚するんだよ。結婚するなら、普通の女と結婚するわ。


　ローズはな、トモダチ。結婚なんか、するわけないんだよ」


（そう……だったのか……）


　かつてないほど、病的なくらい全身から力が抜けていくのを感じながら、私は滲にじむ視界で、事情を理解していった。


（やっぱり……こうなるのか）


　私はいっそ笑いたいような気分だった。


　おかしいと思ったんだ。こんな私に、幸せが訪れるなんて。


　どうやら、舞まい上がっていたのは、私一人だったようだ。


　グレンにとって私は、結婚するつもりもない、ただのトモダチに過ぎなかったのだ。


（まぁ……な。確かに私は、どんくさくて、嫌われ者で……私なんかグレンにふさわしくないものな。……消えたいな）


　いつしか、私は、踵きびすを返し。


　自分でも信じられないほどの、獣けもののような速さで、走り始めていた。自分の精神こころを守るために、一刻でも早く、この場を離はなれたかった。


「グレン……幼馴染ながら、あんたにはほんとドン引きするわ……」


「はあ？……ていうかメグ。お前、なんか勘かん違ちがいしていないか？　あのなぁ、ローズはな──」


　二人の会話は、まだ続いていたようだったが、それもすぐに聞こえなくなった。


　私は、走った。


　走って、走って、可能な限り、頭の中から今までのグレンとの過去を消し去ろうとした。


　私に出来ることは、もうこの辛い現実から逃げることだけだった。


　そして──それ以降、私は傭学もやめ、グレンの前に姿を現さなかった。





　あの剣精試練レイダー・ゲームで出会ってしまうまでは──
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「……………………」


「……………………」


　カビくさい水路の中。二人分の沈ちん黙もくが、俺とロザリーの上にのしかかっていた。


　あの剣精試練レイダー・ゲームで出会ってしまうまでは──


　ロザリーの、数十分にも及およぼうかという、えらくディティールの細かい《俺への恨うらみ》に対する説明は、そんな言葉で幕を閉じ。


　そしてその後、俺達は、一言も発さず沈黙を守っていた。


「………………オイ」


　そしてそんな重い空気の中。俺はようやく言葉を探し、口にする。


「……なんだ」


　恨みがましい目で俺を見ながら、聞き返してくるロザリー。


　う……。そのあまりの迫はく力りよくに、俺は一瞬たじろぐ。


　が……それでも、それに打ち勝ち、俺はロザリーに聞かなければならないことがあった。


「まぁ……あれだ。……それだけディティールに詳くわしいんだ。お前が、ローズと同一人物ということは認めよう」


「な…………当たり前だろうがっ！」


　射殺すような殺気を放ちながら、さらに俺を睨ねめ付けてくるロザリー。


「そんなことより！　今の話を聞いて!!　お前……私に、何も感じなかったのか!?」


　ドンッ！　握にぎりこぶしを水路の壁かべにたたきつけながら、ロザリーは叫さけぶ。


「……そこなんだ。俺が分からないのは」


　しかし俺は、そのロザリーの殺気を真正面から受けながら、困惑しつつそう返答した。


「……は？」


「今の話……そんな俺、悪いか？」


「は……はああああああああああああ!?」


　俺の言葉に、ロザリーは、本当に理解ができない、という風に、目を限界まで見開いてそう絶ぜつ叫きようした。


「だ……だってそうだろう？」


　俺は、若じやつ干かん気け圧おされながら、しかし弁解する。


「今の話……要するに、俺とメグが《お前とは結婚しない》《お前はトモダチだ》という話をしていて、それをお前が聞いた──そしてお前が怒おこった──そういう話だよな？」


「そうだ！」


　血走らせた眼まなこで叫ぶロザリー。


「いや、わかる。お前の気持ちに応えきれなかったことは申し訳ないと思うし、お前の怒りも理屈では理解できる。でも……お前は男だろう？　やっぱり俺は女と結婚したいよ」「………………はあ？」


　その瞬間。その瞬間だった。


　ロザリーが、無。──人間がここまで恐ろしい顔をできるのかというくらい、虚きよ無む的な表情で俺を凝ぎよう視ししてきた。ん？


「お、おと。男？　おと？」


　唐とう突とつに、ひょうきんな大道芸人のような、すっとんきょうな口調で呟きだすロザリー。


「え？　え？　私……男？」


「そ、そうだろ」


「男？　お前、いま私が、男に見えるか？」


「……見えん。まったく見えん」


「……なら、何故、私が男になる？」


「だって……お前はローズなんだろう？　だったら、いまお前がどんなナリをしてても、男ということになるじゃないか」


「…………」


「…………」


「えっと。お前……私が男に見えるか？」


　質問は、なぜか、頭から再スタートされた。


「見えん。まったく見えん」


　やはり、何一つ変わらない答えを返す俺。


「だったら……何故、私が男になる？」


「だ、だから……お前はローズなんだろう？　だったら、お前は男ということになるじゃないか」


「…………？」


「…………？？？」


　嚙かみ合わない会話に、俺達は本気で混乱した。


　何だ？　何かが……お互たがいの認識の何かが、決定的にズレている。


「グレン……お前、まさか……」


　その瞬間。ロザリーが、何かに思い当たったように、あんぐりと口を開きながら、呆然と呟いた。


「お前まさか……私──ローズのこと。男だと思っていたのか？」


「は…………？」


　質問の意図がうまくつかめず。俺はまぬけ声でそう答えた。


「思う、とは？……事実、ローズは男じゃないか」


「……その確信に満ちた根こん拠きよはどこから来ている？」


「根拠って……」


　男を男と、女を女と認識するのに、根拠なんているのだろうか？


「最初に会った時、ローズって名前で、俺より髪かみが短い、胸がでっぱってるわけでもない奴だったから、普ふ通つうに男だと判断したんだと思うが？」


「……野生の獣かなんかか？　お前は」


　どしゃっ。それだけ言い残すと。ロザリーは、完全に力ちから尽つきたように、膝ひざから崩くずれ落ちてしまった。


「えぇっ!?　お、おい!?」


「触さわらないでくれ……。もう……どこか……どこか私の視界に入らない所に消えてくれ」


　衰すい弱じやくしきった様子で呟くロザリー。


「…………」


（も、もしかして──俺は大いなる勘違いをしていたんじゃないだろうな……）


　あまりに落らく胆たんするロザリーを見て、全身から冷ひや汗あせを噴ふん出しゆつさせながら、俺は、一つの仮説に辿たどり着きつつあった。つまり────


「な、なぁ。ロザリー？」


　俺は、恐おそる恐る、の数万倍、恐る恐る、慎しん重ちようにロザリーに声をかけた。


「……なんすか？」


　するとロザリーは、徹てつ底てい的てきにやる気がなくなっているのか、かつて聞いたことのない、超ちようかったるそうな口調で返答してくる。うっ……。


「い、いや、その……一つだけ、質問したいことがあるんだが」


「……まじっすか。質問すか？　何でもいっすよ。何でも聞いちゃってくださいよ」


　くだけきった口調でロザリー。


「う、うむ。じゃあ聞くけど。お前……ローズってさ」


「はいはい」


「もしかしてさ……」


「ふんふん」


　俺はゴクリと唾つばを飲み込んで、


「おんな……だったの？」


「────当たり前だろこの豚ぶたぁぁぁぁああああああああ!!」


　その次の瞬しゆん間かんだった。


　もはや言葉になっていないような、しかも俺達のいる水路の端はしから端まで響ひびき渡わたりそうな音量で絶叫をあげたかと思うと、ロザリーは俺に猛もう然ぜんと摑つかみかかってきた。


「オ、オイ!?」


　その瞳は、殺気に支配され──正常な精神の持ち主には絶対浮うかべることの出来ない壊こわれた色を浮かべていた。


（こ、殺される──！）


　かつてさらされたことのない殺気に、俺は一いつ瞬しゆん、本気で腰こし砕くだけになった。


「す……すまんかった！」


　故ゆえに俺は本気で、必死にロザリーに謝罪した。もはや恥はじも外聞も男の意地もそこには何もなかった。


　が、もはやロザリーは聞いちゃいない。俺の謝罪は受け入れられない。


「死ぃねぇぇ！」


　ロザリーは、血走った目のまま俺の胸むな倉ぐらを摑んだかと思うと！　そのまま野生の獣けもののような剛力で思いっきり俺を引き回し、


「飛べぇぇぇぇ！」


　ブンッ！　最終的に俺を水路に向かって投げ飛ばした！


「うおお!?」


　抵てい抗こうしているヒマもなかった！　気がついたら俺の足元から地面は消え、代わりに冷たそうな水面が現れ、どうっ！


　重い音と共に、俺は背中から水路の中に落下した。


「くはっ!?」


　俺は、どっちが上でどっちが下かもわからない水中でしばらくもがき、数秒後、なんとか慌あわてて水面から顔を出す。


「もういい。もういい加減愛想が尽きた」


　顔を出した俺の視界の中では、目を赤くしながら、ロザリーは危険に興こう奮ふんした目つきでそう吐はき捨てていた。


「男だと？　だったら──私のこの二年間は、なんだったんだ!?　　お前に出会って、お前に恋して、お前にフラれて、お前に傷つけられて……ぜんぶ……ぜんぶ私のひとりよがりだったというのか!?　やってられるか！」


　ダッ！


　水路に浮かぶ俺を置き去りにし、ロザリーはいきなり水路の奥に向かって走り始めた。


「えっ!?　オ、オイ！　どこへ行く気だ!?」


　俺は慌てて叫んだ。


「うるさい！　もう……もうどうだっていい！」


　しかしロザリーは止まらない。最後に俺に向かって赤い目でそう吐き捨てると、再び前を向き、今度は振ふり返らず水路の奥へ走っていく。


「ま、待て！　くそっ」


　俺は慌てて通路にあがり、ロザリーを追おうとする。が、服を纏まとったまま水路を泳ぎ、その水に濡ぬれて重い服で通路にあがろうとするのは、思った以上に時間のかかる作業だった。


「ちくしょう……！」


　息を切らせつつ、なんとか通路に上がった俺は、水路の先を見ながら舌打ちした。


　俺が通路にあがり、ロザリーの追つい跡せき態勢に入った頃ころには。


　ロザリーの姿は、とっくに闇やみの向こう、水路の奥へと消えてしまっていた。
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「ば、馬ば鹿かな……一人でどうするつもりなんだ!?」


　俺は苛いら立だたしく水路の壁かべを蹴けり、ロザリーの消えて行った方角を見み据すえた。


　本気で困った事じ態たいになった。


　ロザリーが行ってしまったのは、ロザリーが入ってきた方角とは逆──つまり、ツバサやメグ達が待っているポイントと逆の方角。


　このままロザリーを追えば、メグ達からどんどん離はなれていってしまうし、逆に一いつ旦たんメグ達にこの事態を報告する為ためテントに戻ったんじゃ、今度は本格的にロザリーとはぐれてしまう。


「くそ……くそ、どうすれば……」





「グレぇぇぇん！」





　と──その時だった。


　背はい後ご、水路の奥のほうから、本気で神とかいう奴に感謝したくなるような声が聞こえてきた。


「お……おお!?」


　あの声はメグか!?　俺は声が聞こえた方角へ目を凝らす。


「あ、いたいた！　グレン！　なにやってんのよ!?」


　すると、水路の奥からかけてきたのは、やはり二人の女。


　黒くろ髪かみの犬女ツバサと、そしてその犬女に伴ともなわれて駆かけてくる、カチューシャをはめた赤髪ショートカットの女──メグ・ローズハートだった。


「よ……よく来た！　よく来たぞお前ら！」


　このタイミングでこの二人が来るようなら、俺のツキもまだ捨てたもんじゃない！　俺は思わず叫さけんだ。


「もう、あんまり遅いんできちゃったわよ。どうかしたの？」


　まだレインの後遺症が残ってるのか、痛そうに首の辺りをさすりながらメグ。


「ツバサもロザリーのとこに行こうってしつこいし……」


『お姉さまの命令通り、ちゃんとメグと合流はした。合流してからここへ戻ったんだから、お姉さまも私をクビにできないはず』


　そのツバサは、無表情のまま、しかしし誇らしげに胸をはりながら、自分の正当性をアピールしてくる。そのアピールはただの屁へ理り屈くつにも思えたが、今回に限ってその屁理屈が、俺にとってはとてつもなくありがたかった。ナイス屁理屈。


「実は、まずいことになった」


　時間が惜しい。俺は早速二人に事情を説明することにした。


「？　まずいこと？」


「ああ。ちょっとその……俺のせいで、ロザリーと言い争いになってしまってな。結果、奴は怒おこって、水路の奥へ向かってしまったんだ……」


「ええっ!?」


　驚愕の表情を浮かべる二人。


『や……約束が違う！』


　そして予想通り、ツバサは武器を取り出し、お姉さまロザリーを泣かせたら殺すという約束を果たす為、凄すさまじい剣幕で迫ってきた。う……。


「す、すまん。悪かった俺のせいだ。許してくれ……いや許さなくてもいい」


　さすがにうなだれながら、俺。


「しかし……いまはロザリーを追おう」


　俺はなんとか提案した。


『～～～～！』


　ツバサは、納得いかない部分もあるような表情をしていたが、


『わかった……！』


　意見には賛成せざるをえないらしく。渋しぶ々しぶ頷うなずいてくれた。ふう。


『……嫌な予感がする。確かに急いだほうがいい』


　するとツバサは、さらに、唐とう突とつにスケブでそんなことを俺に警告してきた。


「ん？　嫌な予感」


『この水路には、何かがいる気配がある』


「何？」


　この期ごに及およんでさらに追加された不ふ吉きつな情報に、俺は眉まゆをしかめた。


「ツバサ。何かって何？　もしかして、またさっきの六本腕みたいな奴？」


　メグも気になったのか、心配げな表情で聞いている。


『わからない』


　しかしツバサは首を振った。


『でも、もっと危険で、なんとなく、もっと私達に近いモノ』


　まるで謎なぞかけのような文章をスケブで掲かかげてくるツバサ。


「俺達に近いモノ？」


　よくわからんが……影子であるツバサがそういってるんだ。この水路に何か危険な奴がいるのは間違いない。


「……だったらなおさら急いだほうがいいな」


　放っておいたら、その〝危険〟と、ロザリーが鉢はち合あわせするかもしれない。


　俺達三人は、さっきまで以上の危機感をそれぞれに抱きながら。ロザリーを追って水路の疾しつ走そうを開始する。




　シナリオⅣ・血の国と罪つみの国







　思った以上に、ロザリーとの距離は離れてしまったようだ。


　俺おれ達三人は、固まってかなりの距離、一本道の水路を走ったが、未いまだにロザリーの背中は見えてこない。


「ねぇ、思ったんだけどさ……」


　と、そんな中。俺の横を併へい走そうしながら、メグが何かに気づいたように呟つぶやいた。


「この水路って……地理的に、多分ガイストの人達が使ってる水路だよね？　ってことは、この水の流れに沿そってそのまま走れば……私達、そのままガイストに入っちゃうんじゃない？」


「あ……」


　確かに──いわれてみれば、そのはずだった。


　ということは、俺達はロザリーを追いつつ、ガイストにも向かってるのか……？


『いたっ！』


　と、そんな中だった。


　先頭を走っていたツバサが、くるりと振ふり返り、俺達にそんなスケブを見せてきた。


『お姉さま！』


「なにっ!?」


　俺達も慌あわてて前方──ツバサの向かう先を目を凝こらして見つめる。


　最初は、闇やみが濃こくて、何も見えなかったが──


　しばらく走り、距離が縮ちぢまった頃ころ、俺の視界にも、長身銀ぎん髪ぱつの女の背中が目に入った。


　ロザリーは走っていなかった。ただ立っているだけのようだった。


「オイ！」


　何のヒネリもないセリフだが、俺は走りながらとりあえずその背中に呼びかけた。


　それなりにまだ距離はあったが、俺の声は、一応届いたらしい。


　俺の声に呼応するように、ロザリーは、ハッとこちらへ振り返った。


　その姿を見て俺は一応安あん堵どした。どうやら無事だったらしい。


　しかし次の瞬しゆん間かん──俺は妙みようなことに気づいた。


「ん？」


　妙に思えたのは、俺達に気づいたロザリーのリアクションだ。


　こちらへ振り返ったロザリーは……何故か、異常なほどあたふたした身み振ぶりで、


「──なぁぁ！」


　こちらへ向かって何かを叫んでいる。……何がしたいんだアイツ……？


　その瞬間だった。


『まずい』


　走りながら、再びツバサが、いきなり焦った様でスケブを掲かかげて見せた。


『お姉さまは、既に〝危険〟と遭遇しているかもしれない！』


「な。何ぃ!?」


　ツバサの発言に、俺とメグは目を見開いた。


『お姉さまの様子が変だし、前方の危険な気配もさっきより格段に大きい。間違いない！』


「って事はアイツ、もしかして〝こっちに来るな〟みたいなことを、俺達に忠告してるのか……？」


『確かに何があるか分からない。あなた達二人はここに残って？　お姉さまのところには、私一人でいく』


「アホか」


「ここまで来て、あんた一人行かせられるわけないでしょう」


　俺とメグは、走りながら即そく座ざにツバサの提案を却きやつ下か。


　不協和音が鳴りまくってるとはいえ、俺らはもう運命共同体だからな……いまさらほっとくわけにもいくまい。


「…………」


　そんな俺とメグの返答に、何な故ぜか、ツバサは少し驚いた表情を浮かべていた。


　そしておもむろに、


『……ありがとう』


　一瞬、俺とメグに、そんなスケブを見せてくる。


「？」


　が、いつもに比べて文字も小さすぎて、俺もメグも、そこになんて書かれていたのかは、読み取ることができなかった。


　まぁ、一瞬しか見せなかったということは、そんなに重要でもないということなのだろう。


　というわけで、俺達三人は、相変わらずこっちに向かって何かを叫んでいるロザリーの方へ向かって、全速力でダッシュする！


「オイ……起きろディア」


　その最中、俺は走りながら、胸ポケのディアを、急きゆう遽きよ叩たたき起こすことにした。


　疲つかれているのもかもしれないが、いざという時、コイツが寝てたんじゃ話にならない。


「オイ！　居い候そうろう！　起きろって！」


　しかし──予想以上に深い眠ねむりについているのか、


「ＺＺＺ……」


　ディアは、呼びかけても呼びかけても、まったく目を覚まさなかった。


　くっ、肝かん心じんな時にこのドジっ娘こはぁ……！


「来るなぁぁぁぁ！」


　と、そんな中。耳に、突然必死な声が届いてきた。どうやら、ロザリーの声が届く距離になったらしい。


　ロザリーは、予想通り来るなといったらしいが、もう今さら引き返すわけにもいかない。ほどなく、俺達はロザリーと合流した。


「ふう。やっと追いついたな」


「ば、馬ば鹿か者ものぉぉぉ！」


　合流した瞬間、ロザリーは必死の形ぎよう相そうで俺の胸むな倉ぐらに摑つかみかかってきた。


「あれほど叫んだだろう!?　こちらへ来るなと！」


　憤いきどおった声で、事情を説明しようとするロザリー。


　が──


『！　来る！』


　ロザリーの説明が終わる前だった。ツバサが、慌てて俺達にスケブで注意を促うながしてきた。


　く、来るって……こんな場所で何が来るっていうんだ？


　俺はどいつもこいつもやけに警戒している〝ソイツ〟にだんだん腹をたてながら、ツバサが見ている方向を注視。


　すると──その瞬間だった。


　ズズズズズ──


　俺の耳に、どこか遠くから、何かとてつもなく重いものが引きずられているような……そんな変な音が飛びこんできた。


「……なんの音だ？」


　さすがに少し警戒しながら俺。


　ズズズズズズズ──さらにその音は音量を大きくし──次し第だいに、音ではなく轟ごう音おん、ドドドドドドドドド──まるっきり地じ鳴なりのような轟音へ変化し始める。


「な……なにあれ!?」


　そして、そんな中──


　とうとうそれは、俺達の前に姿を現した。


「な……何ィ!?」


　俺は、五秒前の自分が間違っていたことを理解した。


　腹などたてている場合ではなかった。


　俺は素直に、絶ぜつ叫きようした。


　ツバサがいってた、《何か》。


　それは──俺達が歩く通路も含ふくめ、水路全体を、上下左右、天てん井じようまで一ミリの余白もなく、キッチリ埋め尽つくす《水》。


　水路の流れに逆行するように、俺達に向かって巨きよ大だいな壁かべのように突とつ進しんしてくる──巨大な津波だった。


「ば……馬ばぁっ鹿かな!?　なんでいきなり、水路で津波が起こるんだ!?」


　こんな場所で、あんなもんに[image: ]み込まれたら、俺達は溺でき死し確実じゃないか!?


「だからいっただろう!?」


「そんなこといってる場合か!?」


　この期ごに及およんで、いい争う俺とロザリー。





　ヴィィ──ヴィィ──！





　すると──そんな瞬間だった。


　もはや半分忘れかけていた──予想外すぎる振しん動どう音が、俺達四人の周囲で鳴り響いた。


「なっ……!?」


　俺達は、想定外の展開に、呆あつ気けに取られた。


　今の音──委員会から支給された、剣精試練レイダー・ゲーム用のタグが作動した音だよな？


　何な故ぜ……何故このタイミングで、あのタグが震える？


　確実に見ている場合じゃないだろうが。俺達は、吸すい寄せられるように、各おの々おのタグを取り出し、そこに書かれている文字を読み取ろうとする。


　するとそこには──


　こんなことが書かれていた。









　　【接触エンカウント】！





　たった今、こちらをターゲットにした、他国の剣精レイダー使いによる攻こう撃げきを確認しました。


　これより剣精試練レイダー・ゲーム本戦を開始致いたします。


　戦せん闘とう態勢に入り、他国の剣精レイダー使いを撃げき破はしてください。







剣精試練レイダー・ゲーム委員会　














「な──」


「にぃ!?」


　タグを読み終わった俺達は、一いつ斉せいに絶叫した。


　馬鹿な!?　他国の剣精レイダー使いによる攻撃!?　ということは、まさかこの津波……他国の剣精レイダー使いが引き起こしたものなのか？


　ど、どういうことだ……!?


　俺達は一気に混乱した。


　確か剣精レイダー使いは……自国にいる間、他国の剣精レイダー使いから、攻撃を受けないんじゃないのか!?


『あ──』


　そんな中。ツバサが、何かを思いついたようにスケブを掲かかげた。


『もしかして──水路を歩いているうちに、私達はガイストに入ってしまったのかも』


「あ……！」


　その意見に、俺は思わず絶句した。


　そ、そうだ……！　そもそもあの六本腕は、俺達を国境に入れまいと襲い掛かってきた。よく考えたらあの時点で、ガイストの国境は既に、もうそんなに遠くなかったのかもしれない。だとすると、水路を歩いているうちに、気づかずガイストの国境を越えてしまっていた可能性も十分にあった。


　本当にガイストに入っているなら……俺達が、他国の剣精レイダー使いに攻撃されても、なにもおかしくはない。むしろ待ち伏せされていた可能性だってある。


　ということは、このタグに書かれていることは真実で、俺達はいま、本当に他国の剣精レイダー使いによる攻撃を受けているのか……！


（あ……！）


　そんな中で。俺はふと、ツバサの先刻の警告を思い出した。


　ツバサは確か、危険で、俺達に近いモノが迫ってるっていってたよな？　あれってもしかして……他国の剣精レイダー使いのことを言い当てていたんじゃないのか？


（くそ……！）


　俺は本気で舌打ちした。


　ロザリーの件を含め、いろいろドタバタしていたし、剣精レイダー使いとの戦闘など、まだまだ先のことと思っていたから、正直、まったく心の準備ができてないぞ!?


こんな状態で、剣精試練レイダー・ゲーム本戦の初戦を迎えるのか──!?


「き、きたよ!?」


　叫ぶメグ。


　俺達は心の準備が出来ていないが、向こうは、まったく容よう赦しやするつもりはないらしい。


　巨大な《水の壁》は、もう、俺達の目前まで迫ってきていた──！


「く、くそ……どうする……!?」


　向こうが剣精レイダーで来るなら、こちらも剣精レイダーで対抗するべきなんだろうが……


　くそ、だめだ、いきなりすぎてうまく頭が働かない。


　しかし──そんな中だった。


「ん……にゃ……？」


　唐突に──俺の胸辺りで、場の緊張感にそぐわない、まぬけそのものな声がした。


「ご主人……様？　あれ……？　ここ？　どこですか？　あれ？」


　寝ぼけながら俺の胸ポケで目を覚ました、ディアのものだった。


「ディアァァァァ！」


　その奇き跡せきに、俺達は思わず絶叫した。


　そうだ……ディアの能力ならなんとかできるかもしれない！


「おっし！　ディア！」


「へは？　は、はい」


「いきなりだが、早さつ速そく出番だ！　いけるな!?」


　有う無むを言わせぬ口調で俺。


「わわわ……わかりましたぁ!?」


　恐おそらく、正確には、わかってはいないだろうが。


　カッ──!!　それでも、俺の声に呼応し、ディアは俺の手の中でその姿を氷剣に変化させた。


「敵はあの水の壁だ！　頼たのむぞ！」


《り、了りよう解かいです！》


「おぅりゃああああああああああああ！」


　ディアがしくじったら、俺も死ぬ。が、ここは一いち蓮れん托たく生しよう、俺は剣を右手で上段に振ふり上げ、そのまま迫り来る波に向かって一歩踏ふみ出し、思いっきり剣を振り下ろした。


　ざぐんっ！　手の中に、水を斬った感かん触しよくが伝わる──瞬しゆん間かん。


　ピシィィ！


　俺達に迫ってきていた水の壁が、瞬時に凍こおりつき。俺の鼻先で、ぴたりとその動きを止めた！


「おっし！　見たか、ログレス代表の力を！」


《なんかよくわかんないですけど、私とご主人様が最強なんですぅ！》


　俺達は思わず二人で調子にのってしまう。


『気をつけて』


　そんな俺達を戒いましめるというわけでもないだろうが。


　水を凍らせた直後、ツバサがスケブで、全員に注意を促してきた。


『まだ終わっていない。氷の向こうに、攻撃的な気配がある。何か仕し掛かけてくるかも』


「仕掛ける？」


　その言葉に、俺は一瞬首をひねった。今の攻防で、俺達の目の前には巨大な氷の壁が出現し、本当に氷の向こうに他国の剣精レイダー使いがいるとしても、完全に分断されている状態だ。この状態で、何を仕掛けられるっていうんだ？


　しかし、ツバサのいう事に、間ま違ちがいがあるはずもない。さっきだって、いち早く津つ波なみ襲しゆう来らいを察知していたしな。ツバサにいわれたことに従い、残りのメンツは、再び身体からだに緊きん張ちようをみなぎらせ、前方──巨大な氷ひよう壁へきを注視する。


　──そんな中だった。





「へぇ……凍らせたかい。やっぱ一ひと筋すじ縄なわにはいかないねぇ」





　氷壁の向こうから、いきなり──よく通る、そんな女の声が聞こえてきた。


（よ……他よ国その剣精レイダー使いの声かッッ！）


　聞こえてきた声に、俺達は、静かに色めき立った。


　俺達は、他国の剣精レイダー使いと遭そう遇ぐうするのも初めてだし。そもそも、ログレスを出てから、自分達以外の人間の声を聞いたのも、これが初めてだった。


　つまり今が生まれて初めて、自国外の人間と接触する瞬間なのである。


　ど……どんな奴なんだ!?　異国人！


「面おも白しろい。顔を見る前に殺ヤっちまおうとも思ったが……気が変わっちまったよ。向こうの連中の顔が見たくなった」


　氷の向こうで。女は、容易に〝ニヤリ笑い〟を想像できるような声で、そんなことをいった。


「えぇっ!?　ボ、ボス。それじゃ作戦が狂くるっちまいますぜ……!?」


　さらに。なんと続けて、その声に狼ろう狽ばいするような、男の声も聞こえてくる。


「お馬鹿。構かまいやしないよ、それくらい。そんな緻ち密みつな作戦があるわけでもないだろう。さぁ、聞こえなかったのか、エルナンデス。おいエルナンデス。アタシは、向こうの連中の顔が見たいんだ」


　マジか!?　俺らの前に姿を現す気か!?


「ち、ちくしょう……ボスはいっつもこうだ……！」


　ほとんど半泣きのような声で、呟つぶやく男。


　すると──その直後だった。


　どこからともなく、ズズズズ──何かとてつもなく重い物が、沼ぬまにでも沈しずんでいくような、そんな不気味な音が聞こえたかと思うと。


　ゴゴゴゴ──目の前にあった巨大な氷の壁が、唐突に、まるで海に沈んでいく氷ひよう塊かいのように、いきなり、水路の床に沈み始めた。


「う、うおお!?」


　いきなり沈ちん没ぼつし始めた氷壁に、俺達は思わず後退した。


　そんな中。氷壁はみるみるうちにその高さを失っていく。


　そして、もはや氷壁が、俺達の膝ひざくらいの高さしかない、ただの情けない氷の段差にまで落ちぶれた時──俺達は、一〇〇〇年の時を超え、とうとう壁の向こうに立っていた他国の人間と顔を突き合わせた。


　お互いの距離は一〇メートル程だろうか？


　壁の向こうに立っていたのは──


　一人の女と、二人の青年、だった。


「へぇ。あんた達が、ヨソの剣精レイダー使いかい……！　まだ全然子供じゃないか」


　そしてこちらを見ながら、その三人の内の一人──メグの赤あか髪がみよりさらに濃のう厚こうな──クセのある、真しん紅くの長髪を伸のばした、二は十た歳ち前後の女は、面白そうにそんな感想をもらしている。女はどういう趣しゆ味みをしてるのか、悪あく魔までも装備しなさそうな、やたら扇せん情じよう的な黒革の鎧よろいのようなものを纏まとっていた。


　その女の両脇には、金きん髪ぱつと銀ぎん髪ぱつの、俺と同い年くらいの青年が油断なく立っており、こちらを警けい戒かいするように、睨にらみ付けていた。


　二人とも何か熱血物語の主人公にでもなれそうな、男前の顔をしていた。二人とも似にた顔をしているので、もしかしたら双ふた子ごなのかもしれない。


（コイツらが、ログレスの外にいた人間……！　よその国の剣精試練レイダー・ゲーム参加者……）


　氷の壁かべは、もうすっかり消え去ってしまっていて。


　俺達は、とうとう現れた他国の剣精レイダー使いの姿に、すっかり圧あつ倒とうされてしまっていた。


「お初にお目にかかる異国人ストレンジヤー。外の人間と会うのは初めてかい？」


　そんな中。真紅の髪の女が、笑いながら肩かたをすくめ、いきなり俺達に話しかけてきた。


「アタシの名は〝ベアリス〟」


　さらに女は、両りよう脇わきの金髪と銀髪に手をかざし、


「んで、こっちの金髪がエルナンデス。こっちの銀髪がビクトロ。アタシら三人は、タイラント代表の、剣精試練参加者レイダー・ゲーマーなんだ」


（タ、タイラントぉぉ……！）


　当たり前のように告げられた遠い異国の名に、俺達は、いちいち震えた。


　罪つみの国タイラント……タイラントは、ガイストを越えた、その隣となりの国だ。てっきり、俺達が最初に出会う人間は、目的地《血の国》ガイストの人間だと思っていたのに、まさかガイストを通り越してタイラントの人間と出会うことになるとは……！


「そっちは、どこの代表だい？」


「俺達は……ログレスだ」


　なんとなく、女は、俺を見ながらいったようだったので。あまりガラじゃないが、俺は警戒しながらも、一応代表として女の質問に答えてやる。


　するとその回答に、女は、少し驚きを覚えたようだった。


「へぇ……ログレス。ほえぇ……あんたら可愛かわいらしい顔して《傭よう兵へいの国》出身かい」


「ボス。ログレスって？」


　そんなベアリスの反応に、不思議そうな表情を浮かべているのは、金髪のエルナンデスと銀髪のビクトロだ。


「馬鹿。お前らは顔以外、ほんっとに壊かい滅めつ的だねぇ……。ログレスってのは、タイラントウチの隣の隣の国のことだよ！　ログレスの連中は、特とく殊しゆな能力は持ってない代わりに、国民一人一人の基き礎そ身体能力が、軒のき並なみ他の国より高いんだ。お前らノロマなんだから、せいぜい見習いなよ！」


「え？」


　ログレス国民の基礎身体能力が、軒並み高い？


　ベアリスの情報に、むしろ当のログレス国民である俺達は困こん惑わくした。


　そ、そうだったのか……？　そんな情報、初めて知ったが。


「あ……あのう」


　すると、そんな中だった。唐突に──しかし覚かく悟ごを決めたように、きゅっと口を引き締しめながら、なんと我がチームから、メグがベアリスに声をかけた。


「ん？　なんだい？」


「あのベアリスさん。私達って……戦わなきゃダメでしょうか？」


「……は？」


　その言葉に。ベアリス達はもとより、俺達も目をぱちくりと瞬しばたたいた。


　は？　いきなり、何をいいだすんだコイツは？


「あ、いや、もちろん、戦わなくちゃいけないのは分かるんですけど……。でもだったら、せめて戦う前に、私達とゴハン食べたりできませんか？」


　さらにメグはいう。


「メグ……？」


「？　どういうことだい？」


　メグのまさかの提案に、ベアリスは、困惑の表情を浮かべた。


「だ、だって。私達って、ルール上は敵同士だけど、剣精試練レイダー・ゲームの被ひ害がい者しやって意味じゃ、同志みたいなものですよね？」


　と、真しん剣けんな顔でメグはベアリスに話を始める。


「私達四人は、剣精試練レイダー・ゲームに勝ち残るっていうより、剣精試練レイダー・ゲーム委員会をとっちめる為ためにこの試練ゲームに参加してるんです」


「ほほう……」


　興きよう味み深そうな声をあげるベアリス。


「だから、別に、よその国の人達と戦いたくなんてないし。もちろん、《三○日ルール》があるから、国を守るために、戦うこともあるだろうけど……でも出来れば、それ以外の時間では、お互たがい協力したり、情報交こう換かんしあったりしたいんです」


　なるほど……！


　メグの意見には、確かに一理ある気がした。俺は今まで、深く考えず、とにかく委員会どもに怒りをぶつける為、剣精試練レイダー・ゲームにも勝ち残っていこう──と考えていたが。いわれてみれば、俺達は敵同士だが、それは委員会が決めた関係であって、本来は、俺達に戦う理由などどこにもない。


　むしろ俺達は、敵というより、味方同士に近い。


「……やっぱり、顔を見せたのは失敗だったかねぇ……」


　しかし、メグのそんな提案に、ベアリスは、頭のてっぺんをぼりぼりと搔かきながら、困ったような表情を見せた。


「悪いけど。そのお誘さそいを受けるわけにはいかないよ」


　あっさりいい放つベアリス。


「え!?」


　予想外の返答に俺達は思わず不満の声をあげた。


「な、なんでですか!?」


　失望したように、非難がましい声をあげるメグ。


「……いいかい。気づいてないようだから、教えといてやるが。この剣精試練レイダー・ゲーム本戦は、国内の予選とは、まったく別物なんだ」


　そんな俺達に、シリアスな表情で、ベアリスは語りかけてきた。


「国内の予選では、まだ、参加者に少し気持ちの余よ裕ゆうがあった。負けても、失うものがなかったし、勝って得る物も、たかが国外脱だつ出しゆつの切きつ符ぷ。自分の命を捨ててまで、それを手に入れようとしてた奴は、恐おそらくそんなにいなかったハズだ。だから予選では、ほとんど剣精レイダー使い同士のガチの殺し合いは起こらなかった。違ちがうか？」


　淡たん々たんというベアリス。


　確かに……違わない。ウチの場合、少し例外があり、参加者で死んでしまった人間もいるが。実質、その例外を除いて、通常の剣精試練レイダー・ゲームではたぶん一人も死人は出なかったはずだ。


「だがこの本戦は違う」


　実感のこもった声で、ベアリスはいう。


「今度は国がかかってるんだ。三○日間、討とう伐ばつ剣精レイダー数がゼロだったり。三体以上剣精レイダーを倒せないまま試練ゲームから脱だつ落らくすると、奴らは国を消しよう滅めつさせるといっている。


　もちろん奴らにそれをやれるという保証はない。だが、実際に国を賭かけて、それを実験するわけにもいかないだろう？　だから、どこの国も、本戦では死に物もの狂ぐるいさ。当然、他国の参加者の命を気にかけてる余裕なんかもない。むしろみんな積極的に剣精レイダーの持ち主を殺して、てっとり早く剣精レイダーを破は壊かいしたがってるだろうよ」


「で、でも……それじゃあ完全に、委員会の思い通りじゃないですか！」


　非難めいた口調でいったのはメグ。


「なんとでもいっておくれ。だけど実際問題、アタシ達は、ガイストに着くまでに二回殺されかけた」


　いうと、ベアリスは、耳にかかっていた自分の真紅の髪をゆっくり持ち上げる。すると、頰ほおの後方から首筋にかけて、そこにはまだ生々しい、ようやく治なおり始めたばかりという感じの剣傷が残っていた。


「というわけで。アタシ達ももう、この試練に乗ることにしたんだ。だからアタシ達は、これからアンタ達を全力で殺す。そんな相手と──のんきに食事なんかできるわけないだろう？」


　笑顔でそうベアリスは叫ぶと──カッ！　手の中に、剣精レイダーとおぼしき、髪の色と同じ、真紅の身をもつ長い鞭むちを出現させた！


「べ、ベアリスさん！」


「お喋しやべりは終わりだ。悪いけど……タイラントの為に死んでもらうよ！」


　剣精レイダーを手に動き出すベアリス。


　くっ、交こう渉しようは決けつ裂れつか……！　俺達だって、黙って殺されるわけにはいかない。結局、やるしかなさそうだ。


　ベアリスの行動をきっかけに、俺達も戦せん闘とう態勢に入る。


　さすがに国内予選を勝ち抜いてここに立っているメンバー、全員、戦闘準備の速さは一流だった。


　カッ！　全員、ほぼ同時に、手の中に油断なく各々の剣精レイダーを出現させる。


「さすが傭よう兵へいの国の子供。これは手て強ごわそうだ」


　ベアリスは笑った。


「せめて、楽しく殺しあおうじゃないか」


　そして、そんなベアリスの狂ったセリフを皮切りに。


　八国対抗剣精試練レイダー・ゲーム、傭兵の国ログレスと、血の国タイラントの死闘が開かい幕まくする──!!
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「行くぞ！」


　戦いが始まった以上、こっちだって負けるわけにはいかない。


　俺は動き出したタイラントの三人を見み据すえつつ、オブシディアンを構えて他の三人に号令をかけた。


　国内予選で、本来四人選抜される筈はずにも拘かかわらず、タイラント側には、何故か、三人しか剣精レイダー使いがいない。


　能力の数で俺達が勝っているんだし、ここは変に小細工せず、数的有利を活いかして速攻をしかけてみるか……!?


「よし……仕掛けるぞ！」


「オッケ。フォローする」


『任せて』


　俺の号令に、即座に返事を返してくるメグとツバサ。


　が。


「…………」


　一人だけ……この期ごに及およんで、返事もせず、そっぽを向いている女がパーティにいることに、俺は気がついてしまった。


　その女の名は、先刻喧けん嘩か別れしたばかりの銀ぎん髪ぱつ女──ロザリーである。


「オ、オイ……？」


　俺は足を止め、嫌いやな予感を感じつつ。ロザリーに声をかけた。


「お前……気持ちはわかるが。ちゃんと気持ち切り替えてくれよ？」


「いやだ」


　驚くべき端たん的てきさで答えるロザリー。はあ!?


「私は戦わない。もうどうなったっていいんだ……ほっといてくれ！」


　さらにロザリーは、やけくそのような投げやりな声でそういってくる。は……はあ!?　俺は耳を疑った。


「ちょ、ちょっと待て！」


　俺はさすがにロザリーに詰め寄った。


「お前の性別を間違えていたことは悪かった。謝あやまる。この通りだ。だから……今だけ、力を貸してくれないか」


「い・や・だ」


「お……お前なぁぁぁ！」


　悪いのは俺なんだろうが。それでも俺は、自分の頭にカッと血が上るのを感じた。


『ま、待って！』


　そんな俺を、ツバサが、慌あわてて制する。


『こうするのはどう？　お姉さまは抜いて、しばらく三人で戦うというのは』


　ツバサは、スケブで、俺にそんな意見を提案してきた。はあ!?


「な、なんでせっかく四人いるのに、三人で戦わなくちゃいけないんだ!?」


　ますます頭に血を上らせながら俺。


『だって……あなた、あの状態のお姉さまを説得できるの？』


　するとツバサは、ロザリーを見ながらクールに切り返してきた。う……。


『……少なくとも私には無理。ああなったらお姉さまは、テコでも動かないから』


「し、しかし……」


『大だい丈じよう夫ぶ。お姉さまなら、私（私達）のことを想おもって、すぐに戦線復帰してくれる。それまでの間だけ、お姉さまをそっとしておいてあげて。お願い』


　珍めずらしく、俺に懇こん願がんするような気配でスケブを掲かかげてくるツバサ。くっ……！　いいのか？　この緊急事態に、そんなワガママをまかり通して。まぁロザリーがああなった原因は、俺だし、俺もあまり強くはいえないが……。


「グレン、ツバサのいうとおりにしましょ」


　そんな中、メグが短く俺にそういってきた。


「し、しかし」


「おばか！　そんなことでモメてるヒマないっていってんのよ！　くるよ！」


　まっすぐ正面──タイラント勢がいる方向を見ながら苛いら立だたしげに叫ぶメグ。


「いつまで痴ち話わ喧げん嘩かやってんだ!?」


　すると、その瞬間だった。


　メグの忠告どおり、タイラント側から、そんな叫び声が聞こえてきた。


「こねぇならこっちから行くぞ！」


　叫んだのはタイラントの銀髪青年──ビクトロだった。


　ビクトロはいつの間にか、化石じみた貝かい殻がらを、そのまま細く長く尖とがらせ武器にしたような──不思議な形の槍やりを掲げている。何か仕掛けてくる気か……！


　俺は、一瞬ロザリーの方を見た。しかしロザリーは、相変わらず俺と目もあわせず、イジけたように俯うつむいている。


「くそ……勝手にしろ！」


　俺は吐はき捨て、意識をロザリーから、攻撃の気配があるタイラントのほうへ向けた。


　もういい。俺が責任をとって、二人分働けばそれで済む話だ。ツバサのいうとおり、三人でタイラントを倒してやる……！


「きやがれ……！」


　やってやる──！　俺はアドレナリンを全開にして、敵の攻撃に備えた。


「出番だ！　《津波の槍アクアマリン》！」


　槍の尖端をこちらにぴたりと向け、ビクトロがそう叫ぶ。


　すると──次の瞬しゆん間かんだった。


「で、でたな──！」


　俺達は、ぎょっと身体からだを強こわ張ばらせた。


　ゴゴゴゴゴゴゴゴ──ビクトロ、エルナンデス、ベアリスの背はい後ごに、ゆっくり立ち上っていくのは、俺達の身長の何倍もある大波。


　そう、さきほどせっかくディアで凍らせて撃退した大波が、ビクトロの命令で、再び地下水路に出現したのだ。


　対照的に、俺達の傍かたわらを流れていたはずの水路の水は、大波の出現と共にグングン水みず嵩かさを減らしていく。


（アイツの槍が──周囲の水を操あやつってるのか!?）


　俺はなんとなくビクトルの槍の能力にアタリをつけたが、それが分かったからといって何か対処法が分かるわけでもない。


「放てっ！」


　そして、ビクトロが短く叫ぶと。


　垂すい直ちよくに立ち昇っていた大量の水は、空中で橋でもかけるように弧こを描えがき、ビクトロ達三人を背後から追おい抜かして──そのまま地面を滑り、俺達に向かって襲い掛かってきた！


「ん!?」


　しかし、そんな中、俺は妙なことに気がついた。


　俺達に向かって押しよせてくる津波の高さが、さっきの第一波と比べるとやけに低い。高さなど、俺達の腰こしくらいまでの高さしかなかった。


　とはいえ、やはりそれに黙だまって流されるわけにもいかないので、


「ディア！」


　俺はディアを使い、迫せまり来るその波を横よこ薙なぎに一いつ閃せん！　瞬しゆん時じに凍らせ、再び津波攻撃を無効化する。


　が。どうもこの津波は、攻撃というより、何か牽けん制せいのようなものだったらしい。


「変よ。三人ともわたし達から離はなれていく！」


　警けい戒かいした声でそう叫んだのはメグ。


　確かに、今の攻防で生まれたばかりの、高さ一メートル、長さ一○メートルくらいの氷のブロックの向こうを、タイラントの三人が俺達に背を向け全力で走っていく姿が俺にも見える。


　な、なんだ？　しょっぱなから後退して、なにをするつもりなんだ、あの三人は……。


　いきなりの後退に、やや困こん惑わくさせられながら、俺達は氷の向こうの三人を注視する。


「ようし、ここまでくれば大丈夫だろう」


　そして、数秒後。氷の向こうで、ベアリスはそういい、自分以外の二人を立ち止まらせた。


　さらに、さきほど出現させた、真紅のド派手な鞭むちを取り出し──


「いくよ、ビクトロ！　エルナンデス！」


　びしぃっ！　びしぃ！　ベアリスは、その場で、猛もう烈れつな勢いで鞭を振ふるい始める。


「……え？」


　俺達はその光景に。啞あ然ぜんと身体を硬こう直ちよくさせた。


　い、いや……。ベアリスが、ただ鞭を振るっているだけなら、俺達も硬直などしなかっただろうが……なんせ、ベアリスが必死で鞭を振るっている先に、


「ぐう！　ぐわ！　ち、ちくしょう。ボスの奴やつ、ノリノリじゃねーか……ぐわ！　なんでいつも……ぐわっ！　俺らばっかりこんなメに……ぐう！」


「んんんん！　し、仕方ねぇだろ。これが俺らのスタイルなんだし──ううっ！　それに最近、俺、だんだんこれがちょっと気持ちよくなって──ウッ！」


　歯をくいしばり、並んで背中を何度も鞭で打ちつけられている、ビクトロとエルナンドの姿があったからだ。


「…………」


　……えぇと。そのシュールすぎる光景に、俺達は本気で困惑した。


　せ……戦闘中に、ナニやってんだ、あの人らは……？


「よーし！　もういいだろう！　行ってきな！」


　そんな中。ビシビシ！　シメにもう一度ずつ二人の背中を鞭で叩たたき、ベアリスは、その謎なぞのアブノーマルな儀ぎ式しきを終しゆう了りよう。


　すると──次の瞬間だった。


「うっしゃあ！」


　だんっ！　叫さけび声と共に、鞭で叩かれていた二人が思いっきり地面を蹴けって俺達に向かって跳ちよう躍やく。


　そしてその跳躍力に──俺達は度肝を抜かれた。


　驚くべきことに──二人は一回の跳躍で、長さ一○メートルはある氷のブロックを飛び越こえ。一瞬で、俺達の目の前まで舞まい戻もどってきたのである。


「な……なにぃ!?」


　どういう脚力してるんだ!?　ログレス人の俺らより、こいつらのほうがよっぽど凄すさまじい身体能力してるじゃないか！
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　完全に虚きよをつかれる俺達。そして当然その隙すきを見み逃のがさず──ビクトロとエルナンデスは、俺達に襲い掛かってきた。


「おうりゃあっ！」


　ぶんっ！　そして、着地点が、一番近かったからだろう。さっき津波を発生させたあの貝かい殻がら槍やりで、ビクトロが俺に、速攻を仕し掛かけてきた！


「くっ──」


　俺は慌あわててオブシディアンを握にぎりしめ、俺の心の臓を正確に貫つらぬこうとしていた貝殻槍を、打ち払って防御しようとする──


　が。


「なっ……!?」


　俺は目をひんむいた。打ち払おうと思った貝殻槍が、剣けんを振った瞬間、俺の目の前から忽こつ然ぜんと消えていたのだ。というか、たった今まで俺の目の前にいたハズのビクトロの姿そのものが、俺が剣を振った瞬間、俺の目の前から消えていた。


「死ね！　青いの！」


　次の瞬間、前から聞こえるハズだった声が、後ろから聞こえ、俺は悲鳴をあげそうになった。後ろだとぉ!?


「くぅっ!?」


　俺は慌てて振り返り、再び俺に向けられた槍の一いち撃げきを、ガキィ！　かろうじてオブシディアンを縦に構え、剣の腹で受け止める。


　な、なんてスピードだコイツ……！


　俺の動体視力をもってしても、ほとんど残像も見えなかったぞ!?　さすが世界は広い、こんなバケモノと遭遇したのは生まれて初めてだ。


「やるじゃねぇか。青いの……！」


　そんな化物、銀髪男、ビクトロは、槍を一度引きながら、苛立しげに俺に話しかけてきた。


「でもな。俺達は……テメェみてえな奴やつだけには負けるわけにはいかねぇんだ。テメェのように……ハーレムパーティをエンジョイしてる羨うらやましい野や郎ろうにはな！」


　さらに銀髪は、何を勘かん違ちがいしているのか、お門違いもいいところの怒りを俺にぶつけてくる。はぁ!?


「だ、誰だれがエンジョイしてるか！　あのなぁ……意外に、キツいもんだぞ？　女三人に男一人っていうのは……」


　俺は俺の苦労を説明。が。


「そういう勝者のセリフが──むかつくってんだよ！」


　何故か火に油を注いでしまったらしい。


「どーせ無意識にフラグとかたてまくってんだろ……!?　死ねよ！　地じ獄ごくで俺達に詫わびろ！」


　銀髪は、さらに俺に対する憎ぞう悪おを強め、攻撃を再開してきた。何いってんだコイツ!?


フラグって何だ!?


　とにかく、納得いかないが、今のやりとりでビクトロの闘志は最高潮にアガってしまったらしい。


「おうりゃあああ！」


　ビクトロは、今まで直線的に突き出していただけだった槍を今度は思い切り横よこに薙なぎ、尖せん端たんではなく槍の柄えを利用し、俺に打撃攻撃を仕掛けてきた。


「ウッ!?」


　俺は慌てて、オブシディアンをもう一度縦に構え、それをガード！


　が。


「おうりゃああああああ！」


　ビクトロは、速さだけではなく、その膂りよ力りよくもハンパではなかった！


　ビクトロは、俺にガードされたことなどお構いなしに、そのまま槍をブン回してくる。


「なっ──!?」


　その結果、俺の身体は、ガードごとふわりと宙に浮うかされ──


　そのまま思いっきり水路の壁かべに向かって薙ぎ払はらわれた。


「がっはっ!?」


　吹ふき飛ばされた俺は、したたかに石壁で背中を強打！　一瞬呼吸が出来なくなる。


　その隙をもちろんビクトロは見逃さず、たたらを踏ふんでしゃがみこんだ俺の顔面を、手持ちの槍で一ひと突つきにしようとしてくる──


（ま、まずい、死ぬ──！）


　俺は必死に身をよじってそれをかわそうとするが──身体が動かない！


（くそ、ダメか……！）


　諦めかけた──その瞬間だった。


「むっ!?」


　ひゅんっ。いきなり、俺とビクトロの間に、何か、黒い小動物のような物が素早く割り込んできた！　ビクトロは反射的に目標をそっちに変更。ズガッ！　一気に槍でそれを串くし刺ざしにする。


「ちっ──邪魔しやがって。なんだ……コウモリか何かか？」


　ビクトロは、自分が貫いた物体を確認するべく、槍の尖端を見る。すると槍の尖端に刺ささっていたのは、コウモリなどではなかった。


　刺さっていたのは───一足の、黒い靴くつ下しただった。


「な……ふざけやがって！」


　驚きよう愕がくの表情を浮かべるビクトロ。


「だ、誰だ!?　こんな臭くさそうなもん投げてきやがったのは!?」


　そしてビクトロは、慌てて靴下の飛んできた方向へ視線を向けた。


　俺は、一瞬、もしかしてロザリーが戦線復帰し、俺を助けてくれたのか──と思ったが。それはどうやらまったくの勘かん違ちがいのようだった。


　ビクトロの視線の先にいたのは、黒くろ髪かみ無表情の少女──ツバサだった。


「あ……」


　そしてその瞬間。俺は急速に記き憶おくを蘇よみがえらせていた。


　ま、まさかあの靴下──ミザ王女の墓はか参まいりの時、ツバサが一瞬見せてくれた、例の片一方だけの靴下か!?


　ぜ、絶対役に立たないと思っていたあんな靴下に、俺、命を救われたのか……！


　しかし、まさかツバサがわざわざ俺の命を救ってくれるとは……ログレス出る前から比べれば、けっこう感動的な進歩なんじゃないのか、これ……。


『鞭むちで叩かれて喜んでるような変へん態たいにはそれがお似に合あい。プレゼントしてあげる』


　そして俺を救ったツバサは、ビクトロに、スケブで冷れい徹てつにそんなことをいい放った。


「な……ざけんな！　俺は好き好んで鞭に叩かれてるんじゃねぇ！」


　すると案外それは嫌いやだったのか、ビクトロは顔を真っ赤にし、即座に猛もう烈れつに否定した。


「叩けば叩くほど、身体能力を向上させる──ウチのボスの《虹薔薇の鞭レインボーガーネツト》が、たまたまそういう能力だったから、黙だまって叩かれてるだけだ。俺は至いたってノーマルなんだよ！」


　嚙かみ付くような勢いでそういい放ってくるビクトロ。


「な……！」


『叩けば叩くほど、対象の身体能力を向上させる……!?』


　な……なんてふざけた能力だ。


　思いがけず聞いてしまったベアリスの鞭の能力に、俺とツバサは目を瞠みはった。


　でも、そうか。だから戦闘開始早々、ベアリスは後ろに下がり、鞭で二人をメッタ打ちにしたんだ。ビクトロのあの異常な身体能力も、実際は、ベアリスの《虹薔薇の鞭レインボーガーネツト》で強化していたからなんだな……！


「バ、バッカ野郎！　ビクトロ、てめ、何あっさりボスの能力バラしてやがる!?」


　そんなビクトルの失言に気づいたのは、メグと交戦していたらしい、もう一人の男。ビクトロにそっくり、わりと男前の顔をした金きん髪ぱつ青年、エルナンデスが慌てたように口を挟んできた。


「あ」


「あ、じゃねぇ！　ったくテメェは……！」


　エルナンデスは、自分の身みの丈たけくらいありそうな、黒い、巨きよ大だいな斧おのを肩かたにかつぎ直しながら、ブツブツ呟つぶやいた。どうやら、あれがエルナンデスの剣精レイダーらしい。


　どういう能力なのか、見ている余よ裕ゆうがなかったので分からないが、少なくともメグは、あの斧に相当苦戦しているようだ。身体からだ中傷だらけで、肩を上下させ、辛つらそうな表情でエルナンデスと対たい峙じしている。


「ボスの能力まで知られたんだ──キッチリ始し末まつするっきゃねぇ」


　そんな中、エルナンデスは、そう呟くと──


　ごうっ！　やはり強化されているだけあって、ビクトロに勝まさるとも劣おとらない速度で瞬しゆん時じに、メグの背はい後ごに回りこみ、思いっきり頭上に自分の大斧を振ふり上げている。


「メグ！　後ろだ！」


　見ていた俺は慌あわてて声を飛ばした。


「くっ──」


　その声にメグは反応！　縦に振り下ろされた大斧の一撃を、横に飛んで、かろうじてかわしている。


　標的を逃した大斧は、勢いあまって、そのまま地面に刃を食い込ませた。


「チャンスだ……！　いけ、メグ！」


　地面に斧を食い込ませ、身動きがとれなくなったエルナンデスを見て、俺はとっさにメグに指示した。


「わかってる！」


　その指示に従い、ダッ！　メグはダッシュ！　一気にエルナンデスとの距離をつめようとする。


　が。


「《奈落の斧ダイオプサイド》！」


　エルナンデスが、斧を地面に食い込ませたまま、自身の剣精レイダー名のようなものを叫さけんだ瞬間──形勢が、突然逆転した。


「きゃああ!?　な、なに!?」


　せっかく優位に立っていたはずのメグが──つるん。何故か突然、氷の上で足を滑すべらせたように、まるっきり間ま抜ぬけにすっころんだのだ。そしてその格かつ好こうのまま、メグの身体は、けっこうな速度で、エルナンデスが大斧を振り下ろした地点に向かって吸すい寄せられ始めた。


「きぁあああ!?」


「メ、メグ!?」


　見ると──先ほどエルナンデスが斧を振り下ろした地点には、人が一人ちょうど通れるくらいの奇き妙みような《穴》が出現していた。


　それがメグだけでなく、周囲の水、石コロ、小動物、エルナンデス以外のあらゆるモノを吸い寄せ、吸収している。最初、氷の壁を地面に沈しずめたのは、あの能力か──!?


　とにかく、このままでは、メグがあの穴に吸収されてしまう。


　なんとかしないと──


「そうだ……！」


　こういう時こそ、伸縮自在の剣精──老師サーペンテイアンの出番なんじゃないのか!?


　そろそろ機嫌は直ったか──!?


　俺はロザリーの存在を思い出し、ロザリーの方へ振り返る。が。


　俺の期待は、一いつ瞬しゆんで瓦が解かいした。


　ロザリーは──もはや俺達の戦闘すら見ていなかった。


　この世界そのものを拒きよ絶ぜつするように、立ったまま深く俯うつむき、何かをしきりに暗くブツブツと呟いている。


（な、何やってんだアイツは……！　くそ、もういい！　俺がなんとかするしかない！）


　俺、そして同じ判断を下したのだろう、ツバサも、同時に床ゆかを滑っていくメグに向かって走り始めた。


『!?』


「な、何っ!?」


　が、《奈落の斧ダイオプサイド》の引力、そして効果範はん囲いは、俺達が思っていた以上に遥はるかに広いようだった。


　メグに向かって二、三歩駆かけ寄よった瞬間、俺とツバサは、つるん。足を何者かに引っ張ぱられたかのように、唐とう突とつにすっ転び、そのまま穴に向かって、吸い寄せられ始めた。


「し、しまった……」


　俺は焦あせって立ち上がろうと、手足に力を入れる。が、蟻あり地獄さながら、手足が滑ってうまく起き上がれない。


「俺、実はお前みたいな女、すげぇ好みだし、殺したくはねぇんだけど……」


　そんな中、いよいよ穴に落下しそうになっているメグに、頰ほおを染めながら、唐突に告白するエルナンデス。


「これも国のためだ──勘かん弁べんしてくれな」


　そしてエルナンデスは、キザな表情でそう呟くと、そのまま薪まきでも割るように、頭上に大斧を振りかぶった。


（穴に落とす前に、直接メグを殺す気か!?　クソ！）


　俺は一いち縷るの望みを託たくし、ロザリーのほうを見たが……やはりロザリーは、こちらを見てすらいなかった。


　そんな中、ビクトロは振り上げた斧を、ゆっくりメグに振り下ろそうとする。


（ダ、ダメだ間に合わない……！）


　最悪の事態に備えて、思わず目を閉じる俺。──が。


　ジリリリリリリリリ！


　その瞬間。いきなり──場ば違ちがいとしかいいようのない。目覚まし時計のベルのような音が、地下水路に唐突に鳴なり響ひびいた。


「……はっ？」


　状況が理解ができない、俺達ログレス組。


　すると、その直後、さらに不可解なことが、俺達の目の前で起こった。


「ぐわぁ!?」


　いま──たった今まで、メグに向かって大斧を振りかぶり、堂々と立っていたエルナンデスが。


　ズンッ！　いきなり、斧の重さを支ささえきれないように、地面に片膝ひざをつき。肩で大斧をかろうじて支えたまま、ブルブル震ふるえて、その場からまったく動けなくなったのだ。


「ぐうっ……！　ビ、ビクトロ！　助けろ！」


　ブルブル震えたまま、怒ど鳴なるように叫ぶエルナンデス。


「こ、効果が切れた！　自分じゃもう斧を持ち上げられねぇ！」


「な……何やってんだこの馬ば鹿か!?」


　そんなエルナンデスを見て、吸い込まれないように、穴から随ずい分ぶん離はなれた位置に退たい避ひしていたビクトロが、焦った声で怒鳴り返していた。


「目覚まし鳴ったんだから、どうなるかくらいわかるだろうが!?　だいたい、カッコつけて、斧とか振りかぶるからそういうことになるんだよ！」


「いいからさっさと助けろよ！」


　赤面しつつ怒鳴り返すエルナンデス。が。


「助けられるわけねーだろ！　そっちにいったら、俺も穴に吸い込まれる！　もうしゃーねーから、サイドを元に戻もどせよ！」


「ちっくしょう……《奈落の斧ダイオプサイド》！」


　ボンッ！　自分にのしかかっていた大斧を、人形──生意気そうな黒くろ髪かみの少年の姿──に変形させ。エルナンデスは、自分で自分の危機から脱だつする。


　その瞬しゆん間かん、俺達を吸い寄せていた大穴も消えた。助かった……！


「戻るぞ、アホウ！」


「お前のほうがアホウだ！」


　そしてそのまま二人は、すたたたた──互たがいを罵ののしりあいながら、さほど速くもない速度で、ベアリスのほうへ後退していった。


「そっか……！」


　そんな二人を見て。一命を取りとめ、座すわり込んでいたメグが、気づいたように声をあげた。


「きっとベアリスさんの《虹色の鞭レインボーガーネツト》にも、時間制限があるんだわ」


「あっ……」


　なるほど──俺もメグの言葉でピンときた。


《虹色の鞭レインボーガーネツト》の、《叩けば叩くほど対象の身体能力をあげる》という変態的能力にも、ツバサのキャッツアイの様に、制限時間があり。それが切れると、対象の身体能力も元通りに戻る。そしてあの目覚ましの音のようなものは、それが切れる直前に鳴るよう、アイツらが設定したものだったのだろう。


　恐おそらくエルナンデスは、通常時は、《奈落の斧ダイオプサイド》を頭上に構えられるほどの筋きん力りよくを持っていないのだ。おかげで、運悪く、ちょうど《奈落の斧ダイオプサイド》を頭上に構えている時に《虹色の鞭レインボーガーネツト》の効果が切れたもんだから、その重量に潰つぶれてしまった。


「でも、ということは、二人を叩たたくなら今なんじゃないのか？」


　俺は気づき、メグに聞いた。


「いまならあの二人は、通常の身体能力なわけだろう？　あの動きならベアリスの下もとに帰るのにもそれなりに時間がかかるだろうし……そこを襲おそえば楽勝なんじゃ……」


「や……そんなに簡単な話でもないよ」


　難むずかしい顔で、メグ。


「その時の為ために、あの銀ぎん髪ぱつ君が、《津波の槍アクアマリン》持ってるのよ。いくら追っかけても、津波使われたら、結局足止めくらって追いつけない。その間に、二人はまたベアリスさんに強化されちゃう。強化→戦せん闘とう→退避、強化→戦闘→退避、強化→戦闘→退避……たぶんこれが向こうの《勝利の方程式》なのよ。勝つまでそれを続けるつもりなんだわ」


　気づいたように、呟つぶやくメグ。


　なるほど……ベアリスが二人を強化して、その二人が前で戦って、効果が切れたら《津波の槍アクアマリン》を使って逃にげ帰る。シンプルだが……身体能力をあげる《虹色の鞭レインボーガーネツト》、振り回せさえすれば恐ろしく戦闘力の高い《奈落の斧ダイオプサイド》、津波を操る《津波の槍アクアマリン》、それぞれの剣精レイダーの能力を最大限に活いかした、何気に鉄てつ壁ぺきの作戦なのかもしれない。


「……手て強ごわいな」


「うん。でも……こっちにも勝機はあるわ」


　メグは、考え込む時にたまに見せる、いつもより鋭するどい目つきでそう呟いた。


「勝機？」


「そう。《勝利の方程式》ってのは、使用者に高確率で勝ちをもたらすスグレモノだけどさ。反面、破られると、一気に〝流れ〟を相手にもってかれちゃう、あぶなっかしい一面ももってるわけなのよ」


　盤ばん上じよう競技の名手らしく、人差し指を立てながら、なんとも含がん蓄ちくある言葉をレクチャーしてくれるメグ。


『つまり向こうの《勝利の方程式》を崩くずす？』


　聞いたのは、俺達の話を聞いていたツバサ。そんなツバサの頭を、メグは嬉うれしそうに撫なで、


「そういうこと。もちろん、そう簡単に崩せないから《勝利の方程式》なんだけどね。


　でも……策はないわけじゃないわ」


「お、おお」


　頼たのもしいメグの言葉に、静かに感かん嘆たんの声を漏らす俺達。


　しかしメグはその俺達の声を制し、


「ただ、もう出来上がってる《勝利の方程式》に勝とうっていうんだから、この策にはけっこうリスクもあるわ。それと……」


　ちらりと背後をちらりと窺うかがうメグ。


「この策を行うには、作戦上、どうしても彼女の助けが必要」


　メグが見つめる彼女というのは──相変わらず後ろで突つっ立っている女、ロザリーのことだ。


「ロザリーか……」


　俺は苦々しく呟いた。


「……あいつは今回はもう無理じゃないか？　どうしてもハズせないのか？」


「うん、だって──」


　メグは俺とツバサに、自身が考えたという作戦を説明する。


　そしてその作戦は、なるほど、どうやってもロザリーとあのジーさんの力が必要な作戦だった。


「……仕方ない。それじゃもう一度、説得するだけ説得してみるか」


　ビクトロ達がこっちに戻ってくるまで、まだ時間はあるだろう。


　というわけで、俺達はもう一度、ロザリーの説得に向かう。


「なぁ……」


　ロザリーの前に辿たどり着き。話しかけるのは、やはりこうなってしまった原因である男──俺。


「いやだ」


　が、俺が用件を切り出した途と端たん、ロザリーは、自分の耳を両手で塞ふさぎ、完全に俺、そして外界を遮しや断だんした。


「私は……私は傷ついてるんだ。私は……もう戦えないんだ。もう……もう放っておいてくれよ！」


　耳を塞いだまま、自分は戦えないですよアピールをしてくるロザリー。く……こりゃダメだ。話も聞いてもらえない。


「あ、あのねぇ……！　キツいのはあんただけじゃないでしょ!?」


　するとそんなロザリーを見ていきなりメグが、我慢できないように。苛いら立だった声をあげてロザリーに詰め寄った。


「聞きなさいよ！　むしろあんたなんかマシなほうじゃない……！　わたしなんかね……わたしなんかね」


　さらにメグは、逆上気味なテンションで、ロザリーが耳に当てていた手を力ずくでどかせようとする。


　な、何だ？　焦る気持ちも分かるが、メグの奴、なんか怒るポイントズレてないか？


『待って！』


　そんなメグを、メグとロザリーの間に立つ形でロザリーから引き離はなしたのは、どこまでもロザリーに忠ちゆう実じつな影かげ、ツバサだ。


『暴力はいけない。話し合おう』


「話し合おうって。ロザリー、話聞こうともしないじゃない！」


『大だい丈じよう夫ぶ。お姉さまなら、すぐに私を想おもって、ちゃんと立ち直ってくれる』


「いつ立ち直んのよ!?　あれから随ずい分ぶん時間経たったけど!?」


　今度は、ロザリーではなく、ツバサとメグが口論を始める。


　お、おいおい……ロザリー説得しようとして、そこの関係悪化してたんじゃ、意味ないんじゃないのか……!?


　と、俺が予想外の展開に、まごつきかけた──そんな瞬間だった。


「ツバサ。もういい。私なんかをかばうな……」


　二人の口論を見かねたのか──


　ロザリーが、外界遮断状態を解除、力ない口調でツバサに声をかけた。


『お姉さま！　復活されたのですね!?』


　瞳ひとみを爛らん々らんと輝かがやかせて、ロザリーに確認するツバサ。


　しかしロザリーは首を振った。


「違う。ツバサ、お前は私を買いかぶりすぎだ。私はもう立ち直れない。私は、もう疲れたよ……」


　本気で心の底から疲れたような声で、ロザリーは呟く。


「だいたい、立ち直ってどうなるっていうんだ？　どーせ……どーせ結果は同じじゃないか」


　さらにロザリーは、スネるような口調でそう続けた。


「私は……友達と遊んだり、恋愛をしたり、そういう普通のことがしたいだけなんだ。


なのに結局、仲間はずれにされたり、男に間違えられたり、そういうどんくさい結果になる。


　私は、どうせ……どうせそういう《不幸の星》の下に生まれてるんだ。ここで逃にげずに立ち上がったところで、結果は同じ……もう……もういいよ」


　投げやりな口調で言い放つロザリー。


《不幸の星》。


　ロザリーから立ち直る気力を奪うばっている、最大の理由はそれか……!?


「このマヌケども！　あっちに《虹色の鞭レインボーガーネツト》の能力知られてどうすんだい!?」


　と、そんな中。氷の向こうから、いきなりベアリスが激げき怒どする声が聞こえてきた。ま、まずい……ビクトロとエルナンデスが、ベアリスの下に帰還したんだ。


「うぎゃーっ!?　ち、違ちがうんですボス、それはビクトロのアホが……」


「お、お前だって斧に押しつぶされたりヘマやって……」


「おだまりこの豚ぶたども！」


　びしぃ！　二人の言い訳を、ベアリスの鞭むちが厳しく封ふうじ込めた。


「いいかい!?　アンタらは男なんだから、いくらドジっ子アピールしたって何の得にもなりゃあしないんだ！　国の存亡がかかってるんだよ、ちょっとはマジメにやりな！」


　びしぃ！　びしぃ！　怒鳴りながら、断続的にベアリスが鞭を振るう音がこちらに聞こえてくる。再び強化体勢に入ったようだ。


　このままいけば、エルナンデスとビクトロがこっちに戻ってくるのも時間の問題だろう。


　時間がない……！


「……オイ。だったら、こうしないか？」


　こうなったら、みっともなくても、いろいろジタバタするしかない。俺は思い立ち、ぐいっとロザリーの両りよう肩かたを摑つかんで、耳を塞がせないようにしてから、提案を始めた。


「…………」


　ロザリーは、相変わらず、俺の顔を見ようとしない。が、一応話は聞いているようだ。よし。俺は続けた。


「聞いてくれ。俺は、お前に借りがある。お前を傷つけて、お前に二年間をぼうにふらせた借りが。だからその借りを返す為ためにも──俺は、今日からお前が不幸な星の下から脱だつ出しゆつできるよう。お前に協力する」


　とりあえず、ロザリーから立ち直る気力を奪っている最大の要因が《不幸の星》なんだから、まずはそれをなんとかするのがスジだろう。


　というわけで、俺はまず、そんな提案をロザリーに持ちかけてみた。


「協力……？」


　やはり目はあわせないが、一応、興きよう味みはもってくれたらしい。ロザリーが、少しだけ顔の角度をこちらに傾けてきた。


「協力とは？」


「そうだな……。例えば。お前、友達を作ったり、恋愛したり、そういう普通のことがしたいってさっきいってたよな？」


　必死に脳を回転させながら話す俺。


「……ああ」


「だったら、今後お前が、友達になりたいか、彼女になりたいと思った奴やつと出会った時。お前とそいつが友達になれるよう、俺が裏でいろいろ《協力》する。二人で挑いどめば、いくらお前が不幸の星の下に生まれてたとしても、なんとかなるだろ？」


　拙つたないかもしれないが。ロザリーの為にできることで、元引きこもりの俺が思いつけるものはそのくらいのだった。


　俺は、提案を聞いたロザリーの表情がどう変化するか、注視する。


　が。


「…………！」


　ロザリーは……なんとも複雑な表情をしていた。


　なんとなく憮ぶ然ぜんとしたような……しかしどことなく喜んでもいる気配もあるような……判断に困る表情。


　正直、他になにかロザリーを力づけられる案が思いつくわけでもないし。


　時間的にも、この提案でロザリーに何か変化を与えられなかったら、結局戦せん闘とうにロザリーは復帰できないだろう。


　だから俺は、祈るような気持ちで、ロザリーの返答を待った。


　──が。


「…………」


　俺の言葉を聞いたロザリーは、さきほどの複雑な表情のまま、なかなか言葉を発しない。


　ダ、ダメなのか……？


「ようし！　もういいだろう！」


　そんな中。俺達の息づまる静せい寂じやくを打ち破るように、氷の向こうからいきなり威い勢せいのいい声が聞こえてきた。


「強リ化ミ限ツ界トいっぱい！　これであんた達はもう豚じゃない！　行って来な！」


　う、マズイ──！


　戦闘準備が整ってしまったのか!?


「いくぞぉぉぉぉぉぉぉぉ！」


　そして、いよいよ。氷の向こうから、男二人の野や獣じゆう的な宣戦布告の声が聞こえてきた。どうやら、完全に、戦闘準備は整ってしまったようだ。


　対して、俺は説得中だったロザリーの方に顔を向けるが……


「…………」


　やはりロザリーは、なにも言葉を発さなかった。


「時間切れ、ね……」


　そんなロザリーの様子を見ながら、肩かたをすくめてメグ。


　……どうやら、残念ながら、俺の説得は失敗に終わったらしい。


「仕方ない……いくぞ！」


『……』


　こうなったらやはり三人でなんとかするしかない。


　俺達はロザリーの説得を諦あきらめ、エルナンデスとビクトロが現れる方向に向き直り、構かまえた。


「メグ。ロザリー抜ぬきであいつらの勝利の方程式崩くずす方法あるか？」


「努力、根こん性じよう、気き合あい」


　もはやヤケクソなのか、超ちよう適当な返答をしてくるメグ。……。まあ、気持ちはわからんでもないが……。


　さっきはたまたまアイツらのヘマに救われただけで、俺達の劣れつ勢せいは明らかだった。現実的に考えて、今回も俺達があの二人の猛攻に持ちこたえられるとは到底思えない。


「ま……やるだけやってみよう」


　俺の毒にも薬にもならない月並みな言葉に、メグもツバサも、一応こくりと頷うなずいてくれた。


「……待ってくれ」


　その時だった。


　俺達の背はい後ごから、だしぬけに声が聞こえた。


「……え？」


　振り返る俺、メグ、ツバサ。


　そこにあったのは──バツが悪そうに、居い心地ごこちが悪そうに立っている、銀ぎん髪ぱつ長身の女、ロザリーの姿。


「あの……。悪かった。遅おそすぎるし、私で役に立てるかどうか分からないが……私も一いつ緒しよに戦わせてくれないか？」


　そしてロザリーは恐る恐るの様子で、待望の戦線復帰を表明。


「お……おおっ!?」


　ロザリー復活に、俺達は素直に歓かん声せいをあげた。


『お……お姉さまぁ！』


　そしていの一番に、ツバサが号泣しながら、ロザリーに飛びつくように抱だきつく。


「すまなかった、ツバサ。お前にはいつも、私の為に、気苦労をかけてばかりだ」


『いえ！　いえ！　私にとっては、お姉さまの為にしょいこむ気苦労は、気苦労ではないのです。ヨロコビなのです！　お姉さま好きです！』


　号泣しながら何故か最終的に告白したツバサ。


「メグも……すまなかったな」


　慣れているのか、ツバサの唐突な告白を華か麗れいにスルーし、ロザリーは次にメグに頭を下げた。


　いきなり謝られたメグは、少し困ったような顔になり、


「ま、まぁ……。別にいいけど。てか……私こそ、なんか変にカッとなっちゃってゴメン。いつもはあんなことないんだけどさ」


　バツが悪そうに、メグは逆にロザリーに謝罪した。


「気にするな。私が悪かったんだし。それより私は何をすればいい？　何か私がやるべき役割があるんだろ？」


「うん、ロザが手ぇ貸してくれるとすごい助かる。けっこう難むずかしい役どころだけど……やってくれる？」


　そういってメグが、ロザリーに作戦上こなすべき仕事を短く伝えた。作戦を聞いたロザリーはやや緊きん張ちようした表情になったが──それでも強く頷いた。


「グレン」


　そしてロザリーは、最後に何かいいたげに俺を見てきた。


　俺は肩をすくめた。


「話なら後にしろ。とりあえずこの戦い生き残って……それからいろいろ話そう。昔の話とか。さっきの約束の話とかな」


「うん……！」


　ロザリーは表情を引ひき締しめながら、こくりと頷く。
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『来たっ！』


　そんな中、スケブで短く注意を促うながしてきたのはツバサ。


　その言葉通り、氷の向こうで、エルナンデスとビクトロが跳ちよう躍やくした姿が見える！


「よし！　なんかゴタついたけど、一応四人揃そろったんだ。このターンでケリつけるぞ！」


「うん。……そうだ。最後に手順確認しときましょ」


　緊きん迫ぱく感かんのある声で叫んだのはメグ。


「オフェンスは、最初がツバサで、メインがロザ！　頼たのんだからね、ロザ！」


「わかった。任まかせろ。出で遅おくれた分は取り戻す」


「ディフェンスは、俺が金きん髪ぱつ担当で、メグが銀髪担当だったよな？」


「そうよ。がんばりましょ」


『私は役目を終えた後、どっちのフォローに入ればいいの？』


　スケブで聞いたのはツバサ。


「あ、じゃあツバサはわたし手伝って。グレン強いんだから一人で大丈夫でしょ？」


「お前俺と戦闘力大差ないだろが……！……まぁいい。なんとかしよう。男の意地で」


「待たせたな！」


　そんな言葉と共に、ざんっ！　俺達の目の前に、氷を飛び越こえてきたエルナンデスとビクトロが、猛もう烈れつな速度で現れる！


「いくぞぉ、ログレスの！」


「このターンで終わらせてやっからな！」


　獰どう猛もうな声でいってくる二人。


　望むところだ──！　フルメンバーが揃そろった時の、ログレス選せん抜ばつの実力を見せてやる……！


　八国対たい抗こう剣精試練レイダー・ゲーム、決着必ひつ至しの二ターン目が幕を開けた！





　　　　†




　現れた金髪と銀髪に対し。


　俺とメグは、手て筈はず通り行動を開始した！


「ディア！」


《合点です！》


　俺とディアが、金髪──巨きよ大だいな斧おの《奈落の斧ダイオプサイド》を持つ、エルナンデスに斬きりかかり。


「レイン！」


「うむにゃ……がってんれす……」


　メグも、眠ねむっていたレインを叩たたき起こし、大おお鎌がま形態に移行させてから。《津波の槍アクアマリン》を持つ銀髪、ビクトロに襲おそい掛かかる。


　それぞれさっきと、戦う相手を交換した形。


「む!?」


　俺達の先制の一いち撃げきを、エルナンデスとビクトロは、互たがいの剣精レイダーを使って防ぼう御ぎよ。


　ギィィン！　オブシディアンと《奈落の斧ダイオプサイド》、レインと《津波の槍アクアマリン》がぶつかりあった鈍にぶい音が、地下水路内に響ひびき渡わたる！


「なんだあ？　マーク変へん更こうかよ？」


　俺の一撃を、《奈落の斧ダイオプサイド》で悠ゆう々ゆう受け止めたエルナンデスが怪け訝げんな表情で呟き。


「つか、お前ら、一対一サシって。サシで俺らに勝てると思ってるわけ？」


　メグの一撃を受け止めたビクトロも、同じく訝いぶかしげな声でそう呟いている。


（悪いが、別にサシでお前らに勝つ気もないんでな……！）


　俺は心の中でそう吐き捨て、背後にいたはずの、ツバサとロザリーの方をちらりと窺うかがい見た。


（ようし──！）


　俺は心中で拳こぶしを握にぎり締めた。


　今の一瞬の間に、作戦第一段階は、とりあえず成功したようだ。


　俺の背後では。たった今までいたはずの、銀髪女、ロザリーの姿が忽然と消えていた。


　俺の背後にいるのは、大おお金かな槌づち──キャッツアイを構えた黒くろ髪かみ少女、ツバサただ一人。


「!?　おい、エルナンデス！」


「ああ。───一人いねぇな」


　そして敵二人も、それに素早く気づいたようだった。


「ちっ……何企たくらんでやがる！」


「いうわけないだろう？」


　肩をすくめてみせる俺。


「……まぁいい。何考えてても関係ねぇ。何かやる前に、お前ら全員秒殺してやる。やるぞビクトロ！」


「おっしゃ！」


　ぶんっ！　二人はそれぞれの剣精レイダーを振ふり回し、俺とメグを払はらいのけた。


　俺は金髪と対たい峙じし。


　メグは銀髪と対峙する。


『手伝う』


　そしてメグの隣となりに、すたん。最初の役目を終えたツバサが駆かけつけ、俺対金髪、メグ＆ツバサ対銀髪の構図が戦場に描えがかれた。


（これで、作戦第二段階もほぼ成功だ……！）


　あとは、一ターン目の攻防から推察した、コイツらの強化効果が切れるまでの約一分の間、俺らがコイツらと戦って、無事でいられるかどうかにかかっている。


「グレン！　気をつけてよ！　死んじゃヤダよ!?」


　そんな中、メグが、意外に本気で心配げな声でそういってきた。


「わかってる。お前もな。ツバサ、頼んだぞ」


『了りよう解かい。……あなたもせいぜい気をつけて』


「ああ。せいぜい気をつけるよ。いくぞ！」


　作戦は最終局面にきたので、俺は意識を前方のエルナンデス一人に集中し、オブシディアンを構えて突進した。








「んなノロい動きで俺らに勝てると思ってんのか!?」


　当然だが、エルナンデスの身体能力は、現状俺の数倍はある。


　斬りかかった俺の一撃を、エルナンデスは受け止めもせず、ほとんど瞬間移動に近い速度で回かい避ひ、俺の前から姿を消した。


（上──!?）


　かろうじて見えた残像をたよりに、俺は顔をあげる。すると予想通り、一瞬の間に、エルナンデスは宙高く飛び上がり、そして《奈落の斧ダイオプサイド》を振りかぶって俺に向かって飛び掛かかってきているところだった。


「死ぃねぇ！」


「くう！」


　俺はかろうじて横に飛び、ぶんっ！　地面を転がりながらそれを回避。


「ち、ちくしょう。何な故ぜかわせる……!?　強化されてるワケでもねぇクセに」


「昔から、避よけたり逃にげたりするのが得意なんでな」


「地味な特徴持ちやがってぇぇ……だったら、逃げられないようにしてやるよ！」


　そう叫さけぶと、エルナンデスは、ガッ！　俺に振り下ろし損そこねた《奈落の斧ダイオプサイド》を、そのまま、自分の足元に振り下ろした。またあの厄やつ介かいな〝穴〟作る気だな──！


「ディア！」


《わかってます！》


　とはいえ、俺達だって既すでに対策は立てている。


　その為ために、俺とディアがこの金髪担当になったのだ！


「凍こおれ！」


　というわけでエルナンデスが斧を振り下ろし、地面に穴を発生させた瞬しゆん間かん。俺はその穴に向かって飛び掛かり、ズガッ！　オブシディアンで思いっきり斬りつけた。


「な、何!?」


　驚きよう愕がくの表情を浮うかべるエルナンデス。


　作戦は成功だった。俺がオブジディアンでで斬りつけた瞬間、ぴきぴきぴき……〝穴〟は瞬しゆん時じに凍とう結けつ状態になり──何の効果も生み出さない、ただの氷づけの穴、と化す。


「く、くそ！」


　それを見たエルナンデスは後退し、再び自分の足元に穴を作ろうとしたが、


「無む駄だだ！」


　俺はそれを追つい撃げき、新たに生まれた穴も凍らせ、《奈落の斧ダイオプサイド》の効果を完全に無力化する。


「ば、馬ば鹿かな……」


　にわかに狼ろう狽ばいした表情を浮かべるエルナンデス。


「残念だったな」


『残念でしたね♪』


　刃はさえ通れば、なんだって凍結できる。オブシディアンの本領発はつ揮きである。


「ツバサ！　わたし達も負けてらんないよ！」


『その通り』


　一方、俺の傍かたわらで、メグとツバサも、ビクトロ相手に奮ふん闘とうしているようだった。


「えぇい！」


　身の丈たけより大きな鎌かまを振りかぶり、それを流れるようにスムーズに、思いきりビクトロに振り下ろすメグ。


「くっ──」


　ビクトロはその一撃を、妙みように焦あせったような表情で横にかわす。


「そうそう。気をつけたほうがいいよ」


　そんなビクトロを見て、メグは妙に満足気に笑った。


「イレイザーレインの能力は、触さわったものを《瞬時に老化させる》能力。かすっただけであなたも、あなたの剣精レイダーも、瞬時にオジーちゃんになっちゃうんだから！」


　いいながら、なおビクトロを追撃しようとするメグ。


（ん？）


　俺は一いつ瞬しゆん、メグのそんな言葉に、内心で首を傾かしげた。


　触ったものを瞬時に老化させる能力？　イレイザーレインの能力は、《寝ね溜めした時間に比例して、身体能力を上げる》、だよな？


　いぶかしげに思っていると。一瞬、向こうで戦せん闘とうしているメグと目があった。


　メグは不ふ審しんげな表情をしている俺を見て、怒おこったような表情で「ば・か」と口パクで伝えてくる。


（あ……そうか。ハッタリか……）


　俺はそれでようやく、メグの意図していることが理解できた。


　なるほど。レインの能力は、今のところまだ向こうのチームには知られていない。というか、知られたらとんでもないことになる。レインの寝ダメエネルギーは、数時間前の六本腕うでとの戦闘で完全にゼロ、つまり今のイレイザーレインは、メグの身体能力もあげなければ、何か他に特とく殊しゆな力が使えるわけでもない、ただの赤い大鎌なのだ。


　メグはそれをカバーする為、向こうがまだレインの能力を知らないことを利用し、ハッタリで現状を突とつ破ぱしようとしているのである。さすがに知恵が回るなアイツは……。


「ち、ちくしょう……発動条件が《触ふれたら》とか。そんな能力アリかよ!?　ガードもできねぇじゃねぇか」


　ビクトロは、泣きそうな声で吐はき捨てていた。完全に信じきっているようだ。


「あのチビ助もうぜーし」


　さらにメグの鎌をかわしながら、ビクトロは視線をツバサに向けた。


　ツバサは、作戦の関係上剣精レイダーの能力を向こうの二人に見せるわけにはいかないので。手しゆ裏り剣けん等を投げつけ、メグを間接的に支し援えんしている。


「くそ……これだから、クロクワの一族は……！」


『!?』


　手裏剣を槍で払いながら忌々しげに放ったビクトロの一言に、ツバサがやや大きく目を見開いた。


『知っているの？　私達を？』


「タイラントにもいるからな。妙な術を使う陰気で嫌われ者な集団だろ」


『…………！』


　無表情だが、ツバサは、そのビクトロの一言に、静かに逆上したようだった。


　だぶついた上着の袖そでの中から、バララララ、と数十個の飛び道具をまとめて取り出し、ぶんっ！　それを一気にビクトロに投とう擲てきする。


　が、さすがに今のビクトロに、そんな単調な攻こう撃げきは通用しないようだった。


「《津波の槍アクアマリン》！」


　ビクトロは、足元の水を自身の前に小さな壁のように浮かべ、ツバサの投げた道具全部を包み込んで無効化する。


「エルナンデス！」


　そしてそれとほぼ同時に、ビクトロが突とつ如じよ叫さけんだ。


「なんだ？」


「代わろうぜ！」


（うっ!?）


　エルナンデスのその一言に、俺達は顔を見合わせた。


　シンプルだが……それは、俺達的には、一番口に出してもらっては困る言葉だった。


「どーも俺、こいつらと相あい性しよう悪わりぃ。お前と《奈落の斧ダイオプサイド》が女子供やれよ！　俺がその青あお髪がみとやる！」


「……確かにそのほうが良さそうだな。いちいち穴を凍らされたんじゃ、本領発揮できねぇし」


「く……！」


　俺達三人は、嫌な汗をかきながら固まる。


　俺とディアで、エルナンデスの斧おのを封ふうじ。メグとツバサで、ビクトロを封じる。


　能力相性の有利さで、身体能力の差を埋うめるというのが、俺達の今回の方ほう針しんだったのだ。


　それに気づかれ、崩くずされると──一気に形勢は逆転してしまう可能性がある。


　そして──


　予想通り、そこから俺達は一気に窮きゆう地ちに立たされた。


　選手交代を阻そ止しすることは出来ず。一瞬で一ターン目と同じく、俺は《津波の槍アクアマリン》を使うビクトロと、メグ＆ツバサは、《奈落の斧ダイオプサイド》を使うエルナンデスと対峙するハメになり。


　俺は剣精レイダーの相性的に、ビクトロとまだなんとか戦えたが、


「きゃあああ!?」


　メグ＆ツバサ対エルナンデスのほうは、ほとんど勝負になっていない。


　あの二人では、あの大斧の《吸きゆう引いん攻撃》を、防ぎようがないのだ。


「も、もう！　なんなのよ、この能力は！」


『卑ひ怯きよう』


　メグとツバサは、さっそく強制的にマヌケ的にすっ転ばされ、例によって、エルナンデスに向かって地面をすべり始めた。


「くそ！」


　俺はそれを見て、再び穴を凍結させてやろうと二人のほうへ駆かけつけようとしたが、「行かせるわけねーだろ！」


「くっ!?」


　ビクトロに、進路を塞ふさぐように猛もう然ぜんと前方から襲おそい掛かかられ、俺も防ぼう御ぎよに手て一いつ杯ぱいだった。向こうまで辿り着けない。


（ちくしょう！　まだか!?）


　俺はじりじりと焦しよう燥そうしながら、心の中で叫んだ。


（まだ時間じゃないのか!?）


　強化されたこの二人を相手に、一分耐たえるというのは大変だろうと覚かく悟ごはしていたが……ここまで一分を長く感じるとは！　俺達、もう、随ずい分ぶん粘ねばった気がするぞ!?


「きゃあああああ！」


　悲鳴をあげるメグは、もうほとんど奈落の穴に吸いこまれる直前だ。


（く、くそ……間に合わないか!?）


　俺がビクトロの攻撃をかわしながら、絶望した気分になりかけた──


　その時だった。





　ジリリリリリリリ──！





　祈いのりが通じたのか──待ち望んでいたベルが地下水路に鳴なり響ひびいた！


　いつもは疎うとましい目覚まし時計のベルの音が、こんなにも愛いとおしく思えたのは、これが初めてだ！


「ちっ……またかよ!?」


　忌いま々いましげに呟つぶやいたのは目の前のビクトロだ。


「ちっくしょう。毎回毎回往おう生じよう際ぎわ悪く時間稼かせぎしやがって……！　無駄なことしてるんじゃねーよ」


　エルナンデスはそれ以上に、口くち惜おしそうにメグとツバサを見やっている。


「おい！　また同じミスする気か！　いいからボスのとこに戻もどるぞ！　効果が切れたら、勝ち目はねーんだ」


「くっそう……！」


　いいながら二人は、だんっ。地面を蹴けって、バックステップ。


「次こそ覚えとけ！　もうテメぇらの手のうちは分かってんだからな！　せいぜい覚悟しておけ」


「今度はアタマから、いまの組み合わせでやってやる！　せいぜい覚悟しておけ」


　二人は、まだ《虹色の鞭レインボーガーネツト》の効果が残っている素す晴ばらしい身のこなしで、俺達から急速に遠ざかっていった。


　ふうー。


　その遠ざかっていく二人を見ながら。


　俺達三人は、ホッと安あん堵どのため息をついていた。


「なんとか勝ったな」


　安堵から肩かたを落としながら、俺は、思わず呟いた。


「ギリギリだったねぇ」


　さすがにハッタリだけで戦っていたメグは汗あせだくだった。額ひたいの汗を腕でぬぐいながら、やりきった充じゆう実じつ感かんを感じさせる笑みを浮うかべている。


『まだ油断するには早いのでは？』


　そんな俺達に対し、ツバサは無表情にスケブを示してきたが、


「まぁな。でも、まぁ、どう考えてももう勝っただろ？」


『……まぁね。お姉さまがしくじるはずもないし』


　ツバサも結局、肩をすくめて俺達に同意。


　そしてツバサは、


『あと五秒』


　俺達から離はなれていく二人を見ながら、淡たん々たんと告げた。そしてスケブを次々めくり、


『四』


『三』


『二』


『一』


　カウントダウンを決行。


　そしてカウントが『零ぜろ』を告げた瞬しゆん間かん。


　ボンッ！


　俺達の背はい後ごで、唐とう突とつに爆ばく発はつ音のような音が響いた。


「お、お前らァ……どれだけハラハラさせる。本気で負けるかと思ったぞ……！」


　そして呆あきれるような声と共に、そこに、一人の女子が出現。


　長い銀ぎん髪ぱつをなびかせた、男前の女。ロザリー・リンドである。


　さらに続けて……ボンッ！


　ロザリーの手元で、小さな爆発が起こったかと思うと。突とつ然ぜんそこに、ロザリーの剣精レイダー《サーペンティアン》が出現した。


　姿を現したサーペンティアンは、ロザリーが見ている方向へ、まっすぐ伸のびていた。その先には───


　まさにたった今、氷の上を飛び越こえようとしていた、エルナンデスとビクトロの姿。


　そして、


「縮め──サーペンティアン！」


　ロザリーが鋭するどくそう叫さけんだ──その瞬間だった。


「う？」


「おおおおおおおおお!?」


　ギュオオオオオオオオオオ！


　氷のブロックの向こうへ消えていくハズだった二人の身体からだが、猛もう烈れつな勢いで、こちらへ逆ぎやく戻もどりしてきた。


「「な……なにいいいいいいいいいいいいいいいいい!?」」


　凄すさまじい勢いで引っ張ぱられながら、驚きよう愕がくの声をあげるエルナンデス＆ビクトロ。


「な……なんだこのロープは!?」


　二人は、混乱した声をあげながら、空中で自分の腰こしに目をやった。


　二人の腰には──一本の鎖くさりでまとめて拘こう束そくされる囚人のように──それぞれ、厳げん重じゆうにサーペンティアンが巻かれ、連結されている。


「よしっ！」


　急速に舞まい戻ってくる二人を見て、俺達は、自分達の仕し掛かけた《作戦》が、見事なまでに成功したことを確信した。





　俺がエルナンデスと戦ったこと。


　同じくメグとロザリーが、ビクトロと戦ったこと。


　それらはすべて、この状じよう況きようを作り出すための伏線だった。


　俺達の狙ねらいは、最初から、エルナンデスとビクトロにサーペンティアンを巻きつけ、向こうの《勝利の方程式》の一環《後退》を阻そ止しすること。ただその一点のみに向けられていたのだ。


　だがもちろん、強化状態のあの二人に、真正面からサーペンティアンで攻せめても、拘束などできない。


　そこで俺達は、ツバサの《キャッツアイ》を、ロザリーに使用するという手段をとったのだ。


　これはメグの考えたアイデアだった。


　俺とメグが、エルナンデスとビクトロ、二人の気を引いている間に。


　ツバサが、《キャッツアイ》でロザリーの姿を縮める。


　そして全員の視界から消えたロザリーが、俺達に気を取られているエルナンデス＆ビクトロに、同じく縮小サイズになったサーペンティアンを密ひそかに巻きつけておき、二人が向こうに戻ろうとしたところで、巨きよ大だい化か。ベアリスのところへ戻るハズだった二人を、サーペンティアンで、強制的にこちらへ逆戻りさせる──


　メグが事前に説明していた通り、貴き重ちような戦せん闘とう力であるロザリーを、一分間ただただ潜せん伏ぷくさせておくのはかなりリスキーだったし、けっこう博打ばくちのような作戦だったが……


　俺達はどうやらその博打に勝てたようだ。


「ア……アンタ達ぃぃぃぃぃ!?」


　前方から、ベアリスが驚愕の声をあげる中。


「う……うおおおおおお!?」


　いよいよ、エルナンデスとビクトロが、俺達の足元に滑すべるように強制連行されてきた。


「ぐ、ぐぅ！　ち、ちくしょう！……だがまだ強化状態が解けただけで、勝負は決まったわけじゃねぇぞ。ビクトロ！」




[image: ]


「おうさ！　このまま黙だまってやられたんじゃ、ボスに顔むけできねぇ……ボスの為ためにも……意地ぃ見せてやる！」


　立ち上がった二人は歯を剝むき出しにし、血走った目で俺達に襲おそい掛かかってこようとした。


　が。


「残念だが」


「もう決まっている」


　強化状態の解とけた二人の動きは、先ほどと比べるとまったく緩かん慢まんだった。


　どんっ！　俺はロザリーと同時に、立ち上がろうとした二人の胸むな元もとをブーツの底で思いきり押し蹴り、二人が立ち上がる前に容よう赦しやなく再転てん倒とうさせた。


　一度転ばせた敵は、向こうの心が折れるまで転ばせ続けろ。


　傭よう兵へい学校で叩たたき込まれた、悪あく魔まのような教訓だった。


　そして俺とロザリーは、エルナンデスとビクトロが再転倒した際にそれぞれが地面に手放した、《奈落の斧ダイオプサイド》と《津波の槍アクアマリン》に向かって、剣精レイダーを振ふり上げる。


「終わりだ」


　俺達は、地面に転がる二つの剣精レイダーに向けて、それを容赦なく振り下ろした──！





　　　　†




「……負けたよ」


　勝負が決し、俺達がエルナンデス達を捕ほ縛ばくしてからほどなく。


　氷のブロックの向こうから、ホールドアップ、両手をあげた状態のベアリスがこちらへ投とう降こうしてきた。


「アタシらの負けだ。残った剣精レイダーが、補助系の《虹色の鞭レインボーガーネツト》だけじゃ、さすがにもうどうしようもない。この先他の国の奴と戦っても、勝ち目ないだろうし……煮にるなり焼くなり殺すなり、好きにやってくれ」


　嘆たん息そくし、もうなにもかもを諦あきらめたような表情で、《虹色の鞭レインボーガーネツト》を差し出してくるベアリス。


「──ただ。できれば、エルナンデスとビクトロは、殺さないでやってくれないか？」


　さらに続けてベアリスは、何気ない口調で、しかしそれとは裏腹に、俺達に本気で訴うつたえかける真剣な眼まな差ざしでそういってきた。


「は？」


「え？　ちょ、ボス！　何いってんですか!?」


　困こん惑わくした声をあげる、エルナンデス＆ビクトロ。


　ベアリスはそんな二人を無視し、


「こいつらはね。アタシに、近所に住んでたよしみで昔からコキ使われて、結局、戦場こんなところまで無理やり引っ張りだされてきちまっただけの……本来、戦いだの、殺しだの、そういう血ち生なま臭ぐさい世界には関係ない、フツーのおぼっちゃんなのさ。だから、せめてコイツらだけは、元の世界に戻もどしてやってくれないか？　アタシは何されたって構かまわないからさ」


　真ま面じ目めな顔で、そんなことをいってくる。


「ボ……ボスゥゥゥゥゥゥ！」


　そんなボス、ベアリスのセリフに、エルナンデス＆ビクトロは目を潤ませて感激の声をあげていた。


「…………」


　そんな連中を見て、俺、メグ、ロザリー、ツバサの四人は、顔を見合わせた。


「……おい、何を勘かん違ちがいしている？　ドラマチックにやってるとこ悪いが。俺達はもともと、お前らを誰一人殺さないぞ」


　俺は呆れながら、その事実をタイラントの三人に忠告してやった。


　それどころか。


　ぽいっ。俺は話のついでに、さっきロザリーから受け取っていた《津波の槍アクアマリン》を、そのまま、銀髪男、ビクトロに向かって投げ返してやった。


「それも返してやる。二本剣精レイダーがあれば、まだなんとかやっていけるだろう」


　先ほど、エルナンデスとビクトロから、剣精レイダーを奪うばった俺達だったが──


　破は壊かいしたのは、巨大な斧──《奈落の斧ダイオプサイド》だけだった。《津波の槍アクアマリン》のほうは、破壊せずにおいた。


「ど。どういうことだ……!?」


　そんな俺達の行動は、タイラントの三人にとって、驚おどろくべきものだったらしい。


　三人は、困惑したように目を丸くした。


「どうもこうも。さっきメグがいったろう」


　肩かたをすくめながら、俺。


「別に俺らの目的は、このクソゲームに勝つことじゃない。あのクソったれ委員会を目の前に引きずりだすことだ。そこに辿たどり着くのに必要なもの以外に興きよう味みはない」


「き、興味はないって。ダメだろうそれじゃ!?」


　そこで、むしろ説教するような口調になったのはベアリス。


「ルールを忘れたのかい！　三○日間、討とう伐ばつ剣精レイダー数がゼロの奴がチームにいたり。


　三体倒たおせないまま全ぜん滅めつして《剣精試練レイダー・ゲーム》から脱だつ落らくしたりたら、国が滅びるんだよ!?」


「知っている」吐はき捨すてる俺。


「……でもだからといって、完全にあのクソ委員会のいいなりになるのは癪しやくだからな」


　そう。


　一応、二本の剣精レイダーを手に入れた俺達が、結局、一本しか破壊しなかった……というか、なんだか急速に、それ以上破壊したくなくなった最大の理由は、それだった。


　確かにルール的には、一体でも多く他国から剣精レイダーを奪わないと、自分の国が滅びてしまう。


　でもだからといって、他国から試練ゲーム続行が不可能なほど剣精レイダーを奪ったんじゃ──特に時間的に、まだ絶対、脱落可能条件《剣精レイダー三体以上撃破》を満たしているハズがないこんな序じよ盤ばん戦せんでは──それでは他国を滅ぼす結果になってしまう。


　別に偽ぎ善ぜん者しやぶるつもりはない。いざとなったら、他国を全滅させてでも、俺達はログレスを優先するだろう。


　だが積極的に他国を滅ぼしてもいい……という気分には、俺達はどうもなれそうになかった。


　幸さいわい、まだリミットまでには二〇日の猶ゆう予よが残っている。


　現状、このペースで各チームから少しずつ剣精レイダーを集め、剣精試練レイダー・ゲームを生き残っていく戦法をとることは、十分可能だと俺達は判断したのだ。


　剣精試練レイダー・ゲーム委員会的には、面おも白しろくない判断だろうが、俺達は元々、奴らを倒す為に旅をしているんだから、そんなことは知ったこっちゃない。


　というわけで、


「俺達は俺達のルールで、勝手に《剣精試練レイダー・ゲーム》をやらせてもらう。だから人殺しはしない。剣精レイダーも、一体貰もらえればそれで十分だ」


　俺はベアリスに、淡たん々たんと再度そう告げた。


「はっ……！　甘ちゃんだねぇ」


　そんな俺の話を聞いたベアリスは、呆あきれた様な笑みを浮うかべた。


　しかしそういいながらも──ベアリスはしっかり突つき返された《津波の槍アクアマリン》を握にぎり締しめる。


「……後で後こう悔かいしても知らないよ？」


　ベアリスは続けた。


「ここで見み逃のがしてもらったからといって、別にアタシ達はアンタ達の味方にはならない。アンタ達が、《奈落の斧ダイオプサイド》を破壊したのは事実だしね。むしろアタシ達は、きっといつか、またアンタ達を襲う」


「好きにすればいい」


　俺は本心からそう答えた。


「その時はまた返り討うちにするだけだからな」


「フン……！　つくづく可愛かわいげのないガキだ」


　そう鼻を鳴らすと。


　くるり。


　唐とう突とつにベアリスは、俺達の目の前で踵きびすを返した。


「……いくよ。ビク。エル」


「え!?」


　やや驚いた様な声をあげたのは、ビクトロとエルナンデス。


「で、でも……いいんですかい!?」


「そ、そうそう。こんなやられっぱなしで逃にげ帰るなんて……悔くやしくないんですか！」


「そりゃあ悔しいさ」


　静かに、ベアリス。


「けど、能力もバレちまって、おまけに剣精レイダーが二体になっちまったんだよ。このまま戦って、勝てると思うかい？」


「う……」


　ベアリスの問いに押おし黙だまる二人。


「それに。いまここで負けたら……タイラントは滅びるんだ。一度退ひいて頭を冷やすしかないさ」


「…………」


　その一言に、二人は渋しぶ々しぶ納なつ得とくしたようだった。


　ベアリスに続いて踵を返し、トボトボ歩き始める。


「グレン」


　そんな中ベアリスが。俺達の前から立ち去る前に、くるりと一度だけこちらに振ふり向いてきた。


「一ついいことを教えてやろう」


「ん？」


　いきなりのベアリスの言葉に、俺達は若じやつ干かん面くらった。


「いいこと……？」


「そう。アンタ達が血ち眼まなこで捜さがしてる、《剣精試練レイダー・ゲーム委員会》についての話さ」


「な……何っ!?」


　ベアリスの意図は不明だったが、俺達はその言葉に一気に色めきたった。


「な、何か知ってるのか？」


「さぁて。直接は知らない。ただ、アタシ達、剣精試練レイダー・ゲームの参加者以外にも、黒のオーロラの中から飛び出し、外の世界をウロついてる連中がいるのを知ってるかい？」


「いや……」


　その話は、初耳だった。


「俺達以外の連中？」


「そう。私はそいつらと接せつ触しよくしたことがある。そいつらは、自分達のことを《七週目セブンス》だとかいっていた」


　と、ベアリス。《七週目セブンス》？


「どうもそいつらも、アンタ達といっしょで、《剣精試練レイダー・ゲーム委員会》討とう伐ばつの為ために活動しているらしい」


「何!?」


　俺達は驚愕した。


　俺達以外にも、そんなことを考えてる奴がいるのか!?


「アタシ達も仲間にならないかと誘さそわれたんだけど……どうもいけすかない連中だったから、断ことわっちまった。ただ、そいつらなら、アンタ達が知りたい情報を、何か持ってるかもね」


　淡々といってくるベアリス。


　俺達以外に外に出て……おまけに俺達と同じ委員会討伐に動いている連中……《七週目セブンス》。


　まだ《剣精試練レイダー・ゲーム委員会》までは随ずい分ぶん遠い情報だが。それでも、何の手がかりもなかったさっきまでに比べれば、随分有力な情報を手に入れたような気がした。


「それからもう一つ」


　と、さらにまだ情報を与あたえてくれようとするベアリス。


「アンタ達、これから時計回りに世界を回っていくつもりなんだろ？」


「ん？　ああ……まぁ、行くなら当面はその予定だが……」


「だったら、《金の国の四人》には気をつけな」


　ベアリスは、ニコリとも笑わずにそういった。


「《金の国》？　ていうと……《ネゴシャン》？　だっけか？」


「そーさ。ふざけた名前に油断してると、あっという間に殺されちまうよ。奴やつらは手段を選ばない。アタシは耳をそぎ落とされかけたし……仲間は、一人殺された」


「えっ!?」


　衝しよう撃げき的な言葉に、俺達は絶句した。


　そ、そうだったのか……。俺はいろんなことに納得がいった。


　代表として残ったのは四人のハズなのに、コイツらは最初から三人だったし、妙みようだとは思っていた。既すでに他国の剣精レイダー使いに、一人殺されてしまっていたのか……。そりゃ俺達の甘さに説教くれたくなるワケだ……。


「アイツらは、アタシらと同じで左回りに世界を回ってる。そう遠くないうちに、アンタ達と遭そう遇ぐうするハズだよ」


「わ、わかった……恩にきる」


　俺達は、なんとなく圧あつ倒とうされながらベアリスに礼をいった。


「で、でも、何で急に情報くれたんだ……？」


「……別に。まぁ、ただ、今回はアンタらのおかげで、仲間が減らずに済んだのは事実だからね。……ちょっとその借りを返したくなっただけさ」


　呟つぶやくような声でいってくるベアリス。その目は、驚おどろくほど優やさしく、エルナンデスとビクトロを見つめている。


「でも気をつけな。あんたらの甘さは、いつかあんたらを窮きゆう地ちに追い込む。人間てのは──皮をはいじまえば鬼おに……悪あつ鬼きみたいなもんだよ？」


「……そんなこと、とっくに知ってるさ」


　俺は吐き捨てる。そうさ……そんなこと、この俺が、誰だれより一番よく分かっているんだ。


「……本当に可愛かわいくないガキだ」


　それを見てベアリスは苦笑した。


「じゃあね。また会おう、傭よう兵へいの国の子供達。いつか、また……戦場で」


　それだけいい残すと。ベアリスは、エルナンドとビクトロを引きつれ、今度こそ、俺達の前から去っていった──
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「なんとか退しりぞけたか……」


　ベアリス達が去っていった後──


　俺達は、さすがに疲つかれ果てたように水路に座すわり込んだ。


「やっぱ他の国の予選勝ってきてるだけあって、強かったね……」


　ベアリス達が消えていった方向を見ながら呟くメグ。


　確かにな。向こうは最初から一人少ないハンデしょってて、あの強さだったんだから……これからもあんな連中と戦うのかと思うとうんざりだな。


「……すまなかったな」


　と、そんな中。唐突に、ロザリーがそう漏もらした。


「ん？」


「私が最初から戦っていれば、もっと楽に勝てたのに……」


「いや……それをいえば、そもそもお前がああなったのは、俺のせいだ」


　ロザリーの謝しや罪ざいを遮さえぎって、俺。


「というか……悪かったな。本当に」


　俺は座ったまま、ロザリーの方を向いた。


　戦せん闘とうが終わり、頭が冷静になったせいか。今いま頃ごろだが、俺は自分がロザリーにしでかした罪の大きさを、徐じよ々じよにだが、実感として理解し始めていた。


　もちろん、俺はロザリーを意図して傷つけたわけではない。しかし、俺のせいでロザリーは傭よう学がくもやめ、二年もの間、人間不信に近い重い気分を味わってしまった。


　人間不信──自分と同じあの鬱うつ屈くつした境きよう遇ぐうに、俺は知らないうちにロザリーを追い込んでしまっていたのだ。


「悪かった……この通りだ。許してくれ」


　こんなもので許されるとも思えないが。最低限、これくらいのことはしたかった。俺はロザリーに向かい、全身全ぜん霊れいで土下座した。


「い、いや……もういい。頭を上げてくれ」


　そんな俺を見て。ロザリーは、少し慌あわてたような声でそういってきた。


「それに、さっきはついカッとなってしまったが……。本当はわかってたんだ。私の人生を狂くるわせたのは、お前のせいだけじゃない」


　さらにロザリーは、意外なことを俺に向かっていってくる。


「俺のせいだけじゃない……？」


「ああ……」


　ロザリーは頷うなずき、


「例えば、二年前。あのオープンカフェで、お前とメグの会話を聞いた時。思えば、あの時、私は逃げずに真相に立ち向かおうとするべきだった。


　そうすれば、お前に男だと勘かん違ちがいされてることにもすぐ気づけただろうし──結局あそこで逃にげたことが、その後の自分の人生を狂わせたんだ」


　後こう悔かいしたような表情でいうロザリー。が。


「……その考えかたはどうなんだ？」


　俺はそのロザリーの意見には異を唱えた。


「そこで逃げずに俺に立ち向かって、真相を聞いたとしても。お前は傷ついたことは傷ついたろう？　だったら……やっぱり根本的に悪いのは、俺が勘違いしたことじゃないか」


「いや。そこだって、冷静に考えたら、やっぱりお前だけのせいじゃないんだ」


　が、ロザリーは、そこでさらに首を振り、


「当時私は、髪かみも短かったし……正直、男に間ま違ちがえられたことも、何度かあった。お前にも、男だと勘違いされている可能性に、私も気づけたはずなんだ」


「いや！」


　何をムキになってるのか自分でもよくわからんが。俺はそのロザリーの自省的な理屈にも、さらに反論した。


「あれだけ毎日一いつ緒しよにいた相手が、自分の性別を間違って認識してるなどということに気づけるハズがない。やはり俺のほうに、責任は多くある」


「いや！」


　が、そこでさらにロザリーは、俺に反論してこようとした。


「いや！」


　俺はそれを先に封ふうじようと、声をあげる。


「いや！」


「いや！」


　……マジでわけのわからない展開になってきた。俺達はひたすら「いや！」「いや！」といい合い、自分の意見を通し主導権を握にぎろうとする。


「もういいじゃん……。だったらさ、どっちもどっちってことにしたら？」


　そんな俺達のエンドレス・バトルを、メグが呆あきれたような表情で仲ちゆう裁さいした。


「どっちもどっち？」


「そ。この件に関しては、お互たがい、まったく、小数点以下の誤差もなく、両方同じだけ悪かった──そういうことにしといたら？」


「む……」


　俺とロザリーは、一いつ瞬しゆん顔を見合わせる。


「まぁ……私はそれでもいいぞ」


　やや渋しぶ々しぶの表情でだが、先に折れるロザリー。


　ま、まぁ……個人的には、やはり俺の方に非があると思うが……ここで俺がまた「いや！」とかいうのも、大人気ないか……。


「……わかった。俺もそれでいい。そうしよう」


　俺も渋々了りよう承しよう。こうして俺達の無限戦闘は終了。


『でもその場合。さっきのあなたとお姉さまの約束はどうなるの？』


　かと思われたが。そんな中、今度は、ふとツバサがそう聞いてきた。


　あ……そうか。


　ロザリーが友達になりたい奴がいたら、そいつと友達になれるよう、協力する。


　俺が借りを返す為ためにかわした約束。


　お互いが同じだけ悪いのだとしたら、俺はロザリーに借りはないことになるし、あの約束は無効になってしまう。


「あのねぇ。あんた達って、ほんとに頭カタイわねぇ」


　そんな俺達を見て、メグが再び呆れた様に嘆たん息そくしながらそういった。


「別に借りとか貸しとかじゃなく。仲間なんだし、ロザリーが友達になりたいコとかいるなら、無む償しようで協力してあげればいいじゃない。でしょ？」


「ま、まぁ……」


『た、確かに……』


　なんか俺達は己おのれの器うつわの小ささを指し摘てきされたようで、若干恥はじながら頷いた。


「と、というわけだ。今後は、無償で、そのサービスを行わせてもらうことになった。入用の時は、遠えん慮りよなくいってくれ」


　結局こんないい方しか出来ない自分が悲しいが。それでも俺は、ロザリーにそう告げる。


「…………」


　しかしそんないい方だったが、ロザリーは、案外それを真ま面じ目めに受け取ったようだった。


ロザリーは人差し指を唇くちびるに当て、しばらく、考えるような仕草をした後、


「その協力とやらは……たとえ相手がどんな奴やつでも、有効なのか？」


　いきなりそんなことを聞いてきた。


「は……？」


　わけがわからず、俺。


「どんな奴でも……とは？」


「例えば……恐おそろしく身分の高い、話しかけることすら困難なような相手と仲良くなることを私が望んでも。お前は《協力》してくれるのか？」


「う……？」


　それは想定外の質問だった。


「う……」


　俺は一瞬言葉を詰つまらせた後……


「あ、ああ……問題ないぞ。約束だからな。相手は問わん」


　最終的に、引くに引けず、そんな見栄を張ってしまう。（終わったな……俺の人生）急速に、そんな言葉が、俺の脳のう裏りに思い浮うかんだ。


「そうか……相手は問わないか」


　すると、ロザリーは、嬉うれしそうにそう呟つぶやいた。


「だったら──手間をかけるが。早さつ速そく協力してもらっていいか？」


　さらにロザリーは、早くもそんなことをいってきた。


　う!?　狼ろう狽ばいする俺。まずい。やはり、場合によっては協力を拒こばむという条件を、いまのうちに追加で提示するべきか!?


　焦あせりながら、早くも及および腰ごしになる俺。そんな俺にロザリーはとうとう口を開き、


「グレン。私は……」


「ちょ、ちょっと待て！」


　俺は慌てて止めようとしたが。ロザリーは聞かず、


「グレン。私は、お前と友達になりたい。


　だからまずは──それに協力してくれないか？」


　キッパリ、そう、俺に告げてきた。


「…………え？」


　思わぬ言葉に。俺は呆ほうけたような声と共に、ロザリーの方を見た。


　そして、周囲にいた、メグとツバサも、驚おどろきの表情をロザリーに向けている。


　今……俺と友達になりたいっていったか？


「ダ……ダメだろうか？」


　全員の視線を集める中、恥ずかしげに頰ほおを赤く染めながら、ロザリーは続けてそう聞いてくる。


「い、いや……ダメじゃないが……」


　突とつ然ぜんの提案に、かなり困こん惑わくする俺。


「俺？　お前はそれでいいのか？」


「ああ」


　ロザリーは迷いなく頷き、


「お前とモメたせいで、今回は剣精試練レイダー・ゲームにまで悪あく影えい響きようを及ぼしてしまったからな……。今後こういうことがないように、ちゃんと和解がしておきたいんだ。


　もちろん、前のように──グレンとローズの頃ころのように戻もどろうなんて思ってない。あの頃に比べたら……性格も、環かん境きようも、お互い何もかも変わってしまっているからな」


　少しだけ寂さみしげな表情でロザリー。


　しかしロザリーは、その表情を、すぐにきりっと引き締しまったものに戻し、


「でも、今回の騒そう動どうで、私達のお互いの関係は、一応フラットな状態に戻ったハズだ。


　だから今度は、剣精試練レイダー・ゲームのチームメイトとして。グレンとローズじゃなく、グレンとロザリーでやっていきたい……と私は思うんだが。……ダメだろうか？」


　やや緊きん張ちよう気味にいってくるロザリー。


「…………」


　俺は一瞬考えた。


　そしてなんとなく、この状じよう況きようを見ているメグとツバサの方へ視線を向けてみる。


　メグは──若干引きつった笑みでだが。一応、頷うなずいており。


　ツバサは逆に、お姉さまを悲しませたらわかってるんでしょうね、といわんばかりの凍いてつく視線を俺に向けてきていた。


（わかってるよ……）


　別に俺だって最初から迷っちゃいない。ただなんとなくお前らの方を見ただけだ。


「構わんぞ」


　そして俺はロザリーに端たん的てきに答えた。


「ほ……ほんとか？」


「ああ。……約束だからな。俺は、お前が俺と友達になることに、協力するぞ」


　いざ口にすると、若干照れくさかったが。俺はそういいきった。


　断る理由など、考えてみたものの、まるでなかった。仲良くしたいといわれて、嬉うれしいと思えるほどには、俺にも可愛げは残っていたようだった。


「そ、そうか……よかった」


　俺の返答を聞いたロザリーは、心の底からそう思っている気配でそう呟き。


　すっ──


　唐とう突とつに、俺に向かって自分の右手を差し出してきた。


「？　なんだ？」


「い、いや。和解したんだ。儀ぎ礼れいとして、握あく手しゆくらいしておくものかと思って」


「そ……そうだな」


　一瞬虚きよをつかれたが、俺は差し出されたロザリーの右手を摑つかむ。


　そして摑んだロザリーの手のひらは、当たり前といえば当たり前だが──


　俺の手のひらより随ずい分ぶん小さい、白くて柔やわらかい女子のものだった。


「よかったよかった」


　ぱしっ。そんな中。いきなり俺とロザリーの組み合わさった手の上に、新しく別の手が置かれた。


「これで二人も和解したし、万ばん事じ解決！　これからも、四人で、いっそう剣精試練レイダー・ゲームがんばっていきましょうね!?」


　なんだか乾かわいた笑みで、変に四人で、という部分を強調し、さらに俺の右足を踏みながら、そんなことをいってくるメグ。


「いや……お前……なんか足……」


　と、メグに抗こう議ぎしようと思うと。ぎゅっ。今度は俺の左足が何者かに踏みつけられた。


「!?」


『よかったよかった』


　犯人は、スケブ女ツバサだった。ツバサは、俺、ロザリー、メグの手がからまった場所にぽん、と手を置きながら、


『お姉さまが私以外の人間と……それもオスと……仲良くなってくれて……本当に……よかったッッ……！』




[image: ]


　ギュウウウ！　俺の左足にかかる重圧を、圧あつ倒とう的てきに、殺人的に増加させる。


　いや、足ィ！　よかったと思うなら足踏むなよ!?　あと、その苦く渋じゆうに満みちきった表情、絶対よかったと思ってないよな!?


「この調子で、どんどん四人の絆きずな深めて。みんなで剣精試練レイダー・ゲームを勝ちのこりましょうネ！」


『オー！　ね、お姉さま？』


「え？　あ、う、うむ。そうだな？」


「……………」


「……………」


「……………」


「……………」


　訪れるは、妙みように間の抜ぬけた不ふ穏おんな沈ちん黙もく。


　いや……この空気。せっかくロザリーと和解したってのに、なんでこんなムードになってんだこのチーム……!?


（いつになったら落ち着くんだ我わがチームは……！）


　やはり集団行動は苦手だ……。


　少しだけ、ログレスにある、あのクソ狭せまい自分のアパートの一室を懐なつかしく思いながら。


　俺はその後しばらく、わけも分からず、赤あか髪がみと黒髪の女に無言で足を踏まれ続けていた……。




　エピローグ──Ａ







　そして、その惨さん事じ？　から、一時間ほど水路を歩いた頃ころだろうか。


　もう、わざわざ地上に戻もどらず、地下水路からガイストに向かった俺達は──最終的に、行き止まりのような場所に辿たどり着いていた。


　そしてそこで、上に向かって延々続く梯子はしごのような物を発見。


　やや警けい戒かいしながらも──俺達はその梯子を上に昇のぼることにした。


　梯子の先は、撥はね上げ式の鉄てつ扉ぴで塞ふさがれていたが──特に施せ錠じようされていたわけではなかった。


　俺達はその鉄扉を押し上げ──瞬しゆん間かん、久々に目に飛び込んでくる太陽の光に一いつ瞬しゆん目を細めながら──外に出る。


　そして、徐じよ々じよに光に目が慣なれ、そんな俺達の目に飛び込んできた光景は──


「お……おおお!?」


　俺達が、見たこともないような光景だった。


　地下水路を進んだのは正解だったようだ。


　どうやら俺達は──見事、異国、ガイストの。ちょっとした裏通りのような場所に、到とう着ちやくしていたようだった。


「これがガイストか……」


　国が違ちがえば、ある程度文化は違うだろうとは思っていたが……周囲に広がる光景は、予想以上に奇き妙みようで、俺達は馬ば鹿かみたいに口を開けたまま、周囲の光景を見み渡わたした。


　まず、パッと見ただけで、建築物の構造が違いすぎる。


　俺達の周りには、やけに傾けい斜しやのある屋根の民家──らしき建物が乱立しているが、その傾斜のある屋根の上には、何の意味があるのか、どの家にも揃そろって黒くろ塗ぬりの石板のようなものをビッシリ敷しき詰つめている。


　周囲には、ちらほら人通りもあり、ガイスト人を見ることも出来たが……服装のセンスも、やはり俺達とは随ずい分ぶん違っていた。


　わりとしっかり作られている俺達の服と違い、ガイストの人間は、みなズボンとシャツにつなぎ目がない、木綿もめんでできた、胸むな元もとが大きく開いたラフな服装で歩いている。


　さらに、謎なぞなのは刀だ。


　老人、男性、女性、子供……視界に入るありとあらゆる人間が、何な故ぜか、腰こしに大小様々な刀を提さげて歩いている。一人一刀持つのがルールなんだろうか……？


「グ、グレンっ」


　と、そんな感じで、感かん慨がい深ぶかげに辺りの光景を見ていると。


　後ろでメグが、少し焦あせったような声をあげた。


「ん？　なんだよ」


「なんか……わたしら、けっこう見られてるよ!?」


「ん？」


　いわれて、俺も気がついた。


　興きよう味み深げに周囲を見渡す俺達と同じくらいの熱量をもって──周囲の人間も、ヒソヒソと何かを話しながら、俺達のことを凝ぎよう視ししていた。


　な、なるほど……そりゃそうか。俺はやや焦あせりながら、状況を理解した。


　確かに、もともとガイストに住んでる人達から見れば、俺達のほうこそ異質、突然穴からわいて出た、珍ちん妙みような格かつ好こうをした四人組だものな……！


「と……とりあえず。あまり目立たず動ける服でも調達するか？」


　俺の言葉に全員がいっせいに頷うなずき、全員でそそくさとその場を離はなれようとする。


　──その瞬間だった。





　ヴィィ──ヴィィ──。





　ふいに──俺達のタグが震ふるえた。


「……え？」


　また──タグが震えた？


　俺達は顔を見合わせる。


　何故このタイミングで……？


　困こん惑わくしながら、それぞれのタグを取り出す俺達四人。


　するとそこには──短く、少しいつもとは異ことなる雰ふん囲い気きの文章が記しるされていた。









剣精試練レイダー・ゲームノ真実


知リたくアりまセんか？




《Ⅶ》














「剣精試練レイダー・ゲームの真実……？」


　タグを読み終えた俺達は、わけがわからず、再び顔を見合わせる。


　タグの裏には、地図が記き載さいされていた。


　どうやら、ガイスト市街の地図のようだ。


「《Ⅶ》……？　何だ、この差出人？」


　俺は聞くが、当然、だれからも返事は帰ってこない。





　こうして、俺達のガイストでの波乱の日々は。


　困惑と共に、早くも幕を開けてしまう。




　エピローグ──Ｂ







「チッ……。剣精レイダーを一体しか壊こわさねぇだと？　ふざけやがって……！」


　狭せまい部屋。


　四角い箱の画面から目を離し、床ゆかに寝ね転ころがっていたイガグリ頭の少年は、不快さをありありと表情に出しながら吐はき捨すてた。


「こっちはんなもん見たくねぇんだよ。こうなったら追加でルール変えてやるか──？」


　底意地の悪い笑みを浮うかべる少年。


　が──その時だった。


「し、ししし！　失礼します！」


　少年しかいなかった部屋の中に、いきなり、一人の男が飛び込んできた。


　いかにも愚ぐ鈍どんそうな、惨みじめなほどに怯おびえた表情をしている巨きよ軀くの男。


「またお前か……！」


　起き上がり、苛いら立だたしげに顔をゆがめる少年。


「この部屋に来たということは……それなりに重要な用があってのことなんだろうな？　もし違ったらお前は……」


「第七ピリオドです！」


　少年の声を遮さえぎり、男は切せつ羽ぱ詰つまった表情でそう叫さけんだ。


「な……何!?　見つけたのか!?」


　少年は尋たずね、男は頷うなずく。


「くそ……どこだ!?」


　そして少年は画面の前に座すわり込み、素す早ばやい動作で画面に付属していた鍵けん盤ばん状の機械を操作し始めた。


「どこで見つけた!?」


「ば、場所はガイストの国境付近。どうもガイストにいる、ログレスとネゴシャンの剣精試練レイダー・ゲーム参加者に、接せつ触しよくを試みているようです」


「なんだと!?　ふざけるな！」


　血相を変えるいがぐり頭の少年。


　少年の視線の先の画面では、何も知らない青い髪の青年と三人の少女達が、目を白黒させながら、いがぐり頭の少年が関知していないタグを見つめている。




【to be continued】　







　あとがき







　問題。この本で、作者が書けといわれたあとがきページ数は、一体何ページでしょう？





　答え…………二ページ。


　少なっ……!!





　というわけで、お久しぶりです。大だい楽らく絢けん太たです。


　あとがきページが一五ページあった前回とうって変わって、今回は八分の一、二ページです。あとがき書くの好きなだけに、少ないのは少ないのでツライ……！


　とか喋しやべってるうちに、どんどん文字数が減っていくので……早速本題に。





　さて。テツワン二巻です。


　みなさまのおかげで、無事二巻も出せました……！　ありがとうございます！


　二巻。レギュラーメンバーも揃そろって、ようやく本格的に物語が開幕する巻です。


（あ。ちなみに、「おれ、一巻読んでないっス」っていうそこのあなた。大だい丈じよう夫ぶっス。二巻から読んでも一応読めるように作ってはいますので、どんと二巻からでもどうぞ～。ほんまは一巻から読んで欲しいけど）


　さて、そんな二巻は、一○○○年閉ざされていた故こ郷きようを出た四人の、他国への旅の始まり。四人の剣精レイダー使いと、四体の剣精レイダー、全員集合。ロザリーがグレンを嫌きらう理由とは？　そして他国代表の剣精レイダー使いとの死し闘とう──等々、盛りだくさんに話が加速していってる巻だと思います。いかがだったでしょうか。


　お気に召めしましたら、応おう援えん、友達への宣伝等、どうぞよろしくお願い致いたします。


『バク○ン』等でご存知の方も多いと思いますが、応援がないと、本当にあっさり終わってしまう世界ですので……どうぞ応援、よろしくお願いいたします。面おも白しろかったらね。


　さあ、ゆってる間に、文字数臨りん界かい点てん間近です。


　次巻は五、六月発売の予定。その他、いろいろ、仕込んでる企画もあります。


　あったかくなったらお会いしましょう！　では慌あわただしいですがこれにて失礼。







大楽絢太　　





テツワンレイダー２





大だい楽らく絢けん太た
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